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本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　──　ずっと　あなたが　好きでした。







　試験対策委員会







　小さなころ、ゲームの攻こう略りやく本ぼんが好きだったことを思い出す。

　どこにどんなアイテムがあってどんな敵が居て、どんなルートを選べば簡単にゴールできるのか。時間をかけて悩なやむよりも、答えがすぐにわかることが自分にとっては重要で、そういう意味では学校の勉強もそれに似ているのかもしれない。

　教科書なり参考書を開けばそこに確かな答えがあって、当然何も迷うことなくその解答を自分の中に蓄ちく積せきしていく。努力しただけ努力は報われて、先生やクラスメイトも成績が良ければそれなりに認めてくれる。

　満足感と達成感。答えがわかる安心感。それはわかりやすくて素晴らしいもので、人生や人間関係や日々の生活にもわかりやすい解答なり攻略本なり参考書があればいいと──泣いている女の子を前に思う。

「……あの、あのねっ……ごめんね。……あれ？」

　放課後の一室に二人きり。高校生の男子がひとりと女子ひとり。

「ごめんね、あの、そういうんじゃなくてっ……」

　何か告白して振ふられたような気持ちになってくるがそれは事実と異なる。何せこっちはただ「あの、」と言っただけであり、何も泣かれるようなことはしていない。

　そもそも、目の前に居る女の子とは全くの初対面という訳でもない。宮みや森もり鈴すず乃の。ひとつ歳下の高校１年生。ふわふわの髪かみに大きな目。全体から受ける印象は小さなころとあまり変わらない。同じ高校に居ることは知っていたが、こうして学校で顔を合わせるのははじめてのことだ。

「ちょっと、その～、びっくりしちゃった、だけだから～……」

　ゆったりとした話し方は昔と変わらない。

　急に声をかけたつもりは無いが──ちょうど、タイミングが悪かったのかもしれない。ある程度は気を遣つかったつもりではあるが、なかなかどうして難しい。

「いや、こっちも、なんか驚おどろかせたみたいで──」

　言いかけたところで。

　風のような速さで、ひとりの女の子が割り込んでくる。

「ちょっとアンタなにしてんの！」

　明るめの茶ちや髪ぱつに大きな声。体は小さいが、その目には挑いどみかかるような迫はく力りよくがある。肉食系の小動物は、おそらくこのくらいの素早さで狩かりを行うことだろう。

「すずのん泣いてんじゃん！」

「いや別に、こっちは何も──」

「そういうのアタシ許さないから！」

「ユカちゃん違ちがう～、あのね、わたしが～」

　慌あわてて鈴乃がフォローを入れるが、

「大だい丈じよう夫ぶ！　アタシ、ゼッタイ負けないからね！」

　安心していいからね☆　と茶髪の少女は勢いを増してしまう。

　こんなときに何をどう言うのが正解なのか。

　女の子を泣かせたと誤解されたときにどうすればいいのか。

　そこに当然わかりやすいマニュアルなんて無い訳で──そもそもの失敗は、言われるまま、お願いされるままにここ『しけたい』の部室に来てしまったことなのかもしれない。

　分ぶん岐き点てんは、おそらく今日の昼休きゆう憩けい。数時間ほどさかのぼる。







　プロローグ







　身内が同じ学校に居るということは、なかなか困ったことらしい。

　そのことに気付いたのは高校に入ってからのことで、「２年Ａ組、藤ふじ嶋しま陸りくくん。職員室へお願いします」という放送での呼び出しに内心うんざりしながらも、かといって無視することもできないあたりがいわゆる身内というものの難しさだと思える。

　職員室に入ると、手招きする女性教師がいやでも目に入る。

　まぶしいピンク色のスーツ。あわせてキュートさをアピールするような手招き加減。はたしてそれは年ねん齢れい的に許されるのかどうか。いち高校生男子からはなんとも言えないが、今後、彼女の歴史がなんらかの結論を出すことであろう。藤嶋ちひろ。28歳。独身。髪の長い時期もあったが、ここ最近はショートカットでまとめている。なんらかの心境の変化があったのかもしれない。

「陸は、もうお昼たべた？」

「いや、まだだけど」

　昼休みすぐの呼び出し。そんな暇ひまがあるはずがない。

「じゃ、食べながら話そっか」

　ちひろは椅い子すから立ち上がりながら、「もちろんおごりだよー」と楽しげな様子。

「いいよここで。後で食べるから」

　いわゆる身内の『いとこ』と言えど、教師と一いつ緒しよに食堂でゴハンというのがどれだけ注目を浴びるのか。ちひろもそのあたりわかって欲しい。

　高校生活あと２年。できるだけ目立たず平へい穏おんに──坦たん々たんと何事も無く日々を過ごしていきたい。

「そうなの？」

　少しがっかりしたように声を落として、「遠えん慮りよとかしてない？」

「そういうんじゃないから」

「ならいいけど……」

　言いながら、ゆっくりと椅子に座り直す。

　まだ小さかったころ、ちひろにはよく遊んでもらった。歳の離はなれた姉のような存在、といったところではある。とはいえ、こっちももう高校生な訳で──以前のようにベタベタされるのは困るというのが本音だ。

「で、俺は何をすればいい？」

「ん？　なんのこと？」

「呼び出し。さっきの」

「うわ、用件のみ？」

　まあ陸はそういうトコあるけど、とちひろは呟つぶやいてから、

「あたしね、『しけたい』部の担当してるんだけど」

「『しけたい』？」

「試験対策委員会、の略」

「それ部活？」

「まあ知らないよね。いきさつはいろいろあるんだけど──」

「部室の片付けとか？」

　いままで頼たのまれたことは、たいてい単純労働肉体作業。教師というものは書類に囲まれて仕事をするのが常らしく、ちひろの机の上も混こん沌とんとしている。そして書類ってやつは意外と重い。

「……ねえ陸、あたしと話すの、いや？」

「別に、そんなことはないけど」

「なんか冷たい」

「昼休みが終わると困るから」

「ホントに？」

「それだけ」

「……まあそういうことにするけど──」

　不満げな表情を和らげてから、「片付けとかは大丈夫。いい子がいるから」

「……ん？　なら、片付けじゃなくて」

「居い心地ごこちいいよ。陸も気にいると思う」

　まったくさっぱり話が読めない。

「つまり、どういう──」

「先生、やってくれないかなって。陸に」

「……先生？」

　いまいちピンとこない。試験対策委員会。『しけたい』部。名前から想像すれば、定期試験の対策を行うところだろう。例えば過去問集めとか予想問題集を作るとか。

「ちひろ、つまりは部員が足りないってこと？」

　試験を対策する組織。そういうシステムがあるならかなり便利だろう。ただ、自分も含ふくめてその名をあまり知られてないってことは──新しくできた部なのかもしれない。単にコピーを取るにも人手は必要だ。

「部員はまあ少ないかな。少ないね。個人レッスン？　そんな感じの部だから」

　なんだかちひろは言いにくそうに、「うちの学校って、一芸で入ってる子もいるでしょ？　そのフォロー。だからまあ、なんていうのかな。陸に家庭教師やってもらうって感じ」

　……家庭教師？　できなくもない、だろうけど。

「……それはちょっと」

「えー、陸、勉強得意でしょ？」

「まあ、それは……」

　別に取り得もなくこれといった趣しゆ味みもなく、勉強くらいしかやることが無いからで。嬉うれしくもあり悲しくもあるが事実としてそれなりには結果を残している。

「なら、」

「無理だって」

　人に教えるなんて自信が無い。変に失敗して迷めい惑わくかけたくない。

「……どうしても？」

　この眼に弱い。ちひろは昔からそうだ。

「例えば、相手が小学生くらいなら、できなくもないと思うけど」

「あ！　それなら大丈夫。ホントに初歩からでいいから」

　初歩の初歩からで大丈夫！　とちひろは念を押してくる。とはいえどれだけ押されても──

「でも責任が重いよ。そもそもちひろが担当なんだろ？」

「んー、それがね、うん」

　なんだか嬉しそうに口元を緩ゆるめる。待ってました。そんな感じ。「陸じゃなきゃダメなんだって」

「……ん？　えっと、」

「陸じゃなきゃダメ、って」

「要するに、誰だれが？」

「うちの部の子」

　どういうことだろう。

「俺の知ってる子？」

「あ！　興味でてきた？」

「いや、そうじゃなくて──」

「おねがい！」

　ぱん、とちひろは手を合わせ、「あたしを助けると思って！　おねがい！」まるで神かみ頼だのみのように両目をぎゅっと閉じて頭を下げる。

　助けると思って。このフレーズに弱い。

　他の誰かじゃなくて──藤嶋ちひろに言われてしまうとどうしようもない。それはもう、こっちにとっては絶対の言葉だ。

　ふぅ、とひとつ息を吐はいて、

「……わかった。それなら」

「いいの？　本当に」

　小さく頷うなずくと、ちひろの表情は、無む邪じや気きな子どものようなわかりやすさで明るくなる。「ありがとー！　やっぱり陸だね！」椅子から立ち上がり、抱だきしめようとしてきて──

　空から振ぶり。見事に両手が空を切る。

「うぅ、おねえちゃんさみしい……」

　静せい寂じやくの職員室。あまり注目されたくない。物心ついたころから知っていれば、この行動は想定内。一歩下がって対応するのも慣れている。

「陸、おねえちゃんのコト、きらいになった？」

「……おねえちゃん言うな」

「昔は『ちー姉』って呼んでくれてたのに？」

　そこでなんとなく思い出す。

　ちー姉。

　りっくん。

　そんなふうに呼んでた幼おさな馴な染じみの女の子。

　こっちが高校に入ったころから、ほとんど会話も無くなったけど──まあ、そんなものなんだろう。たとえご近所であったとしても、性別の違ちがう幼馴染。いつまでも親しく、なんてことはさすがにあり得ない。

「じゃ、陸、お昼食べに行こっか！」

「え？　行かないって──」

「大だい丈じよう夫ぶ大丈夫！　おねえちゃん、今月はまだ余よ裕ゆうあるから！」

　手をぎゅっと摑つかまれる。

　いつまでも親しくなんてあり得ないけど──まあ、身内は仕方ない。
















　続・試験対策委員会







「ゴメンね、アタシ、なんか勘かん違ちがいしてたみたいで……」

　茶ちや髪ぱつの少女、神楽かぐら坂ざか優ゆう花かが小さくなる。

「優花さん、気にすることはありません。泣いている友人を見て冷静でいられないこと。それは優花さんが優しいということですから」

　その言葉に、鈴すず乃のが「そうだよ～」と合わせている。平和な空気に安心する。

　静かに場をおさめられるのは、その独特の雰ふん囲い気きによるものもあるかもしれない。

　飯いい塚づか里さと子こ。高校２年。よく通る、凜りんとした声に、落ち着いた立たち振ふる舞まい。同級生のはずではあるが、歳とし上うえと言われても信じてしまうだろう。

「陸りくくんも、怒おこったりはしませんよ」

　余裕に満ちた佇たたずまいには年ねん齢れい以上の貫かん禄ろくがあり、ここ『しけたい』の先生役というのも頷ける。『陸くん』という妙みようにフレンドリーな呼び方が少し気になるが──そこは性格なのかもしれない。

「でも、やっぱ悪いのはアタシだし……」

　さっきまでの勢いが噓うそのように、神楽坂優花はしゅんとしている。ここはやはり、別に気にしていないことを伝えるべきだろう。こちらの被ひ害がいは何も無い。誤解が解ければそれでいい。

「気にしてないよ、本当に。びっくりさせた俺のほうが悪かったところも──」

「わかった！」

　その表情が明るくなる。わかってくれたのだろう。誤解は誰にでもある。

「アタシのコト叩たたいていいよ！」

　……わかってなかった！

「ばしーん、って！　ね、そーしよう！」

　駆かけ寄よって、神楽坂優花は左の頰ほおを差し出してくる。身長を合わせるためか、少し背せ伸のびをしているあたりは可愛らしい。「それでおあいこでいいよね☆　よし来い！」いやそうじゃなくて。ぎゅっと目を閉じられても。どうすればいいんだ。

「優花さん、陸くんが困っていますよ」

　飯塚里子がしっかりとフォローを入れてくれる。さすがは先生役、といったところだろう。「差し出すものが違うだろう、ということかもしれませんが」……ん？　何か引っかかるが、聞き違いかもしれない。

「でも、アタシの気持ちがおさまんないし……」

「それなら、目の前の追試を全力で突とつ破ぱしましょう」

　飯塚里子はかすかに微笑ほほえんで、「優花さんの成績が上がれば、陸くんも喜んでくれます」

　家庭教師みたいなもの。そんな、ちひろの言葉を思い出す。１年生の二人が生徒役で、２年生が先生役。そこまではわかってきている。

「……それで、許してくれる？」

　茶髪の少女、神楽坂優花が視線を向けてくる。別に許す許さないも無いのだが──ここは頷いておくことにする。きっと、わかりやすい何かが必要なんだろう。

「よし！　じゃあ、がんばらなきゃだね☆」

　鈴乃が「お～！」と合わせている。きっと仲が良いのだろう。視線を合わせて、なんだか楽しげな様子だ。

「ちなみに、目の前の追試って……」

　一応きいてみる。試験対策委員会、通つう称しよう『しけたい』。ここでは何をすべきなのか。それがわからなければ、対策が立てられない。

「簡単に、前提条件から説明しておきましょう」

　飯塚里子は、くい、と眼鏡めがねを持ち上げて、「鈴乃さんと優花さんは、特待生として入学しています。鈴乃さんは芸能活動、優花さんはスポーツですね。ただし、赤点が続いた場合、芸能活動なりスポーツなりに学校側から一定期間のストップがかかってしまいます。それを避さけることが当面の目標です」

「……特待生なのに？」

　よく知らないが、特待生ならなんらかの配はい慮りよがあるんじゃないだろうか。もともとスポーツで入学させたのなら、その活動を重視しないと本ほん末まつ転てん倒とうだろう。例えば追試があるにしても、問題がだいぶ簡単になるとか。

　そんな想いを察したのか、

「もちろん、一定の配慮はありますが──」

　飯塚里子は、そこで言葉を止める。

　これ以上言わせるな。そんな意思を目で伝えてくる。

　……なるほど、簡単にした問題を突破できる対策が必要、ということか。初歩からでいいから、とちひろが言ったのも、そういう意味に違いない。

　こっちが理解したことが伝わったのか、飯塚里子は満足げな様子で、

「ふたりのための試験対策。それがここ『しけたい』の活動です」

　神楽坂優花と宮みや森もり鈴乃。二人の１年生が追試を突破できるよう、放課後、勉強を教えること。ここでやるべきことはそういうことだ。

「じゃあ、りっくんと、これからはいっしょだね～」

　鈴乃がやわらかく微笑む。学校の勉強は苦手にしていたが、どうやらそれは今でも変わっていないらしい。「びっくりしたけど、うれしい～」俺が先生役をすることは、おそらく鈴乃がちひろに頼たのんだのだろう。それならいまさら驚おどろかなくてもいいと思うが──鈴乃なら、そうしたことも十分あり得る。

「……ちなみに、科目は？」

　さすがに、全部ということは無いだろうけど──

「とりあえずは日本史ですね」

　……他にもありそうな雰囲気ではある。それこそ鈴乃が昔のままなら、ほぼまんべんなく全てにわたって『がんばりましょう』な評価のはずだ。それでよくこの学校に──というのは関係ないか。特待生。芸能活動。最近の鈴乃は、テレビで目にすることもある。

「リクさんデすね？」

　ドアが開いて、金きん髪ぱつの、小さな女の子が現れる。とてとて、と駆け寄ってくる様子はなんだかペンギンのような愛らしさであり、

「はじめましてデす」

　ぺこり、と丁てい寧ねいに頭を下げる。なぜ小学生がこんなところに──という疑問はひとまず置いといて。特筆すべきはその格好。メイド姿にランドセル。まったく意味がわからない。

「オルオル、高校２年生なんだよ☆」

「オルちゃんは、とってもおいしくて～」

「オルガさんが居てこその『しけたい』ですからね」

　まったく、意味が、

「これから、よろしくお願いしますデす」

　わからないが──こっちに向けられる綺き麗れいな笑みには、疑問や戸と惑まどいを消し去ってしまうだけの力がある。

「リクさん、いっしょにがんばりましょう！」

　問題無い。間ま違ちがいない。ここはもちろん頑がん張ばるしかない。







　本ほん能のう寺じの変







「はいはーい！　アタシ知ってる！　織お田だ信のぶ長なが！」

　放課後の『しけたい』部室に五人。そのうちの一人、神楽かぐら坂ざか優ゆう花かが身を乗り出して声を上げる。

「らっくしょーだよそんなの☆」

　ふふーん、と誇ほこらしげな様子は自信の表れだろう。さすがは信長。有名人。

「昔の偉えらい人は言いました。えーと……」

　少し悩なやんだ様子を見せてから、優花の顔がぱっと明るくなる。

「ホトトギス　殺してしまえ　ホトトギス」

　笑顔でまさかの鳥類虐ぎやく殺さつ。鳴く鳴かないは問わないらしい。

「優花さん……」

「んん？」

「貴方あなたがホトトギスに何をされたかは知りませんが──」

　優花の肩かたに手を置き、眼鏡の才さい媛えん高校２年・ここ『しけたい』の先生役でもある飯いい塚づか里さと子こは慈じ愛あいに満ちた視線を向けて、「それでも強く生きて……！」

「え？　サトコ、なに言ってんの？」

「ホトトギスを許してあげて……！」

「ああ！　アタシのことまた馬ば鹿かにした！　ぜったいした！」

　神楽坂優花。高校１年。陸上中ちゆう距きよ離り界では期待のホープで特待生。ただ、能力を運動神経に割わり振ふったのか成績はあまりよろしくない。

「ね、りっくん」

　つんつん、と腕うでのあたりをつついてくるのが宮みや森もり鈴すず乃の。高校１年。

「ホトトギスって、鳥だよね？」

　頷うなずいて応える。鳥以外の何者でもない。はずである。

「だよね。鳥だよね。あってるよね」

　鈴乃はほっとした様子で、「わたし、ちょっとうろうろっとしちゃって……」

　そこでうろうろしなくても。

「すずのーん☆　アタシ知ってるよん。ホトトギス」

　優花の切きり替かえは早い。

「もう殺さないで……！」

　飯塚里子は揺ゆるがない。

「ああもうサトコはうるさい！」

　ぷー、と優花は頰をふくらませてから、「あれだよね！　『カッコー』『カッコー』って鳴くやつ！」

　……

　…………何か違ちがう、ような。

「優花さん……」

　里子の反応は早い。「カッコウは、『カッコウ』と鳴くから、『カッコウ』なんですよ……」

　なるほど。言われてみれば確かにそうだ。

「カッコーは、え、あ──」

　気付いたらしい。優花の顔がみるみる真っ赤になる。

「ちょちょちょ、ちょーっと間違えただけだってば！」

「ホー？」

「みんなは知ってるかなー、って思ったの！」

「ホケキョ？」

「ああもう！　サトコのばか！」

「ねえねえ、りっくんりっくん。カッコウは、」

　鳥だ。メモしなくても。試験には出ない。

「むかしの人も、よくまちがえてたみたいデすよ」

　にこ、と柔やわらかく微笑みながら、メイド服に身を包んだオルガちゃんがお茶をいれてくれる。「ホトトギスとカッコウは、平安時代のえらい人もごっちゃダったのデす」

　大おお熊くま野のオルガ。８歳にして高校２年。色が薄うすめの金髪はどこか神こう々ごうしい雰ふん囲い気きもある。

「そうなんだ～」

　鈴乃は素直に感心した様子で、「じゃあ、やっぱり似てるんだね～」

「ダぁ」

　そのとおりデす、とオルガちゃん。「だよね。鳥だもんね」と鈴乃が続ける。似てる範はん囲いが相当広い。

「デすから、ユカさんの発想はとてもすばらしいのデす」

　さっ、と優花は、オルガちゃんの手をとって、

「……はらしょー？」

「はらしょー！」

「ありがとオルオル～☆」

　ぎゅー、と抱だきしめる。幸せそうなので良しとしたい。

　さて、誰だれかが本論に戻もどさねばならない訳で──そこはおそらく自分の役割、なのだろう。藤ふじ嶋しま陸りく。高校２年。先生役のはずである。

「んで、天下統一を目指していた織田信長が殺されたのが１５８２年」

「「せんごひゃく……」」

　二人ともしっかり。

「１５８２年。本能寺の変。年号は──まあ覚えといたほうがいいかも」

「陸くんの言うとおりです」

　里子は頷きながら、「直接問われなくても、年号を覚えていれば解答欄らんが埋うめられる、ということも往々にしてありますから」

「でもわたし、やっぱり覚えるの苦手かも～……」

「わかるわかる！　テストのときとか、あれここ聞いたコトあるのに！　って」

「ふたりとも、安心してください」

　自信たっぷりに里子は語る。「記き憶おくにはイメージが何より重要です。インプットの繰くり返かえしと記憶を呼び起こすためのイメージ。準備はしています。大だい丈じよう夫ぶです。ふたりとも、安心してください。陸くんも協力してくれます」

「……準備？」

　いつもながらに相談が無い。まあもちろん、試験対策に協力するためにここに居る訳で、拒きよ否ひする理由も無いけれど。

　里子はポケットから取り出したものを、目前で広げる。

　布だ。

　……布だな。意外と伸のびるが布だろう。

「１５８２年。いちごパンツで本能が」

「……ちょっと待て」

「いちごパンツで本能が！」

「待って」

　なぜ二度言う。

「陸くんの本能が……！」

　三度目は巻き込み事故！

「りりりりりり、りっくん！　りっくん～」

　ぶんぶんぶん。

　鈴乃は顔を真っ赤にして首を振っている。見るなということだろう。掲かかげられているいちごのパンツ。なぜだかどうして目にまぶしい。

「……サトコ、それ自分の？」

　少し恥はずかしそうな優花とは対照的に、「いいえ」と里子はいたって冷静に、

「マネージャーのミキさん経由で」

「ちちちちち違う～、りっくん違う！　わたしのじゃなくて、なくて～」

「買ってきていただきました。新品です」

「だ、だよね」

　鈴乃は、安心した様子を見せてから、「でもでもでもっっ、りっくん見ちゃだめぇ……」よくわからない位置で手をバタバタさせている。そういうネタに弱いらしい。

「それでは陸くん」

「……それしまおう」

「あまおう？」

「いちごの品種ではなく」

　どうすればいいんだ。
















「さあ陸くん、かぶってください」

「…………何を」

「いちごパンツを。本能のままに。記憶にはイメージが何より重要です」

「パンツかぶったイメージを記憶されても……」

「安心してください。新品ですから」

「新品言われても」

「……なるほど」

　ふむ、と里子は何か納得した様子で、「陸くんとしては使用済みのほうが」

「違う」

「本能寺の変態」

「違う！」







　元げん寇こう







「てつはう！」

　のびやかに優ゆう花かが奇き声せいをあげる。「ねえリッキー。これってテストに出る？」

「……微び妙みようなラインかな」

「えー、せっかく気にいったのに」

　ひらがな４文字。そのやわらかい雰囲気からすれば、確かに武器らしくはない。

　鈴すず乃のはそれに合わせるように、

「ちょっとおいしそうかもだね～」

「それは──」

　そう、かなあ……。その発想はなかった。どんなものを思おもい浮うかべているのか、鈴乃は笑みを浮かべて、「はう？」オルガちゃんは楽しげに首を傾かしげる。

「ここのキーワードは、元寇、北ほう条じよう時とき宗むね、文ぶん永えいの役えき、弘こう安あんの役といったところですね」

　いつもどおり、淡たん々たんとした口調で里さと子こが語る。「あわせて年号もおさえておきましょう」ぴん、と伸びた姿勢は見ていて気持ちがいい。その性格はともかくとして。

「ゲンコー？」

「元が攻せめてきた、という意味です。『元』は国の名前ですね」

「カンとかシンとか、そういうの？」

「はい」

「覚えらんないよそんなのー」

　優花がふくれる。その気持ちもわかる。前漢・後漢。秦しん・新・晋しん。ややこしいことこのうえない。

「中国の王朝は、日本史でもそれなりに出てきますね。確かに」

「いっぱいありすぎ！　むり！」

「歌で覚える方法もありますね。例えば『もしもしかめよ』で、『いんしゅうしんかんさんごくしん♪』とか、他にも──」

　歌う飯いい塚づか里子。意外なほど声を張り、わかりやすく指でリズムを示している。キャラに全く合わないが、歌が好きなのかもしれない。

　そして里子の指の動きに合わせ、優花は首を動かしている。ただその表情は真しん剣けんで──猫ねこじゃらしにたわむれるネコのようでもある。

「あ！　ねえねえりっくんりっくん」

「ん？」

「胃に梨なしはいい」

　これがいわゆるドヤ顔というやつなのだろう。

「……えと、要するに？」

　脈みやく絡らくの無い会話。理解するのが難しい。

「ど、どうかな？　１２７４年と、１２８１年をまとめて～」

　……なるほど。説明が無かっただけか。１２７４年の文永の役。そして１２８１年の弘安の役。年号だけを考えれば、悪くない語ご呂ろ合あわせかもしれない。

「ただ、元寇の要素が……」

「あ、そう、だよね。よく考えたら、胃に梨がいいかどうかもだし……」

「アタシ、洋よう梨なしすきー☆」

「わ、わかった！」

　はいっ、と鈴乃が右手を挙げる。いつになく積極的だ。「胃に梨チューハイ！」

「チューハイ？」

「あのねあのね、『チュー』のところが中国を表現してて～、うん！」

　やった！　という雰ふん囲い気きの鈴乃の頰ほおはほんのり赤い。こういう達成感や満足感が勉強には必要なんだろう。ならば──未成年の発想としてどうなのか、という点は置いておくしかない。

「じゃあ、鈴乃の意見を採用して、えーと、『元せめてきて、胃に梨チューハイ』とか」

　攻められて飲んだくれてるイメージ。それなりにいいかもしれない。

「やったねすずのん☆」「スズさん、すばらしいデす」

　うまくまとまった気がする。鈴乃もうれしそうだ。

　が、ちょいちょい、と肩かたのあたりをつつかれて、

「胃に梨チューハイ文庫」

「……何か言い出した人が」

「文永の役が先に、その後に弘安の役がという覚え方です」

　里子は小声で語る。「判断は陸りくくんに任せます。情報量が多くなりますから」なるほど、あまり詰つめ込みすぎるとよくない、ということだろう。

　ただ、

「そもそも日本語が……」

　梨チューハイ文庫ってなんだ。なぜそんなネーミングに。

「いいレーベルですよ。『胃に梨チューハイ文庫』」

　薄うすく微笑ほほえむ里子は儚はかなげで、「テーマはＬ・Ｏ・Ｖ・Ｅ！」

「お前は何を言っているんだ」

「酔よってテーマを決めたんでしょうね……」

「お前は何を」

「日付をまたいだあたりのテンションで」

「待って」

「急にＬＯＶＥとか言い出したバンドって、解散しがちですね……」

「やめてください」

「バンドに限らず……」

「やめて」

「更さらにいえば、原げん稿こうと元寇がかけられるという……」

「てつはーう！」

　ふたたび優花が奇声をあげる。

「どうしました？」「二人でこそこそしてる！　なんかずるい！　てつはーうっ！」「ユカさんのいうとおりデすよ。はう！」「元せめてきて、胃に梨チューハイ、元せめてきて、胃に梨チューハイ……」「増やさないほうが良さそうですね」「確かに」

　さて、北条時宗はどうしたらいいかな……。

「胸でいかがでしょう」

　ちら、と里子が視線で示す。その先に鈴乃。意図は伝わるが、さすがに何か言えるはずもなく。「てつはーう！」「はう！」ふたりぶんの声が重なってくる。

「ねえねえりっくん。ちょっとね、いまさらかなって思うんだけど～」

　なんとなく胸に目が行ってしまう。これは里子が悪い。「私もそれなりですけどね」里子は何を言っているんだ……。

「あのね、てつはうって、なに……？」







　壬じん申しんの乱







　放課後『しけたい』部の部室。必ずしも全員がいつも揃そろう訳ではなく、もちろん早く部室に行けば、誰だれかとふたりきりになることもある。

　飯いい塚づか里さと子こ。高校２年。腰こしのあたりまでまっすぐに伸のびた髪かみに、意志を感じる鋭するどい視線。噂うわさで聞いたことぐらいはあったが、学年上位の秀しゆう才さいは、確かにどこか他を寄せ付けない緊きん張ちよう感かんを醸かもし出している。

「どうすればいいのか、ずっと考えていました」

「……何を？」

「楽しく学んでもらう方法について」

　蛍けい光こう灯とうの光が、里子の髪のうえで滑なめらかに流れる。手入れが行き届いているんだろう。その制服にはしみひとつない。

　部室中央のテーブルに荷物を置いて、「何かいい案あった？」と尋たずねてみる。

　以前は緊きん張ちようすることもあったが、今ではもう慣れている。少なくとも、ここ『しけたい』部において、里子は頼たよりになる先せん輩ぱいであり、力を合わせる仲間でもある。ちひろがあまり顔を出さないとなれば、里子抜ぬきでは成り立たない。

「結論が出ました」

「どうぞ」

「下ネタです」

「……ですか」

「残念ながら」

「それこっちの台詞せりふ……」

　学年上位の秀才。氷の才女。飯塚里子。その中身がどこまで知られているかは──さてどうなのか。もっとも、一部の男子からすれば、そのイメージはあまり壊こわさないほうがいい気もする。

「陸りくくんも覚えているはずです。ふっくらブラジャー」

「愛のあと」

　元素周期の語呂合わせ。水兵リーベ僕のふね。

「つまりはそういうことです」

「わからなくもない……」

「陸くんも使ったはずです。ふっくらブラジャーを……！」

「言い方」

「夜な夜なふっくらブラジャーを……！」

「言い方」

「さて、ここにペンがあります」

「……ありますか」

　暖簾のれんに腕うで押おし糠ぬかに釘くぎ。やはりどうにもいつもどおりに、会話は里子のペースで続いていく。

「これはペンです」

　言いながら、里子は静かに立ち上がる。「そう、ペン」まるで試験中の教師のように、ゆっくりとテーブル周辺を歩いてから、不意に立ち止まって、

「ジスイズアペンッ！」

　……

　…………

「そういうのいいから」

「イズジスアペンッ？」

「ペンだから」

「そのとおり。ペンです」

　何か満足した様子で、「マーカー。太めの」と続ける。

　本人がいいならそれで──と思うが、里子の視線は一点で止まっている。こっちを向いてはいるが、視線は少し下のほう。

「……何？」

「……太めの？」

　よくわからない疑問形。里子がこっちを見下ろす格好。

「ボールペンにします。細めの」

「お、おう……」

　あえてコメントはしないでおきたい。一いつ瞬しゆん鼻で笑われたような、蔑さげすむような哀あわれむような視線があったような気がするが、あえてコメントはしないでおきたい。

「そしてこれを」

「ちょ、」

　首元から、ひとつ、ふたつ、みっつ。里子はボールペンを持ったまま、器用にブラウスのボタンを外す。「アレに見立てて」

「ま、ええ!?」

「胸にはさむ」

「ちょ、ちょっとま！」

　まあまあ、と里子は手で制して、

「陸くん、ここで年号の暗記です」

「な!?」

　ここで年号の暗記、だと……？

　一瞬だけ、沈ちん黙もくがあってから──

「胸にちん」

「ちょっと待て！」

「ちん壬申の乱」

「ちょっと待て！」

　なんとか分割できた！

「そんな訳で」

　こっちの動どう揺ようはまったく気にすることなく、まさしくいつもどおりにいつものごとく、淡たん々たんとした調子で、「６７２年、壬申の乱、ですね」

　わかった。そういうのを気にしないのはわかった。

　ただそれでも──

「ボタン」

「……？」

「胸元！　ボタンを直す！」

　こっちのリアクションを楽しんでいるのか、里子にしては珍めずらしく、くす、と小さく微笑んで、

「……これで忘れないでしょう？」

　かすかに目を細めながらボタンを直す。

　年号。暗記。壬申の乱。

　違ちがうものが映像としてやけに記き憶おくに残っているが──それはまあ、それとして。
















　桃もも山やま文化







「鈴すず乃のさん、織お田だ信のぶ長ながが殺された本ほん能のう寺じの変。何年だったかは覚えていますか？」

「いちご、パンツで……１５８２年？」

　鈴乃が答える。

　いちごパンツ。本能寺の変態。あれはあれで良かったのかもしれない。

「そのとおりです。すばらしいですね」

「サトちゃんにほめられた～」

　嬉うれしそうな鈴乃に、里さと子こは大きく頷うなずきながら、「さて、織田信長の後こう継けい者しやとして豊とよ臣とみ秀ひで吉よしが天下統一を進めていった時代。その時代の文化にはある特色がありますから、ここでおさえておきましょう。では──陸くん、説明してください」

　不意に振ふられる。まあいつものことだ。

「天下統一。つまり権力が集中していく訳だから、金や物が動く。権力者が自分の力をアピールするため、という側面もあるけど、文化としては豪ごう華かで壮そう大だいなものであることが特とく徴ちようで──」

「実にバブルな雰ふん囲い気きな訳です」

　その説明、いいのか……？

「まあパンツをかぶるくらいですから」

　その説明、いいのか…………？

　こほん、とひとつ咳せき払ばらいで、

「パンツは関係ないとして」こっちはこっちで冷静に。「あと、天下統一の過程でいくさが多かったから、そこで富を得た豪ごう商しようの影えい響きようもあるかな」

「ほらバブル」

「これが桃山文化。ポイントとしては、豪華・壮大なもの、ってところ」

「連想すればどうということはありません」

　里子は自信たっぷりに、ゆっくりと溜ためを作り、しっかりとみんなの注目をひきつけてから──「桃山。桃もも。おしり。そしてパンツ」

　また何か言いだした！

「いちごパンツ。かぶる。豪華で壮大。いいですね？」

「なぜ豪華につながる……」

「壮大ですよ」

　里子はスカートの裾すそを軽くつまんで、「かぶってみますか？」

「り、りっくん……」

　そんな目で見ない。かぶらないから。

「残念。今日はしましまでしたね」

　かぶらないから。

「まあでも、地味じゃないカンジ？」

「でしょう？　さすがは優ゆう花かさん」

　気にせず続けよう。

「……あと、試験でよく出るところは城じよう郭かく建築かな」

　鈴乃は目をぱちぱちさせて、

「えっと～、お城のこと？」

「そうそう、有名なところだと大坂城とか姫ひめ路じ城とか」

「アタシ、姫路城いったことあるよー」

「どうでしたか？」

「えーと。うん、姫路にあって」

　優花は何か思い出した様子で、「なんかすごかった！」出された感想は実にシンプル。

「そのとおりです」

　里子は大きく頷いてから、「軍事的に優れていながら、その美び麗れいさ、豪華さで見るものを圧あつ倒とうする。それこそが城郭建築です」

「アタシ今日、けっこういいカンジ？」

「いつもいい感じですよ」

「そ、そっかな？　えへへ……」

　誉ほめられて、優花が表情を緩ゆるめる。活き活きと、そしてころころ変わる優花の表情は、周囲をぱっと明るくしてくれる。

　それはともかく──続けよう。

「よく出るのは唐から獅じ子し図屛びよう風ぶ、狩野かのう派、狩野永えい徳とく」

　これまでの流れどおりに予想どおり、里子が割り込んできて、

「バブルな感じでしょう？　スタッフゥ────！」

「わかる！　ねえサトコ、アタシ今日はすっごくわかる！」

　何かわかりあっている。

「今日は仲がいいな……」

「いつもなかはよろしいデすよ？」

　テーブルにお茶を置きながらオルガちゃん。黒白主体のメイド姿に、まぶしい赤のランドセル。そして置かれる渋しぶい日本茶。いろいろ気になるところはあるけど、かわいらしいので全てよし。

「仲良かったっけ？」

「ダぁ」

　向けられるのは天使の笑み。

　もっとも、ここ『しけたい』においてはこっちのほうが新参者で、知らないことはいくらでもある。

「まあ、それならそれで……」

　ぼんやりと自分を納得させているうちに、いつの間にか里子は別の資料を広げている。このあたり、さすがに切きり替かえが早い。

「唐獅子図屛風がこちらです。獅し子しとはなんのことかと言えば──」

「ライオン！」

「今日の優花さんは天才すぎますね」

「えっへへー☆」「ユカちゃんすごい～」

「この唐獅子図屛風の獅子、見てのとおりモフモフです」

「モフモフ？」「そうかも～」

　そこで鈴乃が耳打ちで、「ねえりっくん、かわいいよね。もふもふ」

　別に内ない緒しよにするほどの情報では……

「まるでマダムのようにモフモフしています。なぜライオンまでマダムなのか？」

　唐獅子図屛風の写真。強引にマダムと主張されればそうかもしれないが、無理がありすぎる気がしないでもない。

「バブリーだからなのです……！　それが桃山文化なのです……！」

　なぜだか声を振り絞しぼるように、飯いい塚づか里子が締しめくくる。

「あ！」

　不意に優花が声を上げ、「ラブリーとバブリーって似てるかも！」鈴乃もそれに合わせるように、「どんぶり～」似てる、かなあ……。







　遣けん唐とう使し派は遣けん







「リッキー、要するに、その犬の人が──」

「犬いぬ上がみの御み田た鍬すき」

「中国に行ったのが６３０年」

「そう」

「６３０年……遣唐使……」

　神楽かぐら坂ざか優ゆう花か。高校１年。中学陸上界では相当に名の知られたランナーだったらしく、高校には特待生として入学している。雑誌で取り上げられたこともあり、ついた異名が『トリプルユカ』そして『ギャル界最速ランナー』。すごさがいまいち伝わらないが、元気があるのは間ま違ちがいない。

「はい！　リッキー！　アタシいまピンときた！」

　伸のびあがるようにして手を挙げる。優花の身長は、おそらく同年代の平均と比べてもあまり高くない。そのことがコンプレックスなのか、単にスタミナが余っているのか、それともどちらも関係あるのか、跳とんだり跳はねたり忙いそがしい。

「どうぞ！」

　こっちも一応テンションを上げてみる。

「遣唐使ムサオ！」

「ムサオ……」

　遣唐使でもムサオ扱あつかい。うっかり歴史に名を残すと恐おそろしいにゃー……。

「あ！　またピンときた！」

「……どうぞ」

「遣唐使ムサオは犬くさい」

「ムサオ……！」

「だってムサオだし」

「ま、まあムサオなら……」

　全国のムサオさんを敵に回したに違ちがいない。仕方ない。やむを得ない。優花が学ぶ気になっている。それはとても重要なことだ。

「アタシは犬好きだよ？」

「そうか……」

「リッキーは？」

「え」

「どう？　犬」

「犬」

「好き？」

「どっちかといえば、猫ねこのほうが……」

「えー！　ぜったい犬だし！」

　優花は歌うように楽しげに、「だってかわいいじゃん」

「それはまあ」

　かわいいな。否定できない。

「しっぽとかあるし☆」

「確かに……」

　猫にもしっぽはあるけどな……。

「ああ！　またピンときた！」

「……どうぞ」

「遣唐使ムサオは犬くさい。でも好き」

　突とつ然ぜんやってくるムサオへのフォロー。全国のムサオさん、聞いていますか見てますか。最速のギャルが好きだと言っていますよ。こう見えて素直ないい子ですよ。

「ねえねえリッキー！」

　優花の表情は、まるで新しいおもちゃを貰もらった子どものようで、「アタシ、いまチョーきてるよね！」

　遣唐使ムサオ。ここに『好き』というフレーズを付け加えるとすれば──

「えーと、犬上御田鍬の部分が」

「好き、のトコ！」

「まあ、インパクトはある……」

「ね！　リッキーもそう思うよね！」

　記き憶おくにはインパクトが必要。それは事実だ。

　６３０年。遣唐使の派は遣けん。犬上御田鍬。

　遣唐使ムサオは犬くさい。でも好き。なんとなく覚えられそうな気もする。そもそも覚え方なんて十人十色で千差万別。やりやすければそれでいい。

「すずのん、はやく来ないかな～」

　椅い子すに座り、足をパタパタさせながら、「犬くさい遣唐使ムサオ。いいね！」

「なんか変わってきた……」

「犬が好きなムサオ？」

「こっちに聞かない」

　んー、と優花は腕うでを組んでから、

「──要するに」

「うん」

「犬スケが」

「犬上御田鍬」

「ムサオ」

「いぬが」

「ムサオ」

　……

　…………

「ムサオ」

「ムサオ」

　そういうことになった。







　御ご成せい敗ばい式しき目もく







（……きこえますか……きこえますか……陸りくくん……）

（何？）

（今……あなたの……心に……直接呼びかけています……）

（ただの筆談）

（私が指をさしたら……『２』と答えるのです……わかりましたね……）

（了りよう解かい）

（……ざわ……ざわ…………）

（そういうのいいから）

（えんだああああ…………）

（いいから）

　そんな訳で、放課後『しけたい』。

　さて、とひとつ前置きで里さと子こが切り出す。凜りんとした声は有能な秘書を思わせる。こういうタイプが好きな男子もいることだろう。それはなんとなくわかる。

「１２３２年、御成敗式目。武家の最初の法典ですね」

「サトコ、法典ってなに？」

「まあ決まりみたいなものです」

「ルールってこと、なのかな～……」

　視線を送ってくる鈴すず乃のに、小さく頷うなずいておく。

「例えば」

　言いながら、里子は椅子から立ち上がる。「私たちが軍隊だとしましょう」

「サー！」

　メイド姿のオルガちゃんが即そく座ざに反応する。おそらく里子の仕込みだろう。

「イエッサー！」

　しかし声が高すぎる。軍隊というよりも卓たつ球きゆうの人だ。というか見た目がメイドさんだ。どうしたらいいんだ。かわいいからいいのか。

「いい返事ですね。すばらしい」

「サー！」

「えー、サトコがえらい人なの？」

　優ゆう花かは別の部分で不満げだが、乗る気はしっかりあるらしい。

　さて御成敗式目。北ほう条じよう泰やす時とき。武家で最初の法典。

　これを現代の軍隊と関連付けてみる──ってことかもしれない。

「これから指をさします」

　ぴん、と姿勢の伸のびた里子は、ある意味上官っぽくもある。「鈴乃さんが『１』、優花さんが『２』、オルガさんが『３』と答えてください。いいですね？」

「サー！」

　オルガちゃんは手を挙げて応える。こういうのが好きなんだろうか。すぐそこにある楽しげな表情。併あわせてランドセルがぴょこんと揺ゆれて、こちらの頰ほおも緩ゆるんでしまう。

「わたし、いちだね～」

「そんで、アタシが２と」

　なんだかんだで優花も素直だ。

「がんばるよ～」

「リッキー、これなんなの？」

　それを言われてもな。こっちが知りたい。

「それではいきましょう。どうぞ！」

「いち！」

「に！」

「さーん！」

　……

　…………

　里子がこっちに向かって指をさしている。みんなの視線も集まる。

　えーと。そうか。思い出した。『２』だ。なるほど。

「もう一度いきましょう！　鈴乃さんから！」

　里子の切きり替かえは早い。

　よし、今度こそだな。

「いちっ！」

「に！」

「さーん！」

「２！」

「せいばい！」

　すぱーん！　勢い良くスリッパで叩たたかれる。何故なぜ。

「はい。わかりましたね。１２３２年、御成敗式目」

　やり遂とげました。そんな表情の里子に、

「ちょっと待て！」

　何か言いたくなるのもわかって欲しい。

　これだけか。これだけなのか。ただこれだけの仕込みなのか。

「け、けんかはダメだよふたりとも～」

「大だい丈じよう夫ぶです鈴乃さん」

　里子は口調も視線も涼すずしげに、「陸くんは体を張って協力してくれたのです」

「そっか！」

　優花は大きく頷いて、「アタシいけそうかも。１２３２年で、セイバイ！」

「そう、陸くんは犠ぎ牲せいになったのです……」

「さすがリッキー！」「りっくんすごいね～」

　役に立ったなら、いいのか……？

　ふむ、と里子は頷きながら、

「『１２３２でセイバイ☆セイバイ』いいですね」

「何か言い出した」

「これどうですかね」

「どうと言われても」

「ＣＤデビューもあり得ますね……」

「無い」

「楽しみですね。アニバーサリーライブ」

「無いから」

「じゃあ、続けていきますよ！」

　やはりのスルー。

「はい鈴乃さんから！」

「イエッサー！」「イエッサー！」「サーイエッサー！」「２！」

「せいばい！」

　すぱーん！

「ちょっと待て！」

「犯人はヤス！　ヤスを成敗！」

「ちょっと待て！」







　刀かたな狩がり令







「ねえねえりっくん」

「ん？」

「好きなお菓か子しってある？」

　宮みや森もり鈴すず乃の。高校１年で現役アイドル。最近はテレビで見かけることもあって、遠い存在のように思えることもあるが──こうして目の前にいる姿は、昔とまるで変わらない。特とく徴ちよう的にインパクトのある大きな目と人ひと懐なつこい雰ふん囲い気き。肩かたより少し長い髪かみは、わたあめのようにふわふわしている。確かこんな感じの犬がいたはずで、昔はよくからかっていたことを思い出す。

「……？　りっくん？」

　ぱちぱち、とまばたきすると、まつげの長さがよくわかる。無む邪じや気きに首をかしげる様子もどこかなんだか犬っぽい。

「……鈴乃、テキストに集中」

「えへへ、文字ばっかりだと、ちょっと……」

「いまはどのへん？」

「えっと～」

　鈴乃はテキストに視線を落として、「刀を狩かってる」

「狩ってるのか」

「１５８８年、刀狩令。豊とよ臣とみ秀ひで吉よし」

「……秀吉は知ってる？」

「それでね、思ったんだ～」

　こいつはこいつでマイペース。前からそうでもあるけれど。

「いちご狩がり、いきたいなーって」

「要するに」

「いちご狩り」

「……『狩り』つながりで」

「うんうん！」

　嬉うれしそうな表情。それを曇くもらせるのに罪悪感もあるが──

「……テキストに集中」

「むぅー……」

「集中」

「でもでも！」

　鈴乃は顔を近づけてきて、

「わたし、ちゃんと勉強のことも考えてるんだよ～」

　距きよ離りが近い。「ちゃんとね、年号の覚え方！」近い。

　あまり不用意に男の人に近づかないように。そんなふうに言いたいところだが──その役割は里さと子こに任せよう。あまり意識してると思われたくない。身内に近い幼おさな馴な染じみ。なかなかこれも難しい。

「……えっと、語ご呂ろ合あわせ？」

「うんうん！」

「どうぞ」

「えっとね～」

　うんうん、と楽しそうに、「いちご88円。刀狩令」

　……

　…………

「それはちょっと……」

「ダメ？」

「ダメだろう」

　まずいちごが関係ない。何も関係ない。とはいえ本ほん能のう寺じの例もある。それでダメとも言い切れない。ただ88円。これはまずい。他の金額でも成り立ってしまう。

「そう、だよね」

　鈴乃はしゅんとした様子で、「いちご、１パック88円じゃ買えないよね……」

「いやそこじゃなくて」

「けっこう高いんだよ。いちご」

「いやそうじゃなくて」

「あ！」

「どうした」

「いちごの葉っぱで刀狩り！」

「シチュエーション」

「いちごはいねがー！」

「シチュエーション」

「えへへ～。ダメかな？」

「ダメだろう」

　実に嬉しそうで楽しそうだがダメだ。どんな祭りだ。なぜいちごを探しているのか。この祭りがいわゆるいちご狩り──って違ちがう。違うな。違うはずだ。

「あ！」

「今度はどうした」

「りっくん、ぶどうのほうが好きだったよね？」

「なぜそんな話に」

「ぶどうならいくらでも食べれる！　って」

「……そんなこと言ってたか？」

　自分のことながら記き憶おくに無い。言ったとしても相当小さいころだろう。

　ただ、鈴乃は自信たっぷりに、

「だよー。覚えてるもん。りっくんは丸いのが好きだって～」

「別のこと覚えたほうが」

「そんなことないよ」

「……とにかく、それは昔の話」

「じゃあ～」

　鈴乃はやわらかい笑みを浮うかべて、「りっくんがいま好きなお菓か子しについて」

「なぜそうなる」

「ふたりきりだから？」

「すぐみんな来るから」

　放課後部室に二人きり。確かにこんなことは珍めずらしい。例えば、里子がどこかから覗のぞいて──は無いか。無いな。大丈夫。

「じゃあね、みんなが来るまで」

「来るまで？」

「りっくんとおしゃべりする。だめ？」

　鈴乃は少してれくさそうに。

　現役アイドル宮森鈴乃。確かにさすがにこの破は壊かい力。

「……じゃあ、少しだけなら」

　まあ仕方ない。仕方ない。休きゆう憩けいだって必要だ。これでやる気が出てくれるなら、それならそれでいいことだろう。







　国風文化







「８９４年、菅すが原わらの道みち真ざねの建議により遣けん唐とう使しの派は遣けんを停止」

「リッキー、建議ってなに？」

「簡単に言うと、意見した、ってこと」

「えっと～、それは」

　鈴すず乃のは真しん剣けんな表情で、「遣唐使やめちゃおう！　って言ったってこと？」

「そう。それが８９４年。これはまあ、『白紙に戻もどす遣唐使』ってのが定着してるし、覚えやすいと思う」

「えと、りっくん。白紙、で８９４年？」

「そうそう」

「あってた～」

　鈴乃が嬉しそうにペンを走らせる。

「唐が衰すい退たいしてきたこと。危険な航海のリスクに対して得られるものが少ないこと。理由はそんなところかな」

「唐！　知ってる！」

　優ゆう花かは指折り数えながら、「隋ずいのつぎ！」ほらほら、と目を輝かがやかせる。

「うん、あってる」

「やったね！」

　優花は体を里さと子このほうに向け、里子が、ぐっと親指を突つき出だして応える。

「ついでに付け加えると、唐はその後滅めつ亡ぼうして、五代十国時代に入って分ぶん裂れつ。その後、再統一したのが──」

「宋そう！」

「正解」

　中国王朝は、歌の語呂合わせが有効だったらしい。

「でねでね、次は元だよね！　ゲンコー！　元げん寇こうがあった！」

「胃に梨なしチューハイだから～、えっと、」

　ここは鈴乃が考えたところで、「１２７４年と１２８１年の２回……。うんうん！」見事に関連付けて思い出してくれる。「梨チューハイ文庫もよろしく……」里子が耳打ちするがここは置いておく。

「唐との交流が無くなった。これによって──」

「日本独自の文化が生まれてくることになります」

　里子が割り込んでくる。見た目に反して積極性は高い。「この時代に生まれた文化を国風文化といいます。かな文字の発達もそのひとつですね」

「ひらがなのこと～？」

「そうですね。カタカナも同様です」

　里子は涼すずやかに、歌うように滑なめらかな調子で、「この時代の代表的な作品として、『源氏物語』も生まれることとなりました。作者は紫むらさき式しき部ぶですね」

「あ、アタシ聞いたコトあるかも！」

「そうですね。さまざまな手段で語かたり継つがれている名作です。千年以上前の作品が今なお愛されているのは、そのテーマが普ふ遍へん的なものであるからでしょう」

「「テーマ？」」

　優花と鈴乃、二人の声が重なる。

「ラブストーリーです」

　……ここは警けい戒かいしておくべきだろうか。

「恋れん愛あいモノ、アタシ好きかも☆」

「千年のラブストーリー、いいな～」

　源氏物語。その内容はといえば、おそらくいま優花と鈴乃が想像しているようなものとは少しずれているような気がしないでもないが言わないでおこう。

「あとはそうですね。『古こ今きん和わ歌か集しゆう』もおさえておくべきでしょう」

　意外なことに、里子は源氏物語をさらりと流す。まあ別段、日本史の試験で源氏物語の内容が出るってことも無い訳で、妥だ当とうといえば妥当ではあるけれど。

「古今和歌集。これは日本で最初の和歌集と言われています」

「ワカシュー？」

「和歌。つまりは歌ですね。それを集めたものです」

「ベストアルバムみたいなカンジ？」

「そうですね。醍だい醐ご天皇が命じて、紀きの貫つら之ゆきほかによる編へん纂さんです」

「ま、試験に出るとしたら、紀貫之ぐらいかな」

　ここで自分なりにコメント追加。情報が多すぎてもよろしくない。

「陸りくくんの言うとおりです。紀貫之、古今和歌集。ここはポイントですね」

　何かたくらんでいるのか。里子が優しい。「他には、清せい少しよう納な言ごんの『枕まくらの草そう子し』。これも有名な作品です。こちらは随ずい筆ひつ」

「随筆？」

「いわゆるエッセイですね。『春はあけぼの』。聞いたことはありますか？」

「あ、古典の授業で聞いたかも～」

「おかし！」

　優花が身を乗り出すように、「冬はおかし！　聞いたコトある」

「そうですね。『をかし』。趣おもむきがある、と訳されることが多いですが──」

　里子は、くす、と小さく微笑ほほえみながら、「今なら、『いいね！』と訳されるかもしれませんね」

　……何か違い和わ感かんが。

「……ねえ、オルガちゃん」

　くい、とメイド服を引っ張って、「里子、何かあった？」小声で尋たずねる。

「特にきいてはいませんデすが──」

　オルガちゃんは綺き麗れいに微笑んで、「ここで『おかし』を出すよう言われています」

「おかし？」

「ダぁ」

　なるほど。この流れは想定内ということだろう。それなら……

「では陸くんにお尋ねします。国風文化の特とく徴ちようとは？」

「え？　それは──日本独自の文化？」

「それはさきほど言いました。もうひと声」

　思わせぶりに、里子は自分の髪かみをゆっくりとはらう。

「優ゆう雅がで洗練された貴族文化」

「もうひと声」

　そして目が合う。目は口ほどに物を言うらしい。

「……いまの飯いい塚づか里子さんを、思いだすと良いでしょう」

「さすが陸くん。すばらしい」

　はたしてこれが記憶の定着につながるのか。「おかし！」「おかしだね～」明らかにオルガちゃんの提供するお菓か子しに負けているが──「たまには優雅なのもいいですね」里子としては満足らしく、「陸くん、惚ほれ直しましたか？」と不ふ穏おんな言葉を続けてくる。

「……過去に惚れていたことは無かったと思うが」

「忘れてしまったんですか？　私は、一度だって忘れたことなんて──」

「きさま何を言っている」







　休きゆう憩けい①







「リクさん、お茶のおかわりデすか？」

「あ、ごめん。そうじゃなくて」

　高校生男子が女の子を見み詰つめる事案が発生。

　不ふ審しんに思われたのかもしれない。対象が８歳のオルガちゃんとなれば──怪あやしさが増してしまう気もする。しかも部室にふたりきり。里さと子こあたりに問とい詰つめられそうだ。

　大おお熊くま野のオルガ。８歳にして高校２年。理系で里子と同じクラス。飛び級で入学しているため、相当なレベルの天才だと思われるが、ここ、『しけたい』においてその才能が発揮されることはあまりない。もちろん、その愛らしさが才能であるとするならば、それは存分に発揮されてはいるのであるが。

　さて。

　つい見てしまっていたのは、ずっと気になっていたからで、

「重くないかなって、思って」

「？」

　よくわからない、といったふうにオルガちゃんが首を傾かしげる。

「それ、重くない？」

「何がデすか？」

「ランドセル」

　要するにランドセルの謎なぞ。黒を基調としたメイド服に、鮮あざやかな赤のランドセルはよく目立つ。メイド服については、どうやらここ『しけたい』顧こ問もんである藤ふじ嶋しまちひろの趣しゆ味みらしい──ということまではわかっているけれど。

「おもくないデすよ」

　軽さをアピールするように、オルガちゃんは、その場でくるんと回る。その動きにあわせて、綺麗な金きん髪ぱつが円を描えがいて神こう々ごうしい雰ふん囲い気き。世界のどこかには、こんな妖よう精せいが居るかもしれない。

　そして、オルガちゃんは丁てい寧ねいに踵かかとをあわせてから、

「中に、なんにも入ってないデすから」

　と笑顔で付け加える。

「あ、からっぽなんだ」
















「そのとおりデす」

　となれば、ちひろの趣味である可能性が高い。とにかくなんでも可愛いものが好きなのはおそらく今も変わっていない。

「でも動きにくくない？」

「そんなことないデすよ」

　オルガちゃんは微笑んで、「もっと速く回れますデすよ」と楽しげに続ける。

「なんていうか、その」

　もう一度、オルガちゃんが首を傾げる。仕草のひとつひとつが可愛らしい。８歳の女の子というのはみんなこうなのか、それともオルガちゃん特有のものなのか。

「背負ってなくてもいいんじゃないかと思って──まあ、ちひろが無理を言ったのかもしれないけど」

「？　ちひろせんせー、デすか？」

「そうそう。ランドセル背負っとけ、とか」

「ちひろせんせーは何もいってないデすよ」

「あ、そうなんだ」

「ちひろせんせーは、そんなこといわないデす」

　あれ。なんか意外な感じ。

「えっと、メイド服はちひろの私物、であってる？」

「デすねー。お気に入りなのデす」

　オルガちゃんは満面の笑みで、ちひろせんせーはすごいデす、と付け加える。メイド服はちひろの手作りだ。身内のひいき目を抜ぬきにしても、なかなかの出来だとは思える。しかもオルガちゃんが気に入っているとなれば、これは誇ほこるべきことだろう。

「じゃあ、ランドセルは？」

「オルガのデすよ」

　なるほど。ランドセルはオルガちゃんの私物ってことで、

「それなら、要するに──」

「オルガが好きデやってることなのデす」

　どういうことだろう。単にランドセルが好きだとか。

　ランドセル。小さなころを思い出す。確かにあれはあれでなかなか便利だったように思える。なんせ大容量で両手も自由だ。機能性が高い。倒たおれたときにランドセルがクッションになったこともある。こう考えるとランドセルってやつはなかなかすごい。もっと浸しん透とうしてもいいんじゃなかろうか。

「ただ、さすがに外でつかうのは恥はずかしいのデ……」

「ん？」

　オルガちゃんの頰ほおは、ほんのり赤くなっていて、

「おじいちゃんからのプレゼントなんデす」

「プレゼント？」

「少し前に、デすけど」

「あ、そっか。年ねん齢れい的には」

「ダぁ」

　飛び級で高校２年ではあるけれど、実際のところオルガちゃんは８歳だ。８歳だと思ってプレゼントしたけれど──ということなんだろう。

「ちゃんとせつめいはしてるんデすけど……」

　飛び級と言われても、なかなか難しいのかもしれない。８歳は８歳で、孫まご娘むすめは孫娘だ。

「まあ、わかりにくいかも」

「デすねー」

　オルガちゃんは少し照れくさそうに微笑む。

　ランドセルはきっと、今のオルガちゃんには必要無いものなんだろう。ただそれでも、オルガちゃんは使いたかった。プレゼントだから、ちゃんと使いたかった。そういうことなんだろう。

「優しいなあ……」

　ふとつぶやいた言葉に、ダぁ、とオルガちゃんは嬉うれしそうに目を細めて、

「やさしいおじいちゃんデすよ。だいすきデす」







　院いん政せい







「院政とは」

　よし、ここは里さと子こに任せた。

「本音のところはただ単純にごくシンプルに、『働きたくないでござる！』な大学生が、まだ学び足りないという建前でマスターになってモラトリアム期間を延長してみたものの、ドクターになるような連中とのそもそもの才能の違ちがいに絶望して、かといってよくよく考えてみると、もっと学びたいことなんて無かったということを今いま更さらながらに実感して、しかしここに来て就職に目を向けることもできず悶もん々もんとした毎日を送るという──」

「違う」

「はっ」

　里子が自分の右手を見詰める。「私は、何を──」

　鈴すず乃のはきょとんとしている。主人を見上げる犬のようでもある。

「なんか早口でイミわかんないよー！」

　優ゆう花かの指し摘てきもごもっとも。

　気を取り直して。どうぞ。

「さて院政ですね」

「はい」

「政治の」

「どうぞ」

「では」

　こほん、と里子はわざとらしく咳せき払ばらいをひとつで、

「トーハロー、院政コーン♪」

　何か歌い出した。

「ロー人形にしてやるデすよー！」

　見れば、とんがりのお菓か子しがオルガちゃんの指につけられている。おそらくこれは里子の仕込みだろう。五本の指がお菓子でとんがっている。

「そんな訳で、１０８６年、白しら河かわ上皇により院政開始ですね」

「あのさ里子……」

　できるだけ小さな声で。

　嬉しそうなオルガちゃんに、「それいいな～」と笑みを浮うかべる鈴乃。できるだけ野や暮ぼなことは言いたくない。

「どうしました陸りくくん。蠟ろう人にん形ぎよう希望ですか」

「さっきの歌」

「はい」

「キャラメルコーンだと思うけど……」

「？」

「とんがりコーンじゃなくて」

　里子の表情がかたまる。

「とんがりコーンだとメーカーも違うし」

　沈ちん黙もく。空白。思考の時間。

　考えがまとまったのだろう。里子はこちらに綺き麗れいな笑みを向けて──そして、オルガちゃんの元へ。オルガちゃんの小さな手に触ふれると、

　ぱくり。ぱくり。ぱくり。

「知っていまひは……」

　急いだのだろう。里子の口元にはお菓子のかけらが残っている。「あ、あれ？」鈴乃は状じよう況きようがつかめていない。「えー！　オルオルかわいかったのに！」

「オルガさん、みなさんにお菓子を」

「はい。了りよう解かいデす」

　そして何事も無かったように、

「１０８６年、院政の開始。白河上皇ですね」

「覚え方はさっきのでいい、のかな？　トーハロ？」

「問題ありません。院政コーンですから何も問題はありません」

　問題ありません。重ねることで自分に言い聞かせるように。

「お持ちしましたデすよ」

　お皿に並ぶとんがりコーン。気のせいか鈴乃がほっとしたようにも見える。単に食べたかったのかもしれない。

「んで、ジョーコーって？」

　譲位した天皇ということではありますが、と里子は前置きして、

「会社で一番偉えらい人、一番権力を持っているのは誰だれだと思いますか？」

「えっと～、株主さん？」

　株主さん。鈴乃から繰くり出だされる意外な回答。現役アイドル宮みや森もり鈴乃。社会に出ている違いを見せる。

　この回答は、里子にとっても予想外だったらしく、

「すみません鈴乃さん、ひとまず社長ということで……」

「社長さん」

　こくこく、と鈴乃が頷うなずく。

「ただ、引退した前の社長が、『会長』という形で権力を握にぎっている場合もあります。良い悪いはともかく、影えい響きよう力と個性の強い人物であればあるほどそうした傾けい向こうがあると言えるでしょうね。例えば、具体的な企き業ぎよう名をあげますと──」

「それ以上いけない」

　本当にいけない。

「引退した先せん輩ぱいがうるさく言うカンジ？」

　そっちのたとえのほうが無難な気がする。

「実際に権力を握っている、というところもポイントですね。院庁で政治を行ったことから、『院政』と呼ばれています。天皇を後見しながら政治の実権はしっかりと握る」

　流れるように里子は言葉を続ける。

「白河法皇の権力の強さをあらわす話として、このようなものがあります。『賀か茂も河の水、双六すごろくの賽さい、山法師、是これぞわが心にかなわぬもの』。賀茂河の水とは水害のこと、双六の賽とはサイコロの目のことです。天災や確率、そして僧そう兵へいを除けばすべて自分の思いどおりになる。そんなふうに言ったということですね」

「サトコ、僧兵って？」

「今で言うお坊ぼうさんです」

「僧兵、チョー強いってコト？」

「なるほど、そうとも言えますね」

　何か思いついたのだろう。言いながら、里子が高速でペンを走らせる。

　そして、そのメモはこっちに渡わたされて──

『毛が無いので超ちよう強い。毛が無い。怪け我が無い！　陸くん、よろしくお願いします』

　ちょっと待て。

『陽気な鶴つるのような感じで！』

　……ちょっと無茶ぶりすぎるだろう。







　鎌かま倉くら仏教







「こんなの覚えるなんてムリ！」

　優ゆう花かが大きく両手を上げる。「ぜったいムリ！」と音を上げる。

　鎌倉仏教。武士や庶しよ民みんに根付いた仏教。その宗派と開祖。試験にはよく出るところであり、覚えておいて損は無い。

「だいたいリッキーも覚えてないよこんなの！」

「優花さん、確かに陸りくくんは、女性の名前を覚えるのは不得手ですが」

　それどこ情報だ。

「試験に出る名前は決して忘れません」

「じゃあリッキー問題！」

　優花は挑いどみかかるように、「浄じよう土ど宗しゆうは誰だー！」

「法ほう然ねん」

「じゃあ臨りん済ざい宗しゆう！」

「栄えい西さい」

「曹そう洞とう宗しゆう！」

「道どう元げん」

「つまんない！　ズルい！」

「そう言われても……」

　ぽんぽん、と里さと子こは優花の肩かたに手を置いて、

「では陸くん、自分のクラスメイト、女子の名前、全員言ってみてください」

「え!?」

　自分の記き憶おくを辿たどる。「全員はさすがに……」

「えー!?　そんなのカンタンだよ！」

「だ、大だい丈じよう夫ぶだよりっくん、わたしも言えないかもだから……」

　鈴すず乃のがフォローを入れてくれる。

「それって仕方ないよ。だってすずのん忙いそがしいんだし」

「要するに陸くんが悪いと」

「なぜそうなる」

「リッキー、今度はアタシの勝ちだね！」

「いや別に勝負とかじゃなくて……」

「頑がん張ばって語ご呂ろ合あわせのひとつでも考えてはどうですか」

「まかせたリッキー！」

「りっくん、ふぁいと～」

　鎌倉仏教。特に工夫すること無く中学生のころに覚えたような気がする。記憶ってすごい。中学生すごい。とはいえここでは先生役。何かそれでも考えよう。

「ではリクさんに、甘いものを準備しますデすね」

　まさに天使の声。見た目はメイドさんのオルガちゃんが助けてくれる。「甘いものデ、いいアイデアがデるかもデす」それならやるしかないだろう。

「臨済宗と栄西は、『ザイ』と『サイ』だし、曹洞宗と道元は『トウ』と『ドウ』で」

「似てるのを選ぶ、ということですね」

「えー！　選せん択たくするのじゃなかったら？」

　優花が不満を漏もらす。それは確かにそのとおりで、

「それはもう諦あきらめるしか……」

「陸くん、諦めたらそこで」

「試合しゅうりょー！　負けるなリッキー！」

　浄土宗が法然。浄じよう土ど真しん宗しゆうが親しん鸞らん。となれば、

「ジョウホウのシンシン……」

「シンシン？」

「パンダですかね」

「わたしパンダ好きだよ～」

　日にち蓮れん宗しゆうが日蓮。そういうのが良かった。自分の名前を付ければ良かった。なぜそうしなかったか問とい詰つめたい。

「あとは時とき宗むねが一いつ遍ぺん……」

「もうそのまんまですね」

「あきらめんなリッキー！」

「パンダかわいいよね～」

　どうすればいいんだ。もう無理だ。あとは任せた里子さま。

「仕方ないですね」

　ふぅ、と里子はひとつ息を吐はいて、「すがるような陸くんの視線を、ずっと見ていたい想いはあるのですが──」

「何気にひどいな」

「ただ、私にも、良い考えはありません」

「えー！　サトコがんばってよー」

「少なくとも」

　里子が、くい、と眼鏡めがねを持ち上げる。こうした雰ふん囲い気き作りはさすがに巧うまい。

「先ほど陸くんが言ったように、臨済宗と栄西、曹洞宗と道元は『ザイ』と『サイ』、『トウ』と『ドウ』で結べます。浄土真宗と親鸞も『シン』と『シン』で結べるでしょう。あとは記憶の片かた隅すみに残っていれば、なんとかなるかもしれません」

　大おお雑ざつ把ぱではあるが、里子の言うことも正しい。そもそもなんだって簡単に結果が出る訳じゃない。地道な努力の積み重ねが大切なのだ。

「でも楽に覚えたい！」

　とはいえ優花の気持ちもわかる。なかなか勉強に時間がとれない事情もあるだろう。

　うんうん、と里子は大きく頷きながら、

「優花さんは、勝負事は好きでしたね？」

「うん。負けるのってキライかも」

「それならということで──」

　じゃん、と里子は胸元からカードを取り出す。「用意してきました。名付けて鎌倉仏教カード。神経衰すい弱じやくの要領で、鎌倉仏教の宗派と開祖を覚えることができるものです」

「ゲーム？　楽しそう！」

「わ、わたしババ抜ぬきくらいしか………」

「大丈夫ですよ。覚える項こう目もくは多くありません。ババ抜きより簡単です」

「よかった～」

「それでは始めましょう。みんなで」

「みんなでやろー☆」

　カードを並べて和やかな雰囲気。確かにカードは多くない。優花も鈴乃も興味を持っている。これなら、それほど負担にならずに覚えられるだろう。

　里子あっての『しけたい』部。そのことが、今いま更さらながらによくわかる。

「あ、陸くんは、ハンデとして──」

　枚数だろうか。カードが少ないとそれでも厳しい。

「目め隠かくしでお願いします」

「え」







　平へい安あん仏教







　ごくごく普ふ通つうの女子高生・神楽かぐら坂ざか優ゆう花か。しかしその実態は、地球の平和を守る天台戦士サイチョーだったのだ。クラスのみんなには内ない緒しよだよ！

「うわっ、チコクチコク！」

　ごっつん☆

「いったぁ……」

「うぅ、いたいよぅ……」

「あれ、ひょっとして？」

　優花がぶつかったのは、ごくごく普通の女子高生・宮みや森もり鈴すず乃の。

「そう、わたしは～」

　しかしその実態は、地球を守る、「真言戦士、スカ～イ、マリン！」戦士は早朝から、仮面ライダーふうにポーズを決める。

　早くも二人の戦士の出会い。開始１分とたたずに急展開である。

「魔ま法ほう少女は、ひかれあうサガなのデす……」

　何か悟さとったようなマスコットキャラが現れる。着ぐるみがあれば良かったのだが、さすがにそうしたコネは無かった。なのでいつものメイド姿にランドセル。そして猫ねこ耳のカチューシャ。いろいろなアピールポイントが渋じゆう滞たいしているが、素材が良いので全てを許してしまえそうな気がする。なお嵯さ峨が天皇絡がらみの台詞せりふはここにしか出てこないので注意していただきたい。『ひかれあうサガ』。ここだけである。

「私は南都六宗の何者か……！」

　設定上は早朝のはずだがいきなり敵があらわれる。場面の切きり替かわりも無い。南都六宗の何者か。何者かはよくわからない。なぜならここはあまりテストには出ないからである。

「なんとなくイメージで……！」

　がおー……！

　言ってみた感があふれる叫さけび。設定が定まっていない段階での登場に無理があったのかもしれない。

「あらわれたな！　南都六宗の何者か！」「何者か！」

　サイチョーとスカイマリンが戦せん闘とうの構えを取る。ちなみにスカイマリンはクーカイでもいいはずなのだが、「空と海ってことは～、スカイマリン！」というポイントのわからない積極性を優花が見せたことによるものである。

「ふふふ、サイチョー、スカイマリン、オマエラ、タオス……！」

　何故かカタコトになってきた。設定がいい加減だとこういうことになるという好例であろうが、ひとまず本人たちが楽しそうではあるので何も言えない。

　さあ、ここで天台戦士サイチョーの決め台詞。どうぞ！

「サイチョー最強テンダイシュー☆　釈しや迦かにかわって　おっしおきー！」

　びびびびびび！

　何か光線のようなものが出たような気分で敵は倒たおれた。

「コレガ、ナミダ……」

　ロボットに感情が芽生えたときのような台詞を残して。

　これで地球に平和が戻もどったはずである。めでたしめでたし。もういい……かな？

「必殺！　スカイマリン、真言、ごごごーん！」

　……お、おう。そうだよな。そりゃあ鈴乃にも見せ場は必要だ。

　敵はもう既すでに倒れているが、里さと子こはもう一度「うわー！」と声をあげてくれる。里子の半分は優しさでできています。もう半分は眼鏡だ。

　おそらくスカイマリンの攻こう撃げきがとどめだったのだろう。なんせ必殺。必ず殺すのだ。容よう赦しやなく息の根を止めたスカイマリン。その顔は哀かなしみにあふれてなどいない。なんだか楽しそうであり、それはある意味殲せん滅めつ戦を繰くり広ひろげる戦士の横顔でもある。
















「私は怪かい人じんマンダラ……！」

　ゆっくりと里子──もとい、敵の何者かが立ち上がる。

「マンダラが、世界を覆おおいつくしているデすよ……」

　曼荼羅と密教の扱あつかいはこれでいいのか。

　まだやるのかという想いはあるがもはや満足するまでやればいいという想いもある。ひとりは陸上界期待の星、ひとりは現役アイドル女子高生、ひとりは学年上位で美形の才女。優花も鈴乃も里子もなにがしかのストレスを溜ためこんでいて、これで発散できているならそれでいいとも思える。

「今こそ！」「うんうん！」「ふたりの力を」「合わせよう～」

「ミッキョーの力が共鳴しているのデす……！」

　天台戦士サイチョー、真言戦士スカイマリン、二人の力が、いま！

「ついにここまで！」「うんうん！」「争ったこともあったけど」「ふたりは仲良し～」

　ついさっき出会ったような気がしていたがそんなことは無かったぜ！　おそらく二人は二人なりに知らないところで歴史を積み重ね、今日ここに怪人マンダラを倒すという共同作業に至ったのであります！　おめでとう！

「「ヘイアーン☆ブッキョー！」」

　音の響ひびきとしては弱そうだがそこは最終必殺技。

「ぐわわわわ…………」

　整った顔立ちに似合わしくない声で里子が──もとい、怪人マンダラが倒れる。わずか数分のうちに起き上がったり倒れたり忙いそがしい。

「これで、サイチョーも普通の女の子に戻れるのデす……」

　マスコットキャラが感かん慨がい深ぶかげに呟つぶやく。「ただし、サイチョーだったころの記き憶おくは、全部無くなってしまうのデす……」

　ここで新たな設定。平和の代だい償しようは、スカイマリンとの友情。ついさっき出会ったような気がしていたがそんなことは無かったので、それはとても哀しいことで──

　普通の女の子に戻ったサイチョー。

　ある朝、青く澄すんだ空を見上げて、神楽坂優花は不意に呟く。

「ガンジンとガンジーって違ちがう人？」

　違う人だ。




「……こんな感じでどうでしょうか」

「楽しかった～」

「覚えられそうですか？」

「自分のパートはいけるね！　天台宗が最さい澄ちよう！」

「真言宗が、空海さん～」

「つめたい飲み物、用意しましたデすよー」

「オルオルもかわいかったよー」

「うん、よかった～」

　かくして『しけたい』部は平和であった。

「んで、リッキーは誰だれ役？」

　ひとつ、謎なぞをのこして……。







　墾こん田でん永えい年ねん私し財ざい法ほう







「墾田永年！」

「「「シザイホー！」」」

「セイホー！」

「「「ホー！」」」

「ホー！」

「「「ホー！」」」

「なじみ・永年私財法！」

　決めポーズ。この団結力。

「という訳で７４３年、墾田永年私財法ですね」

　上気した里さと子こはほんのり汗あせばんでいる。人によってはこれを色っぽいと取るのかもしれないが、目の前で繰り広げられた光景を見てもはたしてそう思うのかどうか。

「なんていうか……」

「さあ陸りくくんも一いつ緒しよに、セイホー！」

「いやちょっと待って」

　待って、ともう一度付け加える。ホー！　と空から振ぶりした三人になんだか申し訳なくなってくるがなんとかそこは許して欲しい。ところで鈴すず乃のはなぜダブルピースなのか。

「ノリが悪いですね陸く──」

　不意に里子は言葉を止めて、「ノリが悪いゼ、陸メーン」

「言い直した」

「ヨー、気のせいだＺＥ」

　もうそれでいくのか。設定は大だい丈じよう夫ぶか。

「もう少し日本史の情報を……」

「そこは陸くんが補足を」

「さっきの設定は」

「するんだホー」

　……まあ良しとしよう。

「えっと、墾田永年私財法。これは奈な良ら時代に定められたもので、その前に三さん世ぜ一いつ身しんの法ほうがあったんだけど、朝ちよう廷ていとしては、土地がもっと開かい墾こんされることを目指して──」

「墾田永年！」

「「「シザイホー！」」」

「セイホー！」

「「「ホー！」」」

「ホー！」

「「「ホー！」」」

「なじみ・永年私財法！」

　めげない負けないくじけない。

「要するに、開墾した土地は自分のものにしていいよ、っていう法律。『永年』『私財』ってあるから──」

「なじみ☆永年私財法！」

　優ゆう花かが目の前に割り込んでくる。いつもながらにテンションが高い。「なじみ～、永年私財法～」鈴乃もゆるやかに合わせてくる。かなり強引ではあるが──少なくとも７４３年と墾田永年私財法のイメージは結びついたように思える。

　ならばと試しに聞いてみよう。

「じゃあ鈴乃に質問。墾田永年私財法は何年？」

「７４３年！」

　即そく座ざに応える鈴乃は嬉うれしそうで、もうこれでいいんじゃないかって思えてくる。これが荘しよう園えんの発生につながったとか、その後私有地が大きくなりすぎて問題も出てきたとか、そんな背景は些さ細さいなことだ。学ぶ喜びがここにはある。

「あ！　リッキー、アタシもわかったのに！」「だいじょうぶデすよユカさん。リクさんもそれはわかっているのデす」「えへへ～、りっくんすごい？」

　優花も鈴乃も、自信にあふれて見える。

　それならきっと、このやり方が正しいんだろう。

「では陸メーン」

「……ど、どうした里子メーン」

　おお恥はずかしい。恥ずかしい。言ってはみたがそもそもメーンでいいのかどうか。里子が大きく頷うなずいているので、ひとまずオッケーとしておきたい。

「陸メーンがやってみるんだＺＥ」

　……え。

「リッキーよろしく私財法！」

「なじみ、永年私財法～」

　期待の目が集まる。

　そうか。そうだな。そうだよな。ここ『しけたい』は自由に楽しく学ぶ場だ。教えるほうも楽しく陽気に。きっとそうあるべきものだ。

　覚かく悟ごを決める。身が引ひき締しまる想いとは、こういうときのことを言うのだろう。

　キャップを斜ななめに被かぶった里子がターンテーブルをいじりながら目でこちらに合図する。重たいサウンドがスピーカーから響く。ショウの始まりだ。

「ここでＫＯＮＤＥＮ！　土地をＥＩＮＥＮ！

　聖しよう武むのＴＥＮＮＯＵ！　私財ＨＯ！

（ドゥ～ン　ドゥンドゥンドゥ～ン　キュワキャキャキャッキャキュワキャ！）

　はい墾田永年！」

　……

　…………あれ？

「ここのポイントは、三世一身法、墾田永年私財法を経て、土地の私有化が進んだということですね」「なるほど～」「ちなみに三世一身法は７２３年です」「なにさ、とか～」「なにさ三世ルパン三世！」「優花さん、冴さえてますね」

　…………あの、ちょっと。

「奈良の大仏、アタシ見たことある！」「いいな～」「そうですね。奈良の大仏もちょうどこのころです」「あとシカも見た！」「え～、いいな～」「鹿しかせんべいですね」「そうそう！」「鹿、かわいいよね～」「なんかー、すんごく自由なカンジだったよ。シカ」「さわれる？」「さわれるさわれる。アタシちょー触さわった！」「目がかわいいですよね」

　…………危険なネタだったとはいえ……。

　…………こんな、冷たい仕打ちとは……。

「……すみませんデす。リクさん」

　ぺこり。オルガちゃんが小さく頭を下げる。

　そして手て渡わたされる一枚のメモ。そこにあるのは里子の文字で、

『こまります』

　おお５文字……。

「あの、リクさん。オルガはおもしろかったデすよ？」







　休きゆう憩けい②







「やっほー、陸りく～」

　一いつ瞬しゆん、足が止まる。見慣れた顔がそこに居た。もちろん、ちひろは顧こ問もんな訳で、部室に居ても不思議じゃない。

「どう？　しっかりやってる？」

　ちひろの声に、「それなりに」とだけ応えて椅い子すに座る。

　もちろん何もやっていない訳じゃない。ただ、ここ『しけたい』の目的。試験対策。追試のクリア。そこに繫つながっているのかどうかは正直言って自信が無い。それなりとしか言いようがない。

　テーブルを挟はさんでちひろの前。見ればいつもとどこか雰ふん囲い気きが違ちがう。なんだろう。化け粧しようが濃こいんだろうか。なるほど、年ねん齢れいからは逃にげられないということかもしれない。藤ふじ嶋しまちひろ28歳。今日のスーツもピンク色。

「相変わらず素っ気ないなあ」

　ちひろが不満げな声を漏もらすが──漠ばく然ぜんとした気まずさはわかって欲しい。たとえて言うなら、参観日に母親が声をかけてくるような感覚に似ている。何事もなくやり過ごしたいが無視もできないあの感じ。どう振ふる舞まえば正解なのか。それは誰だれにもわからない。

「リクさん、だいかつやくなのデすよ」

　メイド姿のオルガちゃんがお茶を注いでくれる。

「そっかー。オルルが言うなら安心かな」

「ダぁ」

「もちろん、陸なら大丈夫って思ってるけどね」

　根こん拠きよの無い信しん頼らいは身内だからだろう。

「で、ちひろは──」

　お茶を口に含ふくむ。少し苦い。「今日はなに？」

「様子見にきた」

「それだけ？」

「陸は元気にやってるかなーって」

　綺き麗れいに微笑ほほえんでから、「もちろん、オルルもだよー」とオルガちゃんに向けてかわいらしく手を振る。藤嶋ちひろ28歳。はたしてその仕草はオッケーなのか。

「ケーキの様子も、デすね」

　そんなオルガちゃんの言葉に、ちひろは苦笑いで、

「まあねー。里さと子こちゃんのケーキは強いよねー」

　……ん？　ケーキ？

　これこれ、とちひろは携けい帯たいを取り出して見せてくる。

　携帯電話もピンク色。持ち物の趣しゆ味みは昔から変わっていない。

「ほらこれ、『今日はケーキがあります。良かったら』って。里子ちゃんから」

　化粧の匂におい。距きよ離りが近い。身内ではあるがちひろも女性な訳であり、男子高校生が少々緊きん張ちようするのは仕方の無いことだろう。たぶん。

「オルルにも来てる？」

　ダぁ、とオルガちゃんが頷く。

　なるほど、ちひろがケーキ目当てに部活に来たことはわかった。そして里子のメールが女子高生としてはいさぎよいくらいにシンプルなこともわかった。

「陸も携帯もったらいいのに」

　言ってから、「そうだ、あたしから頼たのんであげよっか？」と楽しげに続ける。

「いらない」

「即そく答とう!?」

「使わないから」

「なんか冷たい」

「お金もかかるし」

「そんなにかかんないよ。変なサイト見なかったら」

「そんなのは見ないけど」

「まあ陸も男の子だからねー」

「見ないってば」

「よし！　じゃあ携帯持とう！」

「なぜそうなる」

「携帯あったら校内放送で呼び出さなくても済むんだよ？」

　それは魅み力りよく的だが、ちひろが自重することで対応して欲しい。

「オルガも、リクさんとメールできたら楽しいなって思うデすよ」

　……これは導入を検討すべきだろうか。

「里子ちゃんも喜ぶと思うけどなー」

「里子は無いだろう」

　さっきのメールから想像すれば、おそらく里子は必要最低限の事務連れん絡らくにしか使わないタイプだ。優ゆう花かや鈴すず乃のならまた違うのかもしれないが。

「きっと喜ぶデすよー」

　……これは導入を本格的に検討すべきだろうか。

「あ、陸。そういえばだけど」

「何」

　ちひろはいかにも楽しげな調子で、

「里子ちゃんのこと、呼び捨てなんだねー」

　なるほど。部に居ると気にならないが、外から見れば気になるのかもしれない。名前で呼ぶのに慣れてはきたが──部の外では気をつけたほうがいいのかもしれない。

「もうそういう関係？」

「違う」

「えー、あたし言わないよ」

「何を」

「里子ちゃん、ライバル多そうだもんね」

「違うってば」

「そうなの？」

「強しいて言えばバランスというか、いわゆる空気を読んだというか……」

　意味がわからない、というふうに、ちひろがきょとんとする。28歳、そのリアクションはどうかと思うが──ここはちゃんと説明しておこう。変な誤解をされても困る。

「ここ、鈴乃がいるだろ」

「いるねー」

「ちひろは隠かくしてたけど」

「あれ？　そうだっけ？」

　とぼけているのがすぐわかる。ちひろは昔から、噓うそをつくのは上手くない。鈴乃が居ることは、あえて隠していたんだろう。ただ、その判断は正解だと思う。もし事前に聞いていたら、『しけたい』の手伝いを断る理由にしていたかもしれない。

「例えば、鈴乃のことを『宮みや森もりさん』と呼んだとして──」

「あー、それはダメだね」

「泣くかもしれない」

「それは無いよ。陸はわかってないなー」

　ちひろは小さく微笑んでから、「もしそうしたら、鈴乃ちゃんは、陸が『鈴乃』って呼ぶまで諦あきらめないよ、きっと」こっちをまっすぐ見み詰つめてくる。

　ちひろの言うとおり。そっちのほうが正しい気がするが、

「まあ結果は同じ」

　結果が変わらなければ特に問題は無いはずだ。

「そっけないなー。過程も大事だよ？」

「ともかく、『鈴乃』って呼ぶのは仕方ないとして」

「うんうん」

「そうなると、優花と里子も、なんとなく……えーと、成り行きで」

　日本語ってやつは難しい。実際のところは、もう少しいろいろとあったのだけど。

　ただ、ちひろは、うんうん、と頷うなずきながら、

「わかる。成り行きも大事だよね」

　理解があって助かる。

「まあ、おねえちゃんとしては、陸が馴な染じんでるみたいで安心だよ」

　ちひろは心から嬉うれしそうに、「いいとこでしょ。ここ」と続ける。そこは別段否定しないが──自分のことをおねえちゃんと言うのはなんとかならないものか。

「リクさん、リクさん」

　ちょいちょい、とオルガちゃんが肩かたのあたりをつついてきて、「オルガも呼び捨てデいいデすよ？」

　……これも今後の検討としたい。

「あ、ちーちゃん早い！」「ちー姉だ～」

　嬉しそうに、優花と鈴乃が入ってくる。

「みんな揃そろってますね」

　里子はいつもどおりに落ち着いている。優花と鈴乃の少し後ろを歩くあたり、なんだか引率の先生のようでもある。

「揃ったねー。じゃあ、さっそく食べよっか！」

　待ちきれない、といった様子でちひろが声をあげる。

「さっそくですね」「サトちゃんのケーキ、おいしいんだよ～」「鈴乃ちゃんもはやく食べたいよね」「うん。すっごく楽しみだった～」「サトコのケーキすごいよね。プロ級ってカンジ☆」「ほんとうにおいしいのデすよー」

「あ、ケーキって」

　いまさらながらに、里子の手作りだと気付く。

　そんなこっちの想いを察したのか、

「意外ですか？」

「いや、別にそういう訳じゃないけど……」

　これだけみんなが誉ほめてるのなら、味に間ま違ちがいは無いだろう。

　容よう姿し端たん麗れい成績優ゆう秀しゆうそのうえ特技がケーキ作り。なんだかひたすら完かん璧ぺきだ。

「ねえ里子ちゃん、あたし切っていい？」

「私がやります。先生は座ったままで」

「えー」

「それなりに多くしますから。安心してください」

「やった！　さすが里子ちゃんだね」

　このやり取り。いったいどちらが歳とし上うえなのか。

「えー、ちーちゃんだけズルい！」

「優花さんは記録会があるでしょう？」

「サトコがコーチみたいなこと言う……」

　優花が口をとがらせる。

「えっと、わたしは～」

「カロリー制限、ですよ」

「や、やっぱりそうだよね～」

　わかってたけど～、と言いながらも鈴乃はなんだか泣きそうだ。「わかってるけど～」諦めきれない想いが伝わってくる。

「砂糖はある程度控ひかえめですが、とはいえケーキですから」

　いつもの淡たん々たんとした口調ながらも、里子はどこか嬉しそうに見える。珍めずらしくエプロンをつけて、手際よくケーキを切り分ける様子はまるで母親のような雰ふん囲い気きだ。

「オルガさんのぶんも、多くしておきましょう」

「いいんデすか？」

「はい」

「うれしいデすー」

　すぐ横に居るオルガちゃんは、その娘むすめ、といったところだろうか。

「陸くんは」

　不意に会話を振ふられる。

「甘い物、得意ですか？」

「別に、苦手じゃないけど……」

「あー、陸っていっつもそんな感じだよねー」

　ちひろはテーブルから身を乗り出すようにして、「欲しいものは欲しいってはっきり言う！　おねえちゃんがついてるぞ！」だからおねえちゃんって言うなよ……。

　ちひろの言葉に応えるように、里子はいたずらっぽい調子で、

「ではどうしますか？　おねえちゃんがついてる陸くん」

　引っかかる言い方ではあるが、

「まあ普ふ通つうで」

　答えはこんなところだろう。

　ちひろはなんだか不満げだが──これ以上何を言えというのか。







　ごちそうさまでした。

　みんなの声から満足感が伝わってくる。確かに里子のケーキは絶品で、オルガちゃんのいれてくれた紅茶とよく合っていた。おいしいものは人を幸福にしてくれる。そういうことがよくわかる。

「おいしかったー。ありがとね、里子ちゃん」

　言いながら、ちひろが椅い子すから立ち上がる。

「いえ。これくらいのことならいつでも」

「あれ？　ちーちゃん、もう行っちゃうの？」

「ごめんねー」

　ちひろは苦笑いで、「まあいろいろあってさ」

「もっとおしゃべりしたい～」

「さみしいデすよー」

「ちひろ先生は用事があるということですから。仕方ありません」

　事情を知っているのだろう。里子はテーブルの上を片付けながら、「時間、大だい丈じよう夫ぶですか？」

「そうだねー。タクシー使えば大丈夫かな？」

　その言葉に、里子が手を止める。

「すみません。急に私が──」

「違ちがう違う！」

　ちひろは慌あわてた様子で、「里子ちゃんのケーキで元気でたよ。ごめんね、なんか気を遣つかわせたみたいで」

「偶ぐう然ぜんですよ」

　里子は顔を上げて、「いつでもまた、来られるときに。みんな待ってますから」いままで見たことが無いくらい、その表情は優しい。

「あーもうっ。里子ちゃん優しいよね。結けつ婚こんしちゃおっか？」

　里子は小さく微笑ほほえんで、

「法律が変わったら、検討しましょう」

「だよねー。うん。それじゃ、またね。みんな」

　ちひろは小さく手を振ってから、ドアの近くで振り返かえり、「陸、みんなのことよろしくね！」もう一度、伸のび上がって子どものように大きく手を振る。

「あー、ちーちゃん行っちゃった」「行っちゃったね～……」

　これまでほとんど来ていないのに、部室にあふれるこのさみしげな雰囲気。さすがは顧こ問もん、といったところか、それともちひろの人徳か。どのあたりに人徳があるのかいまだ理解できていないが、身内によるフィルタがいろいろかかっているのかもしれない。

「ちひろせんせー、最近はお忙いそがしいのデしょうか……」

　オルガちゃんの言葉が少しひっかかる。

「ちひろ、前はもっと来てたってこと？」

「デすねー。いっぱいお話ししました。いろんなこと」

「私が１年のときですね」

「ダぁ」

「私と、オルガさんと、当時の３年生と」

　里子とオルガちゃん、ふたりの声が優しい。過去を懐なつかしむような、そんな雰囲気。

「えー、アタシ入ってから、ちーちゃんほとんど来てないよ？」

「でもでも、はじめのころはいっぱい来てたよ～」

「四月のはじめだけじゃん」

「それは、そうだけど～」

「もっと来てくれたらいいのになー」

　残念そうな優花と鈴乃に、里子は落ち着いた声で、

「ちひろ先生にも事情がありますから。仕方ありません」

「ま、アタシとすずのんは授業で会えるからいーけど☆」

「ちー姉の授業、おもしろいよね～」

「ちひろ先生の授業は、とても参考になります」

　ちひろのことを誉められると、里子としては嬉しいらしい。小さく微笑みながら、テーブルから里子がお皿を運んでいく。

「あ、里子」

　声をかける。さっきのちひろの様子が、少し気になる。「俺、手伝うよ。洗い物」

「珍しいですね。何も出ませんよ？」

　里子は進めていた足を一度止めて、「ではオルガさん、こっちは大丈夫です。陸くんが手伝ってくれるようですから」

　一いつ瞬しゆん、オルガちゃんは戸と惑まどう様子を見せてから、

「じゃあ、リクさん、よろしくお願いします」

　ぺこりと大きく頭を下げる。

　給湯スペースは窓に近く、外から運動部の声が聞こえてくる。部活に賭かける青春というやつだろう。そういうものに憧あこがれたこともある。夢とか目標とか言わないまでも、何かやりたいことでもあれば、少しは違っていたのかもしれない。

「オルガさん、本当は自分でやりたいんですよ」

「洗い物を？」

「ですね」

「面めん倒どうだとしか思わないけどなあ……」

　二人で並ぶには少し狭せまい。ときおり、里子の肩かたが触ふれる。それでも里子は気にする様子も無く、器用に洗い物を進める。こういうことに慣れているのがよくわかる。

「なら、陸くんはどうして？」

　こっちに視線は向けないままで、里子が尋たずねる。

「え、まあ、なんというか、ケーキの感謝というか……」

　それはありがとうございます、と里子は言ってから、「でも本当は違いますね」

「いやホントに。里子のケーキ、絶品だった」

「ちひろ先生のことで聞きたいことがあった。そうですね？」

「まあ、それは──」

「オルガさんも、それを察して陸くんに譲ゆずったんですよ」

　陸くんはわかりやすいですからね。この台詞せりふは前にも言われたことだ。自覚は無いがそうなのだろう。オルガちゃんにも、ということなら相当だと思える。

　やはり、里子はこっちを見ないままで、

「私も、部活のことがあって、ちひろ先生から聞いているだけです」

「『しけたい』の？」

「ですね。自分が出られることが少なくなる、と」

　沈ちん黙もく。水の流れる音が耳に残る。やっぱり何かあった、ということなんだろうか。時間が取られるようなこと。ちひろにとって、ここに来るより、優先すべきこと。

「それは──」

「陸くんが、自分で聞くべきです。ちひろ先生から、直接」

　言葉を途と中ちゆうで遮さえぎられてしまう。

　それは、確かに里子の言うとおりだ。こっちだってわかっている。ちひろに聞けば、教えてくれないということも無いだろう。ただ、なんとなく直接には聞きづらい。身内だから逆に聞きづらい、ということもある。

「ダメか」

「ですね」

「なら、まあ」

　仕方ない、のだろう。そう結論づける。

　ちひろが話さないのなら、それはそれなりの理由があるんだろう。話すべきでは無いことなのか、話すほどでも無いことなのか。どちらなのかはわからないが、結果は同じで変わらない。

「……諦あきらめるの、早いですね」

「そうかな」

「そうです」

　里子はティーカップを拭ふきながら、

「諦めるのに慣れすぎると、諦めなくていいものまで、諦めてしまいますよ？」

　諦めてるんだろうか。自分では、よくわからない。

「……早口言葉みたいだな」

「名言っぽくは無いですか？」

「英語の例文に出てきそう」

「健康は失ってはじめて」

「そんな感じ」

「なるほど。わかります」

　テーブルに目をやる。優花と鈴乃とオルガちゃん。三人の会話が盛り上がっている。

　優花の声が一番目立つが、楽しげな雰ふん囲い気きは絶ぜつ妙みようなバランスで成り立っている。この三人に里子が加わっても、それはそれで、今まで無かったパズルのピースが見つかったようにおさまりがいい。『いいとこでしょ、ここ』そんなちひろの言葉を思い出す。確かにそのとおりだと思う。

　ちひろはこの部のことが好きで、優花と鈴乃、里子とオルガちゃんも、ちひろの存在を大切に思っている。お互たがいがお互いを必要としている。それはとても幸せなことだ。

「サトコー、片付けおわったー？」

「はい、いますぐに」

　里子と一いつ緒しよにテーブルに戻もどったところで、

「今ね、オルオルがー」

　優花は嬉うれしそうに、「アタシの記録会、見てみたいって言ってたトコ☆」

「ユカさんが走るの、見たいデすー」

「わたしも、行きたいんだけど～」

　お仕事があって～、と鈴乃は哀かなしげに呟つぶやき、ぺたん、と力なく上半身をテーブルに預ける。「ホントのホントに、行きたいんだけど～」

「サトコは？」

「日程、わかりますか？」

「えっとー、次の次の、その次の土曜日☆」

「……すみません、私も予定が入っていまして」

「そっかー、残念。じゃあリッキーは？」

　おお意外。こういうイベントに呼ばれることもあるのか。

「次の次の？」

「その次の土曜日☆　どう？」

「別に予定は無いけど……」

　模試さえ無ければ、今後の土日も空いていることだろう。スケジュールはほぼ空白のままで、おそらくそれがこれからも続いていく。ここ『しけたい』に来ていなければ寄り道すらすることなく、依い存ぞんする以前にネットを使える環かん境きようも無い。これぞ模も範はん的な高校生と主張したいところではあるが、ごく単純にやりたいことが無いだけでもある。

「じゃあ決まりー☆　オルオルとリッキーだね！」

　決定。特に出欠の意向が問われることは無いらしい。

　まあ正直なところ、一度は見ておきたい。ギャル界最速トリプルユカ。それはどれだけすごいのか。いったいどれだけ速いのか。

「こりゃあ負けられないね☆　やっちゃうよー！」

　優花のモチベーションが高まっている。応おう援えんなんて意味が無い、と思っていたが、精神的に良い影えい響きようを与あたえるなら有用と言えるかもしれない。

「いい結果が聞けることを、楽しみにしています」「ゼッタイ勝つよー☆」「わたし、仕事が無くなったらぜったい見に行くから～」「鈴乃さんはテレビのお仕事ですよね？」「そうだよ～」「無くなることはないと思いますが……」「えと、その、不ふ祥しよう事じとか～？」それはダメだろう。なんだか哀しすぎる。「仕事が終わってから、ですね」「がんばって早くおわらせる～」それは鈴乃ひとりでなんとかなるのか。

「……あの、みなさんにお聞きしたいのデすが」

　オルガちゃんは少し照れくさそうに、

「これは、オルガの初デートと言ってよいデしょうか？」

　なぜか一瞬の沈黙。『デート』という言葉の違い和わ感かんだろうか。

「あ、そっか☆」

　一番に声を上げるのは優花で、「オルオルとリッキー、二人だね☆」「そ、そうかも～？」鈴乃の頰ほおは少し赤い。こういう話題が苦手なんだろう。「オルオルの言うとおり、確かにデートかもだね☆」「デート、なのかな～」やはり鈴乃の顔は赤い。「いいな～。わたしも、行きたいな～……」

　ふむ、と里子は何かを考えている様子。その年ねん齢れい差。同級生の記録会というシチュエーション。そもそもデートの定義とはなんぞや？　そんなところから考えているのかもしれない。

「ですね。初デート。なるほど」

　うんうん、と里子は頷うなずいてから、確信に満ちた表情を浮うかべて、「これは、陸くんの初デートですね」

　なんか質問と違ちがってないですかね。

「オルガさん。ふつつかな陸くんですが、よろしくお願いします」

　いろいろ違ってないですかね。

「リクさん、デート、楽しみデすね」

　綺き麗れいな笑顔が向けられる。この笑顔があればなんでも許せる。そう思う。次の次の、その次の土曜日。忘れないようにしておこう。







　寛かん政せいの改革







（……きこえますか……きこえますか……陸くん……）

（このあふれるデジャヴ感）

（今……あなたの……心に……直接呼びかけています……）

（筆談でね）

（私が指をさしたら……『ハイ！』と答えるのです……わかりましたね……）

（それくらいなら……）

（簡単でしょう……？）

（念のため……もうスリッパは……）

（……安心……してください……）

（なら了りよう解かい）

（えんだああああ…………）

（そういうのいいから）

　いつもの放課後『しけたい』部室。

　さて、と言いながら里さと子こが立ち上がる。

「１７８７年に江え戸ど幕ばく府ふが行った改革。これを寛政の改革と言います」

「「改革？」」

「変えていく、ということです。基本的には、幕府の財政改善が目標とされたものですね。財政を良くするには大きく二つ。収入を増やすか支出を減らすか。この寛政の改革、一時的に効果はありましたが──結果として、失敗に終わったと言われています。例えば、鈴すず乃のさんにお尋たずねします」

「む、むずかしいこと～？」

「一日のカロリー摂せつ取しゆを２００キロカロリー減らせ、と言われたら──」

　カロリー量。まったくさっぱりピンと来ないが、

「ごはん、くらいかな……」

「おにぎりでもそれくらいですね」

「たらこだと……」

「少し高いかもしれません」

　この共通理解。

　鈴乃は、しばらく考えた様子の後、

「それくらいなら、なんとか～」

「もし、減らすのが１０００だとしたら？」

「ええ!?」

　リアクションは大きい。「そ、それは、ちょっと厳しいかも～」その表情は泣き出しそうにも見える。

　カロリー摂取量。それを１０００減らすというのがどれくらいのものかはよくわからないが、鈴乃としては、即そく座ざに想像できるくらいに身近な数字らしい。現役アイドル宮みや森もり鈴乃。必ずしもスレンダーには見えないが、アイドルとして気を遣つかう部分なんだろう。

「厳しすぎると不満は強くなります。寛政の改革の失敗も、そうしたところがあったようですね」

「１０００減らすのは、ちょっと、むりかも……」

「ねえねえサトコ！」

　優ゆう花かが身を乗り出してきて、「カンセーってなに？」

「要は年号ですね。昭和とか平成とか」

「『平成の怪かい物ぶつ』みたいな？」

「そうですね。平成時代の優れた選手などを『平成の怪物』と呼ぶように、寛政の時期に行われた改革、ということです。では──年号の記き憶おくに入りましょう」

　立ったまま、里子は何故か自分のスカートに手をかける。

「陸りくくん」

「ん？」

「見たいですか？」

「何を」

「この下」

「え」

　里子の唇くちびるの隙すき間まから、赤い舌が顔をのぞかせる。

　まるでそれが合図だったかのように。

　スカートが、

「ちょっとま──」

　目を閉じる。後ろを向く。見ない。これは罠わなだ。罠なのだ。ジャーンジャーンと音がする。心の中で鳴なり響ひびく。「駅長さあん、駅長さあん」里子が何か言っているがこれを信じてはいけない。というか訳がわからない。
















「リクさん、目を開けてもだいじょうぶデすよ？」

　これは信じて大だい丈じよう夫ぶ。

　そして。

　目を開けると短パンであった。里子が。ふとももが白かった。どういう訳かホウキを持っている。「ジャジャーン♪」ギターのつもりらしい。

「それでは陸くん……いいですね？」

　いったい何が。

　……ってあれか。『ハイ！』と答える。思いだした。

「ふんふんふふふ～ん♪」

　なんとなく聞いたことのあるメロディ。里子はすごくうっとりしている。はたしていつまで続くのか──と思ったところで不意に目が合う。ここか。ここなのか。

「稲いな葉ばな歓かん声せい！　ウルトラソ」

「ハァイ！」

　…………

「……陸くん、少し早くないですか？」

「そこは、まぁ……」

　いろいろな事情が。

「という訳で、１７８７年、寛政の改革です」

「あ！　それアタシ知ってる！　ウルト」

「さすが優花さん。すばらしい」

　さえぎるように里子も言葉を重ねる。いろいろ察してくれたらしい。「なんか走りたくなってきたかも！」優花は嬉うれしそうだ。ひとまずオッケー。「サトちゃん、足ほそくて、かっこいい～」鈴乃はどこか観点が違う。

　いなばな寛政ウルトほにゃー！　なるほどとにかくインパクトはある。

「ところで里子」

「陸くん、言いたいことはわかっています。大丈夫です」

　里子はひとつ頷いて、「肝かん心じんなときは早くないと主張を」違う。

「……あの、松まつ平だいら定さだ信のぶは」

「ギターの人が」

「松だけ合ってる」

「松平定信に相談しようか悩なやむ将軍の姿が……」

「違ちがう」







　享きよう保ほうの改革







　１７８７年寛かん政せいの改革。

　江え戸ど時代の政治改革には、これより前がある訳で、

「となれば享保の改革もおさえておきたいかな……」

「享保、セイホー！」

　里さと子こがラップの記憶をえぐりにかかる。ちなみに墾田永年私財法は７４３年。

　なじみ・永年私財ホー！　リズム良く歌おう。心は痛むが。

「１７１６年、享保の改革。そのときの将軍は徳とく川がわ吉よし宗むねで──」

「ちゃちゃちゃー♪　ちゃーちゃーちゃーちゃー♪」

　言葉に割り込み、里子が真顔で歌いだす。とはいえみんなの反応はイマイチであり、「ちゃー、ちゃちゃー♪　ちゃちゃーちゃちゃー……」だんだんと声が小さくなる。

　……

　…………何か声をかけるべきか？

「サトコ、いまの何？」

「白馬に乗って暴れる将軍は伝わりにくいですか……」

「いや伝わりにくいというか」

　前置きが無さすぎるのが問題だろう。

「ならば暴あばれん坊ぼう天てん狗ぐも……」

「何を言っている」

「オルガは知ってるデすよ」

　まさか天狗を「時代劇はすきなのデす」将軍のほうだった。

「う、上様……！」

　不意に里子が演技を入れてくる。

「徳とく田だ様が、上様ダったなんて……」

　言ったとおりで、オルガちゃんは時代劇を割と知っているのかもしれない。おじいちゃんの影えい響きようかもしれない。

「越えち後ご屋ぁ～、そちも悪よのぅ～☆」

「え!?　えっと～、悪だよぅ～」

　優ゆう花かと鈴すず乃のは、まあこんなところだろう。

　……あれ、何故かこっちに注目が。

　えっと、なんだ。どうすればいいんだ。

「この紋もん所どころが目に入らぬか！」

　言ってみた。これでどうだ。

「みなのものー！　ご老公の御ご前ぜんデある」

　オルガちゃんは続けて、「頭がたかぁい！　ひかえおろー！」

「「「ははぁ～」」」

　三人が頭を下げる。確実に水戸のご老公は違うはずだが、思いつく台詞せりふがそれぐらいだったということで許して欲しい。

「サービスですよ、陸りくくん」

　里子はやれやれ、といった表情で、「陸くんのハーレム趣しゆ向こうを満足させる。それもまた、優しさですね」ひどい言いがかり。「まったく陸くんは、女の子が頭を上下する動きで何を想像するのか……」やめてください。

「りっくんが王様ってこと？」「すずのーん、そこは将軍っしょ☆」「てんかの副将軍なのデすよー」オルガちゃんはすごく嬉しそうだ。その一点だけで万事すべてが問題無いって思えてくる。ありがとうオルガちゃん。俺は幸せです。「そこで、『王様』というキーワードから、なんとしても王様ゲームの展開に持っていこうという陸くんの姿が……」ひどいなきみは。

「んで、享保の改革だけど……」

　本題に戻もどそう。１７１６年、享保の改革。正確に言えば、１７１６年から徳川吉宗が始めた政治改革で、その年だけってことでも無いけれど。

「巨きよ峰ほう！」

　まるでご主人様を見つけた犬のように、喜色満面に鈴乃が手を上げる。単語だけ取り上げるとわかりにくいが、要するに、『享保』と結びつけようという提案だろう。

「いいですね、巨峰」

　里子は、なぜか鈴乃の体の一部分を見み詰つめながら、「ただ、陸くんはメロンのほうが好きかもしれませんが」ひどいなきみは。

「りっくんはぶどうが好きなんだよ～」

　鈴乃は何故なぜだか嬉しそうに、「丸いの好きだもんね～」メロンも丸いけどな。

「陸くんは丸いのが好き、と」

　何を見ている里子。

「じゃあリッキー、スイカでもいいってコト？」「スイカいいデすねー」「わたしもスイカ好き～」「えー、種があってメンドくさいよー」「それも楽しいデすよ」「優花さん、スイカは切り方にコツがあるんですよ」「切り方？」「種をできるだけ除く切り方」「ええ!?　そんなのあるの？　すごい！」「今度ここで食べましょうか」「スイカなら～、カロリー低いよね～」「おいしいデすよー」

「んで、享保の改革だけど……」

　享保の改革、遠いなあ……。

「あ、そっか☆　享保の改革だった」「１７１６年、ですね」「なるほど～」「イナイロ？　イナイム？」「ねえねえユカちゃん。『なないろ』ってどうかな～？」「あ！　いいかも！　リッキーどう思う？」

「悪くは無いと思うけど……」

　あたまの『１』が無くなっているのはいいとしよう。そういう覚え方もある。

　なないろ。巨峰。享保の改革。徳川吉宗。

　何か結び付けられるような、いい覚え方は──

「なないろ巨峰の吉宗が……」

　なんとかひねり出した結果がこうである。自分の発想力の無さに絶望するしかない。

「なーんか、おいしくなさそう」「でもかわいいよ～、なないろ巨峰」「あ、すずのん、それはあるかもだね☆」

　立ち上がる里子は、ぽん、と肩かたに手を置いてくる。こういうときの里子は、何かひどいことを言う確率が高い。

「思い出しますね。本ほん能のう寺じの変態」

　それ言うなよ。「なないろ巨峰。まるで吉宗が女性のような──」

　そこで、里子が言葉を止める。何か思いついたのだろう。鈴乃のほうに視線を向ける。そして確信に満ちた表情。聞きたいような、聞きたくないような……

「なないろ巨峰の良い胸だ……！」

　聞かなければ良かった。







　天てん保ぽうの改革







「ダメだよ、りっくん」

「いいだろ」

「でも、こんなところで……」

「まだ誰だれも来ないよ。優ゆう花かは遅おそくなるらしいし」

「んっ……やっ……」

「な、いいだろ」

「でも、サトちゃんが……」

「見せつけてやるよ」

「やっ……だめぇ……」

「ほら、見てみろよ」

「やだぁ……」

「びしょびしょだな」

「いやよ」

「いいだろ水みず鉄でつ砲ぽう……」

　放課後の『しけたい』部室に二人きり。優花が遅くなるというのは事実だが──今日は鈴すず乃のは仕事で部活には来られない。現役女子高生アイドルとすれば、忙いそがしいのはいいことなのだろう。

　ちなみに、さっきまでの台詞はすべて里さと子このもので、

「どうでしょう陸りくくん」

「どうと言われても」

「いやよいいだろ水鉄砲」

　要するに語ご呂ろ合あわせの話である。

「１８４１年が」

「いやよいいだろ」

「んで、水みず野の忠ただ邦くにと」

「鉄砲が天保にもかかっています」

「あー、いい覚え方かも」

「でしょう？」

　里子が綺き麗れいに微笑ほほえむ。不意に見せる表情はいかにも美少女といった雰ふん囲い気きで、さすがにすこしどきりとする。放課後の部室に黒くろ髪かみの美少女と二人きり。本来なら羨うらやましがられるシチュエーションであり、青春の一コマとして記録されるべきものなんだろう。話している内容はともかくとして。

「水鉄砲というワードの持つ力はわかった」

「いろんな意味で？」

　まあいろんな意味で。

「ただ──」

　ここ『しけたい』の目的は何か。そこに戻らなければ。「それを優花や鈴乃に教えるのはちょっと……」

「ダメですか」

「ダメだろう」

「そういうことは陸くんが直接おしえたいと」

「違ちがう」

　里子は、自分の眼鏡めがねに軽く指で触ふれながら、

「記き憶おくの定着に、下ネタは有効なんですけどね」

　とは言いながら、優花や鈴乃やオルガちゃんの前では、里子はあまり露ろ骨こつな話をしない。なんだかんだでそれなりに配はい慮りよしているのだろう。あまり露骨な話はしなかった──はずである。多少はしたかもしれないけれど。

「それ、男子限定じゃなくて？」

「もちろん、男子のほうがその傾けい向こうは強いと思いますが──」里子はいたずらっぽく微笑んで、「女子だって、そういうの嫌きらいじゃないんですよ？」

　……これはまずい。話題を変えよう。

「じゃあ、徳川幕府が行った三つの改革の覚え方とか」

「……陸くん、割とわかりやすいですね」

「まあ、古い順に並べて──」

「陸くんは、ババ抜ぬきとか苦手でしょう」

「……あれに得意も苦手もないだろ」

「表情に出るタイプ」

「……まあ、そういうところは」多少はあるかもしれない。

「陸くんはわかりやすいですからね」

　言ってから、里子は続けて、「隠かくしていても周りには伝わるものです。まあ、肝かん心じんの相手が気付いていないのであれば、結果としてはそれでいいのかもしれませんが──」

「何を言っている」

　さあ？　と里子は涼すずしげに「なんの話でしょうね」

　これ以上踏ふみ込むと自じ滅めつする気がする。切きり替かえは重要だ。

「じゃあ三つの改革」

「いいですよ。どうぞ」

「享きよう保ほうの改革、寛かん政せいの改革、天保の改革の三つ」

「寛政の改革はなかなか良かったでしょう？」

「確かに」

　稲いな葉ばな寛政のやつだな。「印象は強かった」

「ふとももの印象も？」

「やめて」

「陸くんになら、少しくらい見られても──」

「三つの改革を、順番で覚えるなら、まず」

「ほらわかりやすい」

　なんとでも言え。放課後。部室。二人きり。スカートをかすかに上げる白い指。果たしてこのシチュエーションで動どう揺ようしない男が居るのかどうか。いや居ない。

「……陸くん？」

　上半身をテーブルにつけて。里子は上うわ目め遣づかいで甘えた声。「……今日きよう寒かん天てん、というのはどうですか？」繰くり出だされるのはシュールな文言。

「享保、寛政、天保、で……」

「今日寒天」

　江え戸どの名物、今日寒天。語ご呂ろはいい。名物かどうかはともかくとして。

「そして、明日あしたも明後日あさつても寒天……」

　何があった。ダイエットなのか。

「とうとう一週間寒天……」

「……鈴乃が泣き出しそうな気が」

「あまりの恐きよう怖ふに」

「鈴乃にとっては恐怖だな」

「でも明日はケーキだよ！」

「日本史関係ない……」







　大おお塩しお平へい八はち郎ろうの乱







「リッキー、お塩って言った？」

「大塩だね」

「大さじってこと～？」

「名前だね」

「変な名前ー☆」

　優ゆう花かは全国の大塩さんに謝りなさい。

「ねえねえりっくん」

　どうした鈴すず乃の。「スイカはやっぱり塩？」

「いや、何もかけないかな……」

　話題が逸それていきそうな予感。

「わたしね、練乳もいいと思うんだ～」

　何か想像しているのか、えへへー、と鈴乃は表情を緩ゆるめる。いかにも嬉うれしそうな雰囲気は周りを優しくしてくれる。こういうのも、ひとつの才能かもしれない。だからこそアイドルになれたのかもしれない。

　それに応えるように、優花も目を輝かがやかせて、

「すずのん、それおいしーの？」

「あまいよ～」

　今度いっしょに食べよ～、と鈴乃は続ける。

　甘ければいいというものでも無いと思うが──それはともかく日本史へ戻もどる。

　１８３７年、大塩平八郎の乱ということで、

「いやみな大塩平八郎、というのが無難かなあ」

「「いやみな？」」

「１８３７年、ということですね」

「大塩さん、にがてかも～……」

　鈴乃が呟つぶやいて、アタシもヤダなー、と優花が合わせる。感情移入度が高いのは決して悪いことではないが、

「まあ、ただの語呂合わせだから」

「いやみじゃない～？」

「織お田だ信のぶ長ながも、いちごパンツをはいている訳ではありませんから」

　里さと子このフォローが入る。いちごパンツ。織田信長。数ある選せん択たく肢しからなぜそこを選ぶのか。平へい安あん京きようだっていつもうぐいすが鳴いてた訳じゃない。

「あ、そっか～。よかった」

　うんうん、と鈴乃は大きく頷うなずいて、「いやみな大塩さんはいないんだね～」

　世界は平和だ。そう思える。

「ねえねえリッキー」

　テーブルの向こうから、優花が身を乗り出してきて、「ヘーハチローって、なんか犬の名前みたいだね☆」

　全国の平八郎さんにお詫わび申し上げたい。

「リッキーは猫ねこ派だっけ？」

「まあ、どっちかと言えば」

「えー、ぜったい犬だし！」

「どちらもかわいいデすよ？」

「わたし、うさぎ好き～」

　いかん。話題が逸れる。

　里子に目で合図する。こくり。頷く。コミュニケーション成立。通じ合うこと。わかり合うこと。みなが同じ意図で進むこと。ここ『しけたい』は素晴らしい。

「みなさん」

　よく通る里子の声は注目を集めやすい。「私も猫派です」そっちじゃないなー。

「えー、でもゼッタイ犬だし」

「陸くんと私。猫派の勝利」

　里子は強く主張する。「これが民主主義というものなのです……」

　そこに、負けず嫌いな優花が反応しない訳もなく、

「ちーちゃんは犬派！　ゼッタイそう！」「ちひろ先生も猫派なはずです」そんなこと言ってたかな。「陸くん、そうですね？」言われても。「ゼッタイ犬だし！」「猫です」

「うさぎ、まるいよ～」

　鈴乃はすごいな。

「それはともかく、大塩平八郎の乱で──」

「要するにー、ヘーハチローが乱れたってことだよね☆」

「まあそうだけど……」

　言い方が。

「なぜ大塩平八郎が反乱を起こしたのか。それがひとつのポイントですね」

「だよねー」

　うんうん、と優花は頷きながら、「フツー、ワケも無いのに乱れないし」

　やはり言い方が気になる。

　ただ、里子はなんら気にする様子も無く、

「まず、飢き饉きんがあり、一いつ揆きが多発していたという背景があります」

「キキン？」

　優花がきょとんとする。文字だとなんとなく伝わるが、言葉の音だけだと少しわかりにくいかもしれない。

「食べ物が無くて苦しむことです」

　淡たん々たんとした里子の答えに、鈴乃が体をかすかに震ふるわせる。何か想像したんだろうか。

「ちなみにいっきとは」

　単語としては一揆もわかりにくい。説明する里子の表情は真しん剣けんなもので、「おにぎりが飛んでくる、アレです」どれだ。

「おにぎり……？」

　鈴乃の表情が明るくなった気がする。「たらこ、とか？」何故なぜその質問を。

　一揆について補足ですが、と里子は前置きで、

「ちくわは飛んできません」

「なぜちくわが」

「ちくわしか持ってねえ」

「何を言っている」

「そして鉄アレイも飛んできません」

「混こん沌とんとしてきた」

「ちくわに紛まぎれて鉄アレイが飛んでくるのは──」

「なにそれこわい」

「忍にん者じやの修行ですね」

　どういうことだ。里子は真剣な表情で、「ニンジャ。まさしくショッギョムッジョ……」本当に何を言っているんだ……。







　平たいらの清きよ盛もり







　１１６７年、平清盛が太だい政じよう大臣に就任。

　保ほう元げんの乱、平へい治じの乱を経た結果、貴族社会において武士の地位が高まる。平清盛は武士としてはじめての太政大臣であり、歴史的な意味合いは大きい。

「まあこれもメジャーなところだと……」

　注目が集まる。言いづらい。そんなにたいしたものじゃないんだ。ただ１１６７年ってだけなんだ。よく使われる語ご呂ろ合あわせなんだ。そんなふうに自分に言い聞かせる。

「……平清盛いい胸毛」

　１１６７年、いい胸毛。

「なるほど～」「なんか名前から盛ってそーだね☆」「清盛ですから」「盛りってカンジ☆」「優ゆう花かさん、とてもいい発想ですよ」「え？　そう？」「はらしょー！　デすね」「アタシ、今日はちょっと冴さえてるかも？」「すばらしいですよ」「ユカちゃんすごいね～」

　意外と反応がいい。もちろん、優花の言葉に助けられた部分は大きい。

「要するに、胸毛モリモリってコトだね☆」

　なんだかモリモリいい胸毛。胸毛モリモリ。てんこモリモリ。あまりイメージしたくない。想像上の胸毛が襲おそってきて眠ねむれなくなる。

「ねえリッキー。ちょっと聞いてもいい？」

　質問だろうか。いままで、この流れで関連する質問だったことは無いが──

「弁べん慶けいってホントにいたの？」

「一応、実在の人物ってことになってる」

「ジツザイ？」

「本当に居たってこと」

　そうなんだー、と優花は感心した様子で、「じゃあ、あれもホント？」

「あれって？」

「弁慶の大往生」

「惜おしいなー」

　なんか普ふ通つうに死んでるなー。

「あとはー☆」

　ふふーん、と優花は自信たっぷりの様子で、「弁慶の泣なきどころ！」

「泣きどころ～？」

　鈴すず乃のはどうやら知らないらしい。まあそういうこともあるだろう。

「ねえリッキー。ここだよね！　ここ！」

　優花は片膝を立てて、その場所を指でさし示す。

　頷くと、優花は嬉しそうに、「すずのーん、ここだよ☆　弁慶の泣きどころ」

　高校陸上界期待の星。神楽かぐら坂ざか優花。その足は綺き麗れいですらりと細い。本当にこの足はそれだけのスピードで走ってくれるのか。なんだか不思議な感じがする。

「優花さん、優花さん」

　静かに、里さと子こが近づいていく。

「サトコ、どしたの？」

　里子はこっちを横目で見ながら、

「優花さんの足に、陸りくくんの舐なめるような視線が……」

　ちょっと待て！　誤解だから！

「リッキーのえっち……」

「いや、それはその、見てたけど！」

「見てたんだリッキー……」
















　見ていたことは事実でありそこは誤解ではなく言い訳が苦しい。

「見てたけど、そういう意味じゃなくて！」

　せめて『舐めるような』という表現が無ければ……

「ユカちゃん、あの、えっと～」

　優花は、両手で自分の顔を覆おおって、

「リッキーに見られた……」

　鈴乃は顔を右に左に、わかりやすくオロオロしている。

「り、りっくん、あやまって～」

「なんてね☆　足くらい別にいーよん」

　優花は、とんとん、と自分の足に指で触ふれながら、「だいたい、走ってるときは足なんてチョー見せてるし☆　気にしてないよー」

「しかし、陸くんが足フェチという可能性も」

「あー、それはキモイかも……」

　いきなり優花の声が暗くなって、「そんなの遣けん唐とう使しムサオだよ……」変なところにとばっちりが行っている。すまんムサオ。そして遣唐使のみなさん。

「りっくん、足くらいなら、見せてもいいかなーって」

　えへへー、と鈴乃は柔やわらかく微笑ほほえんで、「りっくん、足すきなんだよね？」ひどい誤解が生まれた。

「えー！　ダメだよすずのん！　すずのんアイドルなんだから」

「でも～、足を見せること多いよ～。足、わたしもちょう見せてる～」

　鈴乃は立ち上がると、スカートの両側の裾すそを指でつまんで、「ユカちゃんやサトちゃんみたいに細くないけど～」

「ちょっと待て！　待った！　ストップ！」

　慌あわてて止めに入る。普ふ段だんから足を見せている。それはそうかもしれない。ただ、制服姿でスカートを持ち上げるとか、そういう類のものじゃないはずだ。「ちょっと落ち着いて。落ち着こう。うん」言いながら自分を落ち着ける。

　鈴乃は手を止めてきょとんとしている。里子のフォローは入らない。面白そうにこっちを見ている。ならば自分で考えるしかない。どう言えば止めてくれるのか。どう説明すればわかりやすいのか。

「あのさ鈴乃、そういうのは、その、つまり──」

「？」

「普段見られないからこそ、価値があるというか……」

　何を言っているんだ自分。落ち着け。

「？」

　鈴乃はやはりきょとんとしている。

「ブラボー！」

　里子が拍はく手しゆで割って入る。「みなさんわかりましたね。これが──足フェチです」変なふうに伝えないでくれ……。

「なるほド。リクさんは、足が好きなんデすね」

　オルガちゃんまで……。







　文明開化







「陸りくくん、財布を貸してください」

「……何に使う気だ」

「わかりにくかったですか？」

「わかりにくいというか」

「財布を貸しなさい」

「まさかの命令形」

「すみません。言い方が悪かったですね」

「ふむ」

「１万円ください」

「ひどくなった」

「どうすれば伝わりますかね……」

「こっちの理解力の問題ではなく」

「そうですか？」

「伝わってはいる」

「本当に？」

「大だい丈じよう夫ぶ」

「陸くんが」

「はい」

「私に」

「はい」

「１万円を」

「それは伝わってる」

「ならば何故なぜ……」

「悩なやまれても」

「それならば自分で」

「なぜひとに借りようとした……」

「じゃん☆　福ふく沢ざわ諭ゆ吉きちです☆」

「可愛く言われた……」

「１万円を使うことにより、福沢諭吉と絡からめて文明開化を身近に感じてもらいます」

「あ、なるほど」

「豆知識も加えます」

「いいかも」

「天は人の上に人を造らず人の下に人を造らず」

「『学問のすゝめ』だな」

「これ、人間はみな平等だ、という主張だと思いますよね」

「あれ？　違ちがう？」

「これには続きがあります」

「あ、興味出るかも」

「正確にはこうです。『「天は人の上に人を造らず人の下に人を造らず」と言えり。』」

「と言えり、があると」

「更さらにカッコつきですからね」

「あ、引用なんだ」

「言われてるけど、という前まえ振ふりですね」

「西洋的な考えの紹しよう介かいかな」

「時代背景もありますね」

「文明開化の時期だけに」

「『学問のすゝめ』。本来の流れはこうです」

「ふむ」

「人間は平等とか言われてるけど実際は差があるよね」

「まあ実際は」

「なんで差があるかって言うと学問があるか無いかだからね」

「おお直球」

「だからちゃんと勉強しようぜ！」

「あ、それで──」

「はい。それで、『学問のすゝめ』ですね」

「タイトルと合がつ致ちした」

「だから慶けい應おういこうぜ！」

「それ言ってないなー」

「イソノ、野球やろうぜ！」

「関係ないなー」

「さてそれはともかくとして」

「流された」

「学問の有無により差が生じる、と言ったとして──」

「優ゆう花かと鈴すず乃のに？」

「はい」

「学ぶモチベーションが上がるかどうか、どう思いますか？」

「まあ、一いつ般ぱん的にはそうかもだけど……」

「かたや現役アイドルで──」

「テレビにも出てる訳で」

「かたや五輪を狙ねらうアスリート、ですからね」

「あ、優花ってそんなすごいんだ」

「専門誌によりますと、そのようですね」

「おおげさに書いてる訳じゃなくて？」

「もちろん、そういう部分もあるかもしれませんが」

「二人とも、すごいよなー……」

「オルガさんもすごいですよ？」

「じゃあ三人」

「陸くんと私はどうしましょうか」

「……」

「……」

「とりあえず勉強する、かな」

「なるほど。『学問のすゝめ』ですね」







　休きゆう憩けい③







　昼休憩。チャイムは鳴ったが慌あわてない。人気の高いカツサンドや焼きそばパンはともかく、少しくらい遅おくれたところで全てのパンが無くなってしまうということはない。とりたててこれが食べたいなんて希望が無いなら、食堂の混雑は避さけたほうが効率的だ。

　座ったまま、ぼんやりと教室内を眺ながめる。いつも居るメンバーは決まっていて、空いた席もいつもと変わらない。一人で食事をしていても、ここでは目立つこともない。成績上位の進学クラス。あまり他人に干かん渉しようしないのは正直いいことだと思う。

「あ！　リッキーいた☆　リッキー！」

　不意に、伸のびやかな声が聞こえてくる。ちょうど廊ろう下かと教室の境界あたり、優ゆう花かが大きく手を振ふっている。小さな体に大きな声。茶色の髪かみにアクセサリ。この教室に現れると、優花の存在はかなり異質に感じられるが──それでも過度には注目を集めないあたり、進学クラスにおける暗あん黙もくの了りよう解かいに感謝したい。

　あっという間に優花は窓際まで駆かけてくる。その軽かろやかな足取りは重力を操作しているのかと思えてくる。そしてそのまま、すぐ前の席を確保すると、椅い子すをくるりと回して、

「ねえリッキー。ここ座っていい？」

　ひとつの机を挟はさんで向かい合う。

　この教室に来るとよくわかる。優花のスカートは短い。もう少し気を遣つかって動いて欲しい。座るときとか特に。

「……もう座ってるだろう」

「ダメなら他の椅子かりるよー☆」

「いや、たぶん大丈夫」

「なら良かった☆　リッキーが言うならあんしんだね」

　おそらく昼休みが終わるまでは大丈夫だろう。成績上位の進学クラス。効率性を重視しているのか行動パターンもおおむね固まっていて変化が無い。授業に差し支えなければ、文句を言われることも無いはずだ。

　優花はきょろきょろと、あたりをうかがってから、

「ここって、おしゃべり禁止？」

「いや、そんなことは無いけど」

「でも静かだよ？」

「それは、まあ、本読んでたり、勉強してたりする人も居るから……」

「そっか。じゃあ控ひかえめにするね☆」

　昼休憩の教室。別に声を控える必要も無いのだが──優花の気き遣づかいに感謝しておこう。少なくとも、目立たないという意味では正解だ。

「ねえリッキー。これこれ☆」

　じゃん、と優花が取りだしたのは、かわいらしい巾きん着ちやく袋ぶくろ。

「……お弁当？」

「そうそう！　さっすがリッキー！」

　じゃじゃーん！　と弁当箱を取り出す。その意図はよくわからない。いわゆる学園もののラブストーリーにおいて、『お弁当つくってきたよ☆』という展開は見られるが、いま感じられるのはそういった雰ふん囲い気きではなく、そもそも優花がそんなことをする必要が無い。

「えっと、そのお弁当は──」

「アタシのだよ☆」

　それはそうだろうけど──さてどういうことだ。一いつ緒しよに食べよう、ということだろうか。こっちはまだ昼食買ってないけど。

　じゃんじゃじゃーん、と優花が続けて弁当箱のふたを開ける。女の子のお弁当らしく、色合いも工夫されていてかわいらしい。

「それでね、アタシのだけど──」

　ふふーん、と優花は身を乗り出してきて、「でもね、うん、リッキーわかる？」

　明らかに質問の言葉が足りない。

「わかんない？」

「いや、何がなんだか……」

「これねー、すずのんが作ってくれたんだよ☆」

「鈴すず乃のが？」

「そうそう！」

　優花は誇ほこらしげに、「すっごいでしょー☆」と身を乗り出してくる。声を控えるという宣言はもう忘れたらしい。

「まあ、すごい。うん」

　ここは正直に応えておこう。すごいのは鈴乃であって優花ではないというのは言わないでおこう。確かに、目の前にあるお弁当は見事なものだ。鈴乃が弁当を自分で作る、というのは意外な感じがするが──知らない期間は長い訳で、単に小さいころよりずっと成長している、というだけかもしれない。

「ね、すごいでしょ？」

「いつも？」

「なんのコト？」

「いつも鈴乃が弁当つくってるのかなって」

「すずのん、チョーやさしいんだよ☆」

　優花は満面の笑みで、「アタシね、体重増えちゃったらタイヘンだからー、前はね、お昼はウイダーとかにしてたんだけど、そしたらすずのんが作ってくれるって。いいよーって言ってくれて。すっごいすずのんチョーやさしいよね☆　でねでね、お弁当もすっごくかわいいし、カロリーとか栄養もバッチシでー、最近記録もいいカンジなんだー☆」

　……わかったようなわからないような。

　整理しよう。要するに、陸上の関係もあって、体重の管理が必要な優花のために、鈴乃がカロリーを抑おさえたお弁当を作ってくれているということだろう。カロリー制限の話は鈴乃にもあったから、自分のぶんと合わせて、ということかもしれない。

「ほらねリッキー」

　ほらねと言われても。

「サトコもすごいけど、すずのんもすごいでしょ？」

「里さと子こ？」

　別に里子は関係ない気がするけど。

「ほらほら、こないだのケーキ」

「まあ、あれはあれですごかったけど」

「すずのんもすごいよね☆」

　同意を求めるように、優花が顔を近付けてくる。そのことを伝えに来た、ということだろう。頷うなずくと、「だよねー☆」と優花は嬉うれしそうに目を細める。今日思いついたのかもしれない。すぐに行動にうつすあたり、優花らしいと思う。

「鈴乃は今日は？」

「お仕事だって。お昼前には出発してた」

　お仕事。芸能活動。忙いそがしいのはいいことではある。ただ、疲つかれはおそらくあるだろう。少しはフォローできればいいけど──とは思うけれど、何ができるかとなると、なかなか難しい。例えば、無理しないように言ったところであまり意味が無い。何ができて何ができないのか。それは鈴乃が決めることで、こっちが決めることじゃない。何かを優先しようとすれば、何かが犠ぎ牲せいになることもある。目標だとか夢だとか、そういうものに全力で向かえることは、おそらくとても尊いことだ。

「出席日数とか、大だい丈じよう夫ぶなのかな」

「大丈夫みたいだよー☆　ミキさんがちゃんとやってるって」

「マネージャーさん？」

「そうそう」

　優花は言いながら、「何回か会ったコトあるけど、キレーなひとだよ☆」お弁当を食べ始める。改めての確認ではあるが、こっちは昼食をまだ買っていない。

「リッキーも今度会ってみる？」

「そのマネージャーさんに？」

「ミキさんチョーいい人だよ☆　サインとか頼たのめるかも」

「……まあ、機会があったら」

　そういうのは別にいらないが、まあとりあえずは返事だけ。

「あれ？　そういえばリッキーお昼は？」

　いま気付いた、というふうに優花が手を止める。

「まあ、いつもパンだから」

「まだ買ってないってコト？」

「そういうこと」

「そっか☆　アタシまだ行ったコトないんだよねー。ちょうどいいかも」

　言いながら、優花はお弁当箱を片付けて、「準備オッケー☆」と楽しげに、「それじゃ行こっか☆」と立ちあがる。

「……どこに？」

「食堂でしょ？　パン売ってるトコ」

　優花としては、一緒に行くのが当然、ということなんだろう。「ねえリッキー、食堂ってお弁当たべてもいいよね？」一緒に食べることも決まっているらしい。

　優花はおそらく目を惹ひくタイプで、目立つことは避けられない。断ることもできるかもしれないが──この笑顔を曇くもらせる訳にもいかないだろう。人として。

　よし、と覚かく悟ごを決めて立ちあがる。

「混んでたらどうする？」

「そんな混むの？」

「まあ、日によるけど」

「座れないくらい？」

　廊下に出る。並んで歩くと、優花が小さいのがよくわかる。これで全国レベルの陸上選手というのはなかなか想像できない。

「ひとりずつなら確実に座れるだろうけど……」

「？　交こう替たいで座るってコト？」

「交替で？」

「要するに、リッキーが座ってるトキは、アタシが立って──」

「まあ、確かにそれもひとりずつではあるけど」

「違ちがうの？」

「単純に別々に、離はなれて座るってこと」

「ひとりでゴハン食べるってコト？」

「結果としてはそうなる」

「そんなの意味ないじゃん」

　優花は不満げな様子で、「それなら椅子はんぶんこでいいし」

「それはちょっと……」

「せまい？」

「まあそういうこと」

　ひとつの椅子に二人が座ることを想像してみる。無いな。無い。少なくとも食堂では見たことが無い。それが男女となれば目立つことは確実であり、絵的にかなり痛々しい。

　とはいえ、おそらく優花としては一緒にゴハンを食べることはもう前提になっている。せめて祈いのろう。食堂の神様に。混んでいませんように。席が二つ空いていますように。椅い子すはんぶんこにならないように。

　あ！　と優花は不意に声を上げる。

「ねえリッキー。いいコト考えた！」

「……どうぞ」

　ふふーん、と優花はこちらを見上げて、

「中庭にベンチあったよね☆　そこにしよー。ねっ☆　それなら一緒に食べれる！」

　中庭で食事。その発想は──あった。中庭の存在は知っていた。「天気もいいし、ゼッタイ気持ちいーよ☆」確かに、優花には外の明るい日差しがよく似合う。

　祈ろう。食堂の神様に。混んでいませんように。席が空いていますように。カップル率がやたらに高い、中庭に行かずに済みますように……







　南北朝の合一







「元げん寇こうは覚えてる？」

「えと、胃に梨なしチューハイで、１２７４年と１２８１年」

　自分で考えたのが良かったんだろう。鈴すず乃のが滑なめらかに答える。

「その後、元の勢力も衰おとろえて──」

「リッキーちょっと待って！」

　優ゆう花かが割り込んでくる。「元の次だから、えーと、うん、ミン！」

　正解。誇らしげな優花に、里さと子こも拍はく手しゆしている。ここは合わせて拍手しておこう。

「りっくん～」

　鈴乃が、テーブルを軽く叩たたいて何かを主張する。「わたしも、あってた～」頰ほおをふくらませて少し不満げな様子。なるほど。こっちにも拍手。「えへへ～」鈴乃はまるで甘い物を食べた後のように表情を緩ゆるめる。誉ほめることの重要性を再確認。やる気が何より大切だ。

　さて、本題を続けよう。

「衰すい退たいした元にかわって、朱しゆ元げん璋しようが明を建国したのが１３６８年。そのころの日本は室町時代で、北朝と南朝、二つに分ぶん裂れつしてた朝ちよう廷ていが統一されたのが、１３９２年で──」

「ちょっと待って！　リッキーはやいよー」

　優花が不満をこぼす。いい感じで進むとつい油断してしまう。反省。

「陸りくくん。ゆっくりですよ。ゆっくり」

　里子はまるで子どもをあやすような優しい調子で、「焦あせらなくても大丈夫です。緊きん張ちようしているのは、私も同じですから」

「……緊張？」

　いったい何を言っているんだ。

　何故か、里子は少し恥はずかしそうに、

「こういうことって、男の人にはよくあるって聞きますし……いえあの、ただ雑誌で見て、その、勉強しようって、思って……すみません。変なこと言ってますね、私」

「ちょっと何を」

「はじめてだから、うまくできないかも、だけど……」

「いったい何を」

「そんな!?　私、陸くんも、はじめてだと、思って。それで……」

「え!?　いや、まあ、それは、その──」

　いかんぞ。挑ちよう発はつに乗るな。動どう揺ようするな。どういう回答が正解なのか。正直に言うのがいいのかどうなのか──っていかん。そうじゃない。そういうことじゃないはずだ。

「陸くんもはじめてですよね。先生役」

　なんだか綺き麗れいにまとめられてしまう。大丈夫。挑発には乗って無い。はずである。勘かん違ちがいだってしていない。少しくらいドキドキしてしまうのは仕方ない。

　落ち着いて。続けよう。

「南朝と北朝、朝廷が二つに分裂しているのは問題がある、ってことで、室町幕府の第三代将軍、足あし利かが義よし満みつが話をまとめたのが、１３９２年」

「そもそも、幕府が北朝側だった、ということも大きいですね」

　まるで何事も無かったように。里子の切きり替かえも早い。

「二つに分裂、ってのがよくわかんない」

「あー、そのあたりは、まず皇位継けい承しようで揉もめてから、大覚寺統と持じ明みよう院いん統とうで、はじめは順番に皇位につくことになってたんだけど、鎌かま倉くら幕府の滅めつ亡ぼうのあたりで、足利尊たか氏うじが──」

「陸くん、ここはたとえ話のほうがいいかもしれません」

　里子が言葉を挟はさむ。確かに、自分でもうまく説明できていなかった気はする。

「あるところに、老舗しにせの旅館がありました。息子むすこのＡ、息子のＢで跡あと継つぎ問題がこじれた結果、Ａ家の子どもとＢ家の子どもで、順番に旅館の社長になることにしました」

　優花と鈴乃は頷うなずきながら聞いている。

「ところがあるときから、Ａ家、Ｂ家、それぞれ自分たちが正しい社長だと主張し始めました。Ａ家とＢ家、それぞれの取り巻きも含ふくめて国中大混乱」

「そういうのありそう☆」「仲良くしなきゃだめだよ～」

「はい。これ以上混乱しては老舗の旅館が駄だ目めになってしまう。そこで、Ａ家、Ｂ家はもう一度、仲良くひとつの旅館でやっていくことにしたのです……」

　……実際はこんなに綺麗じゃないと思うけど。まあたとえ話の限界はある。大おお雑ざつ把ぱには流れがわかるので良しとしよう。「よかった～」鈴乃も安心している。おそらくこれで良かったんだろう。

「覚え方としては、いざくにまとめる南北朝、かな」

「「いざ？」」

「国まとめる、で１３９２年。南北朝の合一」

「あ、りっくん、それ覚えられそう～」「鳴くよウグイスみたいなカンジ☆」「優花さん、ウグイスは鳥ですよ……」「そんなの知ってるし！」「いざくに。まとめる。うん、きっと大だい丈じよう夫ぶ～」「みなさんすばらしいデすよー」

　オルガちゃんがまとめたところで、里子が本題に戻もどる。

「そして、南北朝の合一に成功した足利義満は、明との貿易にも乗り出します」

「元の次、だよね！」

「そのとおり。優花さん、もう中国王朝は完かん璧ぺきですね」

　優花は嬉うれしそうに表情を緩める。なるほど。こうやって誉めていくこと。このあたりは里子がうまい。

「要するに、中国との貿易を開始した、ということですね。当時の中国は、中ちゆう華か思想、いわゆる中国が一番だ、という考えがありましたから、朝ちよう貢こう貿易というかたちになります。日本が中国に対して貢みつぎ物ものをする、ということですね。厳密に言えば、貿易とは少し違うかもしれません」

「えー、そんなのズルくない？　中国が得するばっかりじゃん」

「優花さん、いい質問ですね」

　なにかこんな展開をテレビで見たことがある。いい質問、と言われた優花もなんとなく嬉しそうだ。

「貢ぎ物を受けた明は、その権けん威いを見せつけるために、何倍もの価値のものをお返しすることとしていました。なので、実際に得をしていたのは、日本、室町幕府の側、ということになりますね。権威をとるか利益をとるか。政治的にはいろいろと難しいところもありますが、このときの室町幕府は、利益を優先した、ということです」

「プレゼントされても困る！　ってトキもあったかもだね☆」

「そうかもしれません」

　くす、と優しく里子が微笑ほほえむ。なんだか見事に授業っぽくなった。展開もお見事。このあたり、里子に見習うべき点は多い。

「ちなみに陸くんは、権威を見せつけるタイプですか？」

　いったい何をたくらんでいるのか……。







　島しま原ばらの乱







「要するに、島原さんが乱れたってコト？」

「いや、これは場所の名前」

　その言葉に、優ゆう花かがきょとんとする。

「？　ヘーハチローとは違ちがうの？」

　１６３７年。島原の乱。江え戸ど時代初期の大規模な一いつ揆きであり、少年である天あま草くさ四し郎ろうを総大将とした、ということでも知られている。

「いやみなヘーハチローさん、だよね～」

　嬉しそうな鈴すず乃のには、親指を立てて応えておく。「スズさんすごいデすー」とオルガちゃんも合わせてくれる。１８３７年大おお塩しお平へい八はち郎ろうの乱。正解。確かに優花の疑問のとおり、大塩平八郎の乱には人名がついて、島原の乱には場所の名前がついている。特に考えたことは無かったが、何か基準があるのかもしれない。

「陸りくくんの言ったとおり、『島原』は場所の名前です」

　よく通る声で、里さと子こがフォローを入れる。「島原・天草の乱と言われることもあります。ちょうど、今の長なが崎さき県けんと熊くま本もと県けんのあたりですね」

「あ、長崎行ったコトある！　カステラたべた！」「いいな～」「長崎はいったことないデすねー」「カステラ、チョーおいしかった！」「いいな～」「デすねー」「あとね、坂のぼった！」「坂のまち、と言われることもありますね」「たらこは、福ふく岡おか～？」「福岡も行ったコトあるよー」「いいな～」「鈴乃さんも、きっと行くようになりますよ」「福岡に～？」「アイドルとは、ファンのみなさんに会いに行くものです」「すずのん、全国ツアーだね☆」「じゃあ、みんなのぶん、たらこ買うね～」「ゴハン炊たいて待ってるデすよー」

　……さて。おいしそうな話はひとまず置いといて。

「１６３７年、島原の乱。何かアイデアがあれば──」

「はいリッキー！　アタシ思いついた！」

　それまで別の話をしていても、すぐ応じてくれるのは優花のいいところだ。

「イチローみんな島原の乱☆」

　イチローみんな、で１６３７年。語ご呂ろ合あわせとしては正しい。とりあえず、一応聞いておくとしよう。

「……ちなみに、イチローって？」

「ほら野球の。リッキー知らない？」

「そりゃあ知ってるけど」

　野球界のレジェンドが乱を起こす事態が発生。正直勝てそうな気がしない。

「島原の乱に結びつける何かがあったほうが……」

「それはリッキーが考えてくれるよね☆」

　まあ考えないことはないけど。

「熊本は行ったコト無いよー」「わたしも無い～」「オルガはありますよー。阿あ蘇そ山ざん、おっきかったデす」「温泉もあるんですよね」「はいりましたデす。浴衣ゆかたも着ました」「温泉いいよね☆　今度みんなで行きたい！」「わたし、温泉好きだよ～」「行くときは、ちひろ先生にも声をかけましょう」「アタシ、卓たつ球きゆうチョー強いからね！」

　……どのタイミングで声をかけるべきか。いいアイデアも思いつかないし、これはこれでいいんじゃないか。イチローみんな島原の乱。どこに投げても打たれそう。

「リッキー、そろそろ思いついた？」

「……イチローみんな島原の乱、で」

　語ご呂ろもいいし。問題無いだろう。たぶん。

「じゃあアタシのアイデア採用だね☆」

「では、島原の乱が起きた背景をおさえておきましょう」

　里子は椅い子すからゆっくりと立ち上がると、「ほとんどの一揆がそうであるように、要因のひとつとして、飢き饉きんが起こったことがありました。併あわせて、キリスト教徒の迫はく害がい、これが島原の乱につながったと言われています。キリスト教が日本に伝わったのは戦国時代ですが──鈴乃さん、いつのことか覚えていますか？」

「えっと、いごよく広まるキリスト教で～、１５４９年」

「はい、すばらしいですね鈴乃さん」

「ザビエルだよね☆」

　そして優花はザビエルのポーズ。「これこれ☆」見せつけられてもリアクションに困るが──ひとまず拍はく手しゆしておこう。「そうそう～」鈴乃もあわせて例のポーズ。楽しげなのはいいことだ。「なるほど。では私も」里子が何か違うポーズをしている。両の頰ほおに手を置いて、どういう訳かうっとりした表情。これはスルーで。スルー推すい奨しよう。

　何も反応しないことに諦あきらめたのか、里子は切り替え本題に戻り、

「島原、天草というのは、キリシタン大名の居た土地です。そのため、キリスト教も広く信しん仰こうされていましたが、江え戸ど幕ばく府ふはキリスト教を禁止するようになりました。その不満が乱につながった、ということですね」

「クリスマスも禁止ってコト？」「ですね」「サンタさんは～？」「禁止です」「なら、プレゼントも？」「もらえません」「クリスマスケーキも～？」「ありません」「えー、江戸時代つまんない」「江戸時代じゃなくて良かったよ～」

「ねえオルオル、ロシアのクリスマスってどんなの？」

　急に話を振ふられたオルガちゃんは、少し困った様子で、

「すみませんユカさん、オルガ、うまれたのは日本なのデ……」

　それは初めて聞いた。なるほど、確かにそういうこともあり得る。

「じゃあ、オルオルの家、クリスマスは日本と同じ？」

　ダぁ、とオルガちゃんは頷いて、

「ロシアでは３回クリスマスがある、って聞いたことがありますけど、オルガの家は日本と同じなのデす」

「クリスマス３回？　いいなー☆　楽しそう」

「そのぶん、お正月がありますから。オルガ、おもち大好きデすよ」

「アタシもおもち好き☆」「きなこ、おいしいよね～」「おぞうにも、大好きデすー」「それでは、部でお正月もやりましょうか」「サトコ、それいい！」「いいデすねー」「ぜったい楽しいよ～」「では、陸くんがお年玉担当で」「おせち料理とかもいいよね☆」「わたし、がんばって作るよ～」「もちろん、手伝いますよ」「オルガもがんばるデすよー」

　ちょっと待った。何か聞き逃のがせないワードがあった気がするが──

「陸くん、ではそういうことで」

　どういうことで。







　黒くろ船ふね来航







　１８５３年。ペリー率いる黒船が浦うら賀がに来航。いわゆる『幕末』はここから始まる。日本の歴史の中でも、人気が高いのはこのあたり。戦国時代か幕末か。ドラマになることも多い。

「『いやでござんすペリーさん』ってのがよくある覚え方かな」

　いやでござんす。１８５３年。それなりに関連付けて覚えやすそうな気はする。

「ねえリッキー」

　はい、と優ゆう花かが手を挙げて、「『いやでござる！』は誰だれが言ってるの？」

　誰ということでも無いだろうけど、

「武士、かな……」

　あえて言えば。あるいは幕府とか。

「カイコクシテクダサイヨ～」

　里さと子こが何か言いだした。しかも変な発音で。外見が和風なだけに、その胡う散さん臭くささが際立って見える。

「ネエチョットキイテル？」

　椅子から立ち上がると、ゆっくりとこっちに近付いてきて、「カーイコークシーテ、クーダサイヨ～」そして、明らかに意図的なまばたきを数回。

　なるほど。合わせろということだな。いつもながらに説明は無く、出たとこ勝負のアドリブ任せ。さて、ここで何を言うべきかといえば、

「あの、うち、開国はお断りしてるんで……」

「カイコクイイヨー、ターノシーイヨー」

「うち、そういうのいりませんから……」

「キミモボクモ、ウィンウィンダヨ～」

「前から鎖さ国こくしてましたんで……」

「バニーラシェイク、オイシイヨ～」

「い、いやでござんす、ペリーさん……」

　ここで、里子は、ぱんと手を叩たたいて、

「はい。そんな訳で」

　何故なぜだか、心が痛い……。

「黒船来航が試験に出た際は、『いやでござんす』と言いながら、真っ赤になっている陸りくくんを思い出すといいでしょう」

　真っ赤には──なっていたのだろう。慣れないことをやらせる里子が悪い。

「りっくん、りっくん～」

　何も触ふれて欲しくないところではあるが、鈴すず乃のが声をかけてくる。

「サコクって、なに～？」

　あれ。いままで触れてなかったかな。ここは鈴乃に感謝したい。さっきの妙みようなコントから話が逸それるのは助かるところだ。

「くさりの国、って書いて鎖国」

　くさり、と呟つぶやきながら鈴乃が頷うなずく。

「文字の意味合いで言うと、閉へい鎖さとか封ふう鎖さとか」

　鈴乃の反応を確かめながら続ける。「要は、江え戸ど時代は、外国との貿易とか外交を制限してたってこと。ただ、完全に閉じてたって訳じゃなくて、中国とかオランダとか、一部の国とは交流があったけど」

「じゃあ、カイコクっていうのが、その反対で～」

「単純にいえば、もっと外国と交流しよう、っていうこと」

「じゃあ開国したほうがいいじゃん☆」

　優花は潑はつ剌らつとした声で、「国際大会とかすっごいドキドキするし☆　チョー楽しい」

　国際大会。テレビでしか聞かない単語にさらりと触れられる。中ちゆう距きよ離り陸上界期待の星、神楽かぐら坂ざか優花。プレッシャーはあまり感じないタイプなのかもしれない。

「オルオルもカイコクしたほうがいいと思うよね☆」

「デすねー」

　オルガちゃんはお盆ぼんを持ちながら、「いろんな国が仲良しなのがいいデす」そこに居るのは、メイド服に身を包んだ天使で間ま違ちがいない。

「鎖国に至った理由については諸説あります。そもそも、鎖国という呼び方が正しいのかという議論もありますね」

　里子は眼鏡めがねを整えながら、「一いつ般ぱん的には、中央集権を進めるうえで都合が良かった、幕府が貿易を管理しておきたかった、島原の乱によりキリスト教を危険視することとなった、といったことが言われています。江戸幕府、政治の安定において、はたして優先すべきことは何か？　ということですね」

「サトコ難しいよー」

　うー、と優花が不満をこぼす。

「とりあえずは、黒船の来航が開国に、そして明めい治じ維い新しんへつながった、ということをおさえておきましょう。時代が変わるきっかけとなったひとつの事件。それが黒船来航です」

「ショーグンは覚えなくていい？」

「当時の将軍は徳とく川がわ家いえ慶よしですね。黒船が来航してすぐ後に亡くなっています。蛮ばん社しやの獄ごくで触れたとしても、あまり試験には出ませんね。ちなみに子どもは27人」

　……ん？

　同じところに引ひっ掛かかったらしく、

「「27人？」」

　優花と鈴乃が声をあわせる。

　里子は、ニュースを読むアナウンサーのように淡たん々たんと、

「その父、徳川家いえ斉なりの子どもは53人ですね」

「ごじゅう～？」「ちょっとそれヤバくない？」

「もちろんフルパワーであなたと戦う気はありませんからご心配なく……」

　53人。子どもで野球チームが作れたらいいですね♥　なんてレベルじゃない。紅白戦でもまだ余り、２試合しても終わらない。

「特に徳川家斉のころ、大奥の費用、子どもの費用で幕府財政が傾かたむいた、とも言われています。前にやりましたが、寛かん政せいの改革や天てん保ぽうの改革とも関連性がありますね」

　１８４１年天保の改革。いやよいいだろ水みず鉄でつ砲ぽう。この語ご呂ろ合あわせが何やら生々しいものに思えてくるこの事実。子ども53人。規格外すぎる。

「ところで陸りくくんは──」

　なぜ振ってくる。嫌いやな予感しかない。

「オットセイは好きですか？」

「……オットセイ？」

「はい」

　なんだろう、この質問。

「どちらかと言えば、だけど」

「はい」

「好き、かなあ……」

「なるほど」

「なぜニヤリとする」







　日米修好通商条約







「あいるびーばっく」

　サングラスをかけた里さと子この背後では、オルガちゃんが、「ででんでんででん♪」と音楽をつけ、「ぱらら～♪」鈴すず乃のも入ってき「ででんでんででん♪」おお混こん沌とん。

　ここに優ゆう花かが居ればもっと混沌が増していると思われるが──今日は病院で不在。何か病気や怪け我ががあったという訳ではなく、大会前は担当医師のチェックが必要ということらしい。なんでもそうだがレベルが上がるとなんだかいろいろ複雑だ。

「優花さんからは電報が届いてまーす」

　急展開。サングラスの里子はお昼の番組の雰ふん囲い気き。「あれうまいんだよねー」どうすればいいんだ。

「という訳で──」

　里子はやり遂とげた表情で、「ペリーは戻もどってきました。そして再び江え戸ど幕ばく府ふとの交こう渉しようが始まります」とサングラスを外す。

　ということは……

「カイコクシテクダサイヨ～」

　ペリー再び。「ココロノトビラ、ヒライチャウ？」

「じゃあ、ちょっとだけ……」

「ネ、シモダ、アケチャオッカ！　ハコダテモイイデショ～？」

「でも、みんながなんて言うか」

「チョットダケ、チョットダケ」

「下しも田だと函はこ館だてだけなら……」

　黒船来航から１年後の１８５４年、江戸幕府とアメリカ合衆国が日米和親条約を締てい結けつ。下田と函館が開港され、鎖国が終わりを告げる。

　ぱぱん、とオルガちゃんが手を叩いて、

「デすが、その４年後……」

　どうやら寸劇は続くらしい。オルガちゃんとも打ち合わせ済みなら、止めてしまう訳にもいかない。

「ハリスダヨー」

　名前以外に変化は感じられないが──今度はハリスらしい。

「モットイッパイ、ミナト、アケチャウ？　イッチャウタイプ？」

「でも、ちゃんと相談しないと……」

「シカタナイヨー。アヘン、コワイコワイ」

「それなら、仕方無い、かな……？」

「チガイホーケンモ、イイデショウ？」

「よくわからないけど、じゃあ……」

「カンゼージシュケン、ベツニイラナイヨネ？」

「じゃあ、それで……」

　１８５８年、日米修好通商条約の締結。日本で初めての貿易に関する条約と言われ、治外法権を認める、関税自主権が無いなど、日本にとっては不平等な内容が含ふくまれている。

「はい、このように」

　里子はよく通る、いつもの凜りんとした声で、「ひとつのことを許すと、そのまま、なし崩くずしにいろいろと認めてしまう、ということはよくあることです。人は自らの行動の一いつ貫かん性を保ちたい、という心理があり、小さな要求を認めてしまうと、後の大きな要求を断るのが困難になります。小さな要求を積み重ねることで、大きな要求を受け入れさせる。フットインザドアと呼ばれる手法もこのひとつですね」

　里子は一度言葉を止める。そして、ゆっくりと右手を前に出して、

「フットインザドア！」

　……

　…………どうした里子。

「新たな力に目覚めた気がして」

　特に意味は無いらしい。里子は何事も無かったように、

「例を挙げましょう。そのほうがわかりやすいですね。『簡単なアンケートですぐ終わりますから』『深夜でバラエティやってるんですよ』『じゃあちょっとセクシーな感じで』『ボタン二つ。あ、三ついけそう？　いっちゃう？』」

「ちょっと」

「大だい丈じよう夫ぶ。何もしないから」

「ストップ！　里子ストップ！」

　鈴乃とオルガちゃんはきょとんとしている。よし大丈夫。大丈夫。心配しすぎかもしれないが、止めておくのが正解なはずだ。

　里子は小さく耳打ちで、

「……ダメですか？」

「ダメだろう」

「ね？　ちょっとだけだから……」

「語呂合わせとか考えてみよう」

　話題を変えて、みんなに聞こえるように。里子の流れを止めておきたい。

　１８５８年。日米修好通商条約。あるいは１８５４年の日米和親条約。

「いやゴハン、とか～」

　鈴乃の反応が早い。炭水化物の力だろうか。

「なるほど、日米ですからね」

　うんうん、と里子は頷うなずいている。

　悪くは無いけど、と前置きで、

「日米和親条約とかぶるのがちょっと……」

　いやゴハン、まで思い出したとしても、和親条約か修好通商条約かで迷ってしまう。それを解決する方法はといえば、

「いや腰こし」

　里子が不意に言い出す。

「何それ」

「日米和親条約です。１８５４年」

「修好通商条約とかぶるのは……」

「いや腰、わしの腰……」

「かなしくなってきた」

　はい、と鈴乃が手を上げる。

「通つう称しようゴハンとか～」

　すごく嬉うれしそうだ。想像の中ではいろいろ炊たきたてなのかもしれない。

「要するに、『通称』が『修好通商条約』とかかってて」

　うんうん、と鈴乃が頷く。

　いやゴハン。通称ゴハン。おそらくそんなに悪くない。

「ちなみに、正式名めい称しようは……」

「コシヒカリとか～、ひとめぼれとか～、はえぬきとか～」

　すごく幸せそうだ。これが米、炭水化物の持つちから。「やっぱり、たらことか、いいと思う～」そして関係無くなってくる。







　大たい政せい奉ほう還かん







　１８６７年。大政奉還。徳とく川がわ慶よし喜のぶが政権を朝ちよう廷ていに返上。その後、１８６８年の王政復古の大号令により幕府が廃はい止しされ、結果として、徳川慶喜は江戸幕府最後の将軍となる。

「トクガワさん多すぎるよー」

　優ゆう花かが不満をこぼす。

　将軍は権力者であり、当然日本史の舞ぶ台たいに出てくることも多い。

「まあ、江え戸ど時代の将軍だから……」

「53人も子どもいたら、そりゃトクガワさんだらけになるよー」

　おそるべし徳川家いえ斉なり。徳川家の印象を一人で持っていきそうな勢いだ。

「りっくん、りっくん」

　ちょいちょい、と鈴すず乃のがつついてきて、「いいハムな、ってどうかな～」満面の笑みを向けてくる。

　いいハムな、ってことは──

「要するに、１８６７年、ってことで」

　うんうん、と鈴乃は頷いている。

　ハム的要素が何も無いのが気になるが──ここは誉ほめるべきところだろう。散歩に行く前、玄げん関かんで飼い主を待つ子犬のように、鈴乃の目は期待にあふれている。パタパタと動くしっぽまで見えてきそうだ。

「うん。いいアイデアだと思う」

　更さらにもうひとつ、「鈴乃はすごいな」と付け加える。

「りっくんにほめられた～」

　鈴乃は嬉しそうに表情を緩ゆるめて、「ハムサンドおいしいよね～」ほんわかした空気が部室にあふれる。

「ハムサンドいーよね☆」「デすねー」「タマゴサンドもいいよ～」「例えば鈴乃さん、おにぎりと比べたら──」「どっちも好き～」「おにぎりもいいデすねー」「すずのんのお弁当、サンドイッチのときもあったよー☆」「また作るよ～」「鈴乃さんは、優花さんのお弁当も作ってるんでしたね」「うん。ひとり暮らしするときに、いろいろ作れたほうがいいかなって～」「お弁当、ホントにおいしいんだよ☆」「スズさんはすごいデすー」

　なるほど。鈴乃のお弁当づくりは、ひとり暮らしに向けての練習ということらしい。アイドル活動が忙いそがしくなれば、きっと東京に住むことになるんだろう。ぼんやりしているように見えても、鈴乃はしっかり先のことを考えている。

「りっくんりっくん」

　鈴乃は、まっすぐにこっちを向いて、「わたし、アイドルになるからね」ぎゅっと拳こぶしを固める。

　既すでに鈴乃はアイドルとしての活動をこなしているはずだが──ここは曖あい昧まいに頷いておく。トップアイドルを目指すとかみんなの偶ぐう像ぞうになりたいとかそういった崇すう高こうな意味合いでの宣言かもしれない。

　目標を公表すること。誰だれかに約束すること。それは、本人のモチベーションを維い持じすることにつながる。いずれにせよ、やる気があるのはいいことだ。

「『公おおやけ』というイメージにつなげる感じでしょうか」

「……ん？」

「大政奉還ですよ」

　里さと子この落ち着いた声が本題に戻もどす。「いいハムな、とすれば」

「あ、漢字の」

「朝廷を『公』と捉とらえても問題は無いでしょう」

　そこは里子の言うとおり。武家政権との対比で『公』というイメージも悪くない。いいハムな大政奉還。若干語ご呂ろが悪いのが難点か。

「幕府に大政奉還をすすめたのは土と佐さ藩はん、いまの高知県ですね」

「ドうぞー」

　オルガちゃんが今日のおやつを並べる。

「オレンジ？」「ぶんたんデすよー」「はっさく～？」「ぶんたんデすよー」「文ぶん旦たんは高知県の名産ですね」「わかった！　いよかん☆」「ぶんたんデすよー」文旦って、そんなにマイナーだったかな……？　とはいえオルガちゃんは笑顔を絶やさない。さすが天使は揺ゆるがない。

　里子は文旦を口に運びながら、

「坂さか本もと龍りよう馬まは知っていますか？」

「あ、名前は聞いたことあるかも☆」

　優花の言葉に、鈴乃も頷いている。坂本龍馬。薩さつ長ちよう同盟、海かい援えん隊たい、船せん中ちゆう八はつ策さく、明めい治じ維い新しん。テレビで扱あつかわれることも多く、日本史での人気も高い。

「坂本龍馬は、日本で初めて新しん婚こん旅行にいった人物としても知られていますね」

　おお、豆知識。なんか聞いたことがあるような気もする。

「はい！　アタシわかった！」

　優花が手をあげる。「新婚旅行、どこに行きたいか話そう、ってコトだよね☆」

　違ちがうんでないかな。

「そのとおりです」

　違ってなかった。

「アタシはやっぱヨーロッパかなあ」

　優花はうっとりした様子で、

「南の島も捨てがたいですね」

　里子もそれにあわせる。いつもどおりの冷静な調子ではあるが、そういったものへの憧あこがれはあるらしい。

　おそらく、この話題に混ざれる要素は無いであろう。おとなしく本日のおやつに手をのばす。文旦。さっぱりした甘さが頭をすっきりさせてくれる。

「結けつ婚こん式しきはゼッタイお城☆」「お城いいですね」「姫ひめ路じ城とか～？」「すずのん、海外のお城だよー。シンデレラ城みたいの☆」「いいデすねー」「わたし、北海道がいいな～」「鈴乃さんは国内派ですか」「イクラをね、ごはんにいっぱいいっぱいのせるとね、ぜったいおいしいよ～」「えー、ゼッタイ海外だよー。アメリカにもイクラあったし」「キングサーモンも有名ですね」「そうそう、キング──」どうした優花。なぜ止まる。「サーモンって、鮭さけのコトだよね？」「デすよー」「同じと考えても特に問題は無いかと」「だよね☆」「ね、りっくん」どうした鈴乃。「シャケと鮭って」同じものだ。「だよね～」「じゃあリッキーは？」え。「新婚旅行、どこがいい？」新婚旅行。全く想像もつかない。特に旅行が好きな訳でもなく、どこに行きたいというイメージも無い。「まあベタだけど、ハワイとか、グアムとか」思いつくのはこんなところ。別に行きたい、ということでも無いけど。「えー、それってサトコと一いつ緒しよじゃん」あ、そういえばそうか。「なるほどそうですね」なぜニヤリとする。「ぜったい北海道もおいしいよ～」「海が見える教会、っていうのもいいかも☆」「それでは陸りくくん。予約、入れておきましょうか？」待て。







　西せい南なん戦争







「……鈴すず乃の？」

「ふぇっ！」

　鈴乃が大きく体を震ふるわせる。「ご、ごめんねりっくん。わたし、つい、ウトウトしちゃって……」

　それでも、鈴乃のまぶたはまだ重そうで、小さな頭が大きく揺れる。「ふぁっ！」こんなお土産みやげがあった気がする。見ているぶんには面白いが、さすがにこれは大変そうだ。

「寝ねてていいぞ。疲つかれてるんだろ？」

「だいじょうぶだよ～。せっかく、りっくんと、」

　声がだんだんと小さくなる。「ふた、り、だか、ら～……」こくりこくりと頭が揺れる。

　おそらく限界なんだろう。しばらくすると、目がゆっくりと閉じられて、頭のてっぺんがこっちに向けられる。もともと鈴乃は真ま面じ目めなほうだが、気持ちに体がついていっていない。それだけ忙しくて、それだけ疲れているということなんだろう。アイドル。芸能活動。それはたぶん鈴乃にとっての夢だから、間ま違ちがいなくそっちを優先すべきだ。

「あぅっ！」

　変な声とともに、鈴乃が体を起こす。

「りっくん～～」

　その目は涙なみだで潤うるんでいて、「寝そうだったら、起こして～」なんだかもう必死な感じになっている。

「仕方ない。眠ねむいときはある」

「ぎゅー、ってしてもいいから～」

「……ぎゅーって？」

　抱だき締しめろ、ということだろうか。前からそうだが無防備すぎる。

「ほっぺとか～」

「それはダメだろう」

　アイドルの顔に何かあったらどうする。

「うぅ～～！」

「ちょっと待て！　ストップストップ！」

　鈴乃は自分で自分の頰ほおをつねっている。両手で。両の頰を。ぎゅーっとしている。「落ち着け鈴乃！」慌あわてて隣となりに行く。なんとか、頰から手を離はなさせることには成功したが──割と力が入ったのか、頰は明らかに赤くなっている。

「だって～」

　言いながら、鈴乃の目はもう閉じられていて、「りっくんと～」小さな子どものように、イヤイヤと体をよじらせる。「いっしょにいくの～」どこに行くのか。やはりもう限界だ。眠ねむ気けの限界。鈴乃は半分寝ね惚ぼけている。

「大だい丈じよう夫ぶ、大丈夫だから」

　ぽんぽん、と鈴乃の背中を叩たたく。

「だってぇ～」

「ここに居るから。な？」

　頰に触ふれる。鈴乃の頭はやはり小さい。昔、こんなふうにしていたことを思い出す。そのときと印象はあまり変わらないが──もう鈴乃は芸能人で、テレビの向こうのアイドルだ。例えばこんな姿を写真に撮られても、いわゆるスキャンダルというやつになるのかもしれない。

「えへへ～」

　鈴乃が目を開ける。安心したように、「みつけた～」と表情を緩ゆるめる。

　……かくれんぼでもしているんだろうか。

「じゃあ、つぎは、りっくんが～」

　かくれんぼは意外に正解なのか。寝惚けていればなんでもアリだ。

「ねんごうを……」

　……年号？　なんだかいろいろ混ざっている。「かんがえる、ばん……」そのまま、こてん、と体を預けてくる。

　ふわふわした鈴乃の髪かみがくすぐったい。はたしてアイドルという存在がこんなに無防備で良いものか。そんな疑問はともかくとして、鈴乃の口は拭ふいておこう。アイドルというより人として。あるいはシャツの安全のため。

　さて。

　ハンカチをポケットにしまいながら考える。鈴乃が起きるまでというより──みんなが来るまでこの体勢で我が慢まんするとして。

　ふと、鈴乃の言葉を思い出す。年号。動けないなら、せめて頭の中だけでも動かすことにしよう。

　１８７７年。西南戦争。西さい郷ごう隆たか盛もり。明治維新後の士族の反乱。鈴乃が覚えるのなら、何か食べ物に絡からめたほうがいいかもしれない。
















「……いいバナナ」

　ぴくり、と鈴乃が反応する。少し、口元が緩んだ気がする。眠っていてもこの反応。バナナの強さを思い知る。西郷隆盛いいバナナ。西南戦争いいバナナ。語ご呂ろは悪くないが、西郷隆盛や西南戦争とバナナを結びつける何かが欲しい。

「……最終回ですか？」

　寝ている鈴乃に気付いたらしく、里さと子こは声をひそめて部室に入ってくる。

「…………最終回って何」

「陸りくくんの雰ふん囲い気きが」

「何それ」

「俺は本当は気付いていた。だけど気付かないふりをしていたんだ……」

　これはもう放置するしかない。

「ところで、いいバナナとは」

「あ、さっきの」

　聞いてたのか。「食べ物ネタのほうが、鈴乃にはいいかと思って」

「なるほど、鈴乃さんに」

「そうそう」

「陸くんのいいバナナが」

「違ちがう」

　すみません、と里子は呟つぶやいて、「そうでもないバナナが」

　これはもう放置するしかない。

「陸くん、ポイントは、西南戦争や西郷隆盛というキーワードと、『いいバナナ』をどう結びつけるか、ですよ」

　話題が戻もどってきた。

「西南戦争いいバナナ」

　それはさっき考えた。

「モリモリしているいいバナナ」

　これは、隆盛、とかけてあると考えよう。

「性なるモリモリいいバナナ」

　これは放置。間違いなく放置。

　里子は、静かに、ゆっくりと椅い子すに座りながら、

「鈴乃さん、疲れてるんですね」

「まあ、家に帰って寝たほうがいいとは思うけど……」

「起こすのもかわいそうに思えますね」

　里子は、鈴乃の寝ね顔がおをのぞきこんで、「陸くんの胸で眠るのが、きっと心地ここちいいんでしょう」

　厳密に言えば、鈴乃は椅子に座ったままであり、その上半身をこっちが右手で支えている。腕うでで眠るというのが正確ではあるが、訂てい正せいまではいいだろう。おそらく里子もわかったうえで言っている。

「ドキドキしません？」

　里子は少し身を乗り出してくる。

「……何が？」

「鈴乃さんが傍そばにいること」

「そういうのは別に」

「現役アイドルでも？」

「まあ、前から知ってるから」

「鈴乃さんのことが好きな人が、日本中にいても？」

「……別に、人気は関係ないだろ」

　他のやつから人気があるから。現役アイドルでテレビに出てるから。そんなことで好きになるとか、付き合いたいとか、親しくなりたいとか、そういうのは違うだろう。

　鈴乃のことは昔から知っていて、ここ『しけたい』では先生役と生徒役。特にそれ以上の想いは無い。

「まあ、鈴乃は身内みたいなもんだから」

「身内」

「家族に近いというか……」

　なるほど、と里子は何か納得した様子で、

「陸くんは、身内への想いが強いんですね。家族とか、親しん戚せきとか、もっと広く言えば──友人とか、仲間とか」

「それは──」

　そうなのかもしれない。特に意識したことは無いけど──そういうところがあるんだろう。少なくとも、第三者の里子に伝わるぐらいには。自分でも気付いていないだけで。おそらくきっと無意識に。

「それなら、陸くんとは、親しくなりすぎないように注意しないといけませんね」

「どういう意味で」

「それは秘密です」

　女の子の秘密、知りたいですか？　里子はからかうように続ける。こんな調子はいつものことで、いつものようによくわからない。それからひととおり、やはりよくわからないやり取りが続いてから、

「とうとう明日あしたですね」

　明日というのは、優ゆう花かの記録会のことだ。里子と鈴乃は予定があって、オルガちゃんと二人で見に行くことになっている。

「楽しみですか？　初デート」

「オルガちゃんの」

「陸くんの」

「まあ、それでもいいけど……」

　何をもってデートと呼ぶか──なんて、考えてみても仕方ない。オルガちゃんがデートと言うならそれはデートで間ま違ちがいない。高校時代の初デート。そういうことにしておこう。

「おやつは２００円までですよ」

「持っていかないから」

「バナナはおやつに入りませんよ」

「持っていかないから」

「西南戦争？」

「……いいバナナ」

「ほら、つながりました」

　里子がいたずらっぽく微笑ほほえむ。会話に脈みやく絡らくが無いが気にしないでおこう。

「性なるモリモリ？」

　気にしないでおこう。







　エピローグ







　記録会当日。

　現地集合というムードも何も無い待ち合わせではあるが、そもそもこれがデートなのかということもある。ムードはともかく、携けい帯たい電でん話わという文明の利器を持ち合わせていない以上、わかりやすい待ち合わせ場所でオルガちゃんと確実に会うことが何より重要だ。

　快晴。見み渡わたす空はどこまでも青。それでも暑すぎることはなく、時折吹ふく風は涼すずしくて心地いい。こんな中で走るのは、きっと気持ちがいいだろう。一番になれる才能があるならなおさらだ。

「リクさん、お待たせしました」

　競技場の入り口前。待ち合わせ時間にはまだ早いが──そこはオルガちゃんの性格だろう。薄うすい色のワンピースに大きな帽ぼう子し。オルガちゃんがそこに居ると、周りがさわやかな高原であるかのように思えてくる。

「大だい丈じよう夫ぶ。いま来たところだから」

　こうした返しはお約束。デートといえばこの台詞せりふ。

「じゃ、さっそく入ってみる？」

　ダぁ、とオルガちゃんは微笑む。この笑顔を休日も見られる、というだけでも来た価値はあった。誘さそってくれた優ゆう花かに感謝しておこう。

「晴れて良かったデすね」

「楽しみだった？」

　オルガちゃんは、帽子をおさえながら頷うなずいて、

「これもリクさんのおかげ、デすよー」

「ん？　天気のこと？」

「今日のこと、デすよ」

　リクさんには感謝なのデす、とオルガちゃんは続ける。

　おそらく、試験のことを言っているのだろう。ひとまず、優花と鈴すず乃のは追試に合格できた。だからこそ記録会に出られた、ということは確かにある。ただそれは、二人がちゃんと努力したことや、里さと子この的確な指導と対策によるものが大きい。自分が『しけたい』に必要なのかも、正直少し疑わしい。

「オルガ、ユカさんが走るのを見るの、はじめてデす」

「やっぱり速いかな」

「一いつ緒しよに応おう援えんしましょう。がんばれーって」

　高校陸上界期待の星。五輪も狙ねらえるアスリート。応援してもしなくても、きっと優花は勝つんだろう。勝つのが当たり前。おそらくそんなレベルだ。

「ここまでは車で？」

「おじいちゃんに送ってもらいました」

　オルガちゃんは楽しげに、「でも、デートなのは秘密なのデす」

　なるほど。もし自分がオルガちゃんの親だとして、デートに行くと言われたら──ちょっとそれは待てと言うに違いない。親同どう伴はんでないとダメだと言うかもしれない。

「リクさんは、デート、はじめてデすか？」

「まあ、そんな感じ」

「スズさんとは？」

「あー、ちっちゃいころならあったかもだけど……」

　小学生の夏休みに、鈴乃とふたりで地元の祭りに行ったことがある。りんごあめやら綿あめやらを買ってやったことが嬉うれしかったのか、大きくなったら結けつ婚こんしようね～、という問題発言があったことを覚えている。あのころから変わらず、鈴乃は食べ物に弱い。

「スズさんとは、おさななじみなんデすよね」

「んー、小学校くらいまで、ではあるけど」

「デも、高校でまたあえました」

「部活で会うだけだよ。鈴乃も忙いそがしいし」

「デも、覚えてて、ちゃんとあえて」

「そりゃあ、忘れたりはしないけど」

「いままデの思い出も、ちゃんとあって」

　いいなぁ、とオルガちゃんは呟つぶやいてから、「いいなーって思います。そういうの」右手で帽子を整える。その声は、少しさみしそうにも聞こえる。

「……オルガちゃん？」

「すみません。なんデもないデす」

　顔を上げたオルガちゃんの表情には、憂うれいも曇くもりも見られない。ある程度、表情を作るのにも慣れているのかもしれない。飛び級の天才。大おお熊くま野のオルガ。その才能を活かすために、犠ぎ牲せいにしていることもあるんだろう。我が慢まんすることも多いのかもしれない。

「手とか、つないでみる？」

　オルガちゃんは、一いつ瞬しゆんきょとんとして、

「オルガ、迷子になったりしないデすよ？」

「いや、そういうことじゃなくて」

　オルガちゃんの高校生活がどれくらいあるのか。それは知らないけれど──今日のこの日も、ひとつの思い出になるのかもしれない。

「デートだから、手をつなぐ。どう？」

　言いながら、足を止める。

　オルガちゃんも足を止めてくれるが、どこか思考も止まった雰ふん囲い気きがある。失敗だっただろうか。デートっぽい設定を、楽しんでくれるかもと思ったのだけど。

「いやもちろん、嫌いやだったら別に──」

「つなぎます！」

　いつになく、オルガちゃんの声が大きい。

　差し出した左手に、オルガちゃんの右手がゆっくりと触ふれてくる。その小さな手は少し冷たい。視線を上げるオルガちゃんは、照れくさそうにも見える。

「それじゃ、行こうか」

　ダぁ、とオルガちゃんが微笑んで、ふたたび歩き始める。オルガちゃんの歩ほ幅はばに合わせて、あまり急ぎすぎないように。

「これで、少しはデートっぽいかな？」

「ダメですよリクさん」

　オルガちゃんは、きゅ、と手を握にぎって、「これはデートなのデす。デートっぽい、じゃなくて、デートですから」

「……了りよう解かい」

　オルガちゃんの横顔は嬉しそうで、なんだかこっちも嬉しくなってくる。もちろん、これはデートで間違いない。オルガちゃんが言うなら、間違っているはずもない。

　国体にあわせて作られた陸上競技場は、その規模も大きい。トンネルのような通路をくぐり、ひとつひとつ階段をのぼると、視界が大きく明るく開ける。一瞬、吹き抜ぬける風を感じると、鮮あざやかな緑の芝しば生ふと赤茶色のトラックが目に飛び込んでくる。

「きれいデすねー」

　オルガちゃんも同じことを思ったらしい。競技場の外から中へ。まるで、別の世界に来たようにも思える。観客席は少し高く、トラックが見渡せるようになっている。ウォーミングアップをしている選手も居るが、優花の姿は見つけられない。

「ユカさんは、まだみたいデすね」

　まだ来ていないのか、それとも別の場所に居るのか。レース前に集中を高めている、ということもありそうな気がする。

「探してみる？」

　オルガちゃんは、少し考えてから首を振ふって、

「邪じや魔まになったらいけないデすから」

　そういうの、優花は気にしないタイプにも見えるけど──

「まあ、そのほうがいいのかな」

「そのぶん、応援しましょう！」

　オルガちゃんのテンションが少し高くなっているのは、やはり独特の雰囲気があるからだろう。トラックに居る選手たちはみな真しん剣けんで、どこか張りつめた空気がある。

　しばらく、そんなトラックの様子を見ていると、

「リクさん、リクさん」

　触れた手に、小さな力が加わる。「ユカさん、勝ちますよね？」

「あー……」

　なるほど。言いたいことはわかる。ここから見ていると、なんだか他の選手がすごそうに見える。隣となりの芝しばは青い。そういった心理的要素もありそうな気はするけれど。

「あの人とか、すごく、大きいデす……」

　小こ柄がらな優花より大きな選手はもちろん居て、なんだか速そうに思えてくる。体の大きさが違ちがえば、踏ふみ出す一歩の大きさも当然違うはずだ。

「勝つよ、優花は。それでも」

　ここは、不安そうなオルガちゃんにはっきりと答える。

　スポーツはわかりやすい。実力のある人間が勝つ。才能のある人間、と言いい換かえてもいいのかもしれない。結果はいつだってシンプルだ。

　才能のある人間は当然に努力もしていて、凡ぼん人じんが努力だけで結果を覆くつがえすことはできない。ここに居る選手も、学年で一番とか、学校で一番とか、それなりに速いのかもしれないが──決して、大きな差が偶ぐう然ぜんに覆ることはない。

「メールして、元気づけてみる？」

　あ、とオルガちゃんの表情が明るくなって、

「メールくらいなら、いいかもデすね」

「まあ、読まないかもしれないけど」

「負担にはならないデすよね」

「来たことを伝える、くらいでもいいかも。優花なら、きっと喜ぶから」

　ダぁ、とオルガちゃんは座って、携けい帯たい電でん話わを取り出す。オルガちゃんが持つと、なんだか携帯電話が大きく見える。両手で文字を打つ様子はかわいらしいが、この調子だと少し時間がかかるかもしれない。邪魔にならないよう、数歩離はなれて周りを見み渡わたす。

　まだ開始までは時間があるが、思ったよりも観客席に人が来ている。それなりに規模の大きな大会なのかもしれない。

　カメラを構えているのは選手の親だろうか。高校生くらいの女の子は、きっと友達だろう。茶ちや髪ぱつで、明らかに怪あやしいサングラスの女性は──優花の関係者に違いない。こっちの視線に気付いて顔を逸そらすとかあからさますぎる。

「ジュースとか、買ってこようか？」

　オルガちゃんは顔を上げて、

「あ、それならオルガも──」

「いいよ。買ってくるから。何がいい？」

　そのほうがデートっぽい──気がする。「もちろん、彼氏のおごりで」ここまで言ったほうが、きっとわかりやすい。

「それなら、お願いします」

　察してくれたのか、オルガちゃんも楽しげに、「オレンジで、しゅわしゅわしないの。いいデすか？」

「了解。じゃ、行ってくる」

「気をつけてくダさいね」

「そっちも。変な人についていかないように」

「……オルガ、子どもじゃないデすけど」

　ぷー、とふくれるオルガちゃんが可愛くて、つい口元が緩ゆるんでしまう。

「ナンパとかあるかもしれないから」

「ここで、デすか？」

　オルガちゃんは、おかしそうに笑みをこぼす。まあ、青空の下もと、陸上競技場でナンパというのもなかなか無いだろうけど。

「はやく帰ってきてくダさいね。彼女を待たせるなんて、最低デすから」

　彼女、というフレーズにはにかむオルガちゃんはとびきり可愛い。間ま違ちがいない。今日はいい休日だ。

「もちろん。早く帰ってくるよ」

　自じ動どう販はん売ばい機きはすぐ近くにある。用件も──おそらくすぐに済むだろう。あんなにわかりやすい格好をしているのだから、見つからない、と思っているはずもない。







　背後に人の気配を感じる。

　自動販売機の前。もちろん順番待ちの可能性もあるが──

「里子だろ？」

　振り向かないまま、声をかける。足音でそこに居るのが誰だれなのかわかる、というほど達人でもない。ただそれでも、確信がある。観客席に居た、大きなサングラスの女性。髪かみ型がたが違うとか服装がイメージと違うとか、外見上、いつもと異なる要素はいくらでもあった。ただそれでも、遠目でもすぐに里子とわかった。何故なぜなのか、と問われると難しいが。

「いつ、気付いたんですか……？」

　聞き慣れた声が返ってくる。落ち着いた、よく通る声。

「そりゃあ、まあ」

「私が──双ふた子ごだということに」

「そういうの違う」

「入いれ替かわりトリックが」

「どこにその要素が」

「恋れん愛あいってミステリー」

「何か言いだした」

　ゆっくりと振り返る。ふわふわした明るい茶髪に大きめのサングラス。胸元を大きく開けたＴシャツは目のやり場に困るが──こうして向かい合えば、それが間違いなく里子だとわかる。

「やはり、胸ですか」

「違う」

「サラシを巻くべきでしたね」

「やめて」

「『また、育っちまったな……』」

「やめなさい」

「ならどうしろと」

「どうもするな」

　そして会話もいつもどおり。『しけたい』に居るときと変わらない。予定が変わったのなら、普ふ通つうに来ればいいのにと思う。連れん絡らくなら、オルガちゃんに入れればいい訳で。

「染めたのか？」

「加賀友ゆう禅ぜんを？」

「なぜ染め物の話に」

「違いましたか」

「髪かみ。それ」

「ああ、ウィッグですよ」

　ちょいちょい、と里子は自分の髪に触ふれる。「わかりやすく言うと、ヅラですね」

「ヅラ言うな」

　まあわかりやすいけども。

「丁てい寧ねいに言ったほうが？」

「まあそうかな」

「おヅ──」

「やめて」

　そこはカツラだろう。なぜヅラを丁寧に言う。

「こういうの、似合います？」

　里子は黒髪の印象が強いが、こうして見れば茶髪にも違い和わ感かんは無い。もともとスタイルが良いだけに、細身のジーンズも足が長く見える。

「まあ、似合ってなくはない」

「茶髪も？」

「それなりに」

　なるほど、と里子は頷うなずいて、

「陸りくくんがそう言うということは、似合っていると解かい釈しやくしましょう」

　サングラスを外して、いつもの眼鏡めがねにかけ直す。怪しげなサングラスよりはいいと思うが、この格好なら眼鏡も無いほうが──とは言わないでおこう。

「これで明日あしたから髪を染めると可愛いと思いますか？」

「何か言いだした」

「しかしそういう訳にもいきません。それは──ヒロインが眼鏡を外してしまうようなものですから」

「なんだかよくわからんが、好きにしてくれとしか……」

　いかん。会話がいつもの里子のペースだ。このままだといつ終わるかわからない。オルガちゃんを待たせる訳にはいかない。聞くべきことを聞いておこう。

「今日はどうして？」

「？　なんのことですか？」

「予定が変わったとか？」

「特に予定はありませんでしたが」

　あれ？　何か食い違う。

「今日、確か予定があるから来れないって──」

「ああ、そうでしたね」

　里子は淡たん々たんとした調子で、「あれは噓うそです」

「……え、なんで？」

　意味がわからない。

　例えば理由があるとしたら、優花が嫌いやがるとか？　いや、これは無さそうだ。鈴乃や里子が来られないことは、優花も残念がっていた。だとすれば、俺とオルガちゃんの二人でデートさせたいとか。これはあり得るような気もするけど──

「鈴乃さんが、さみしいかと思って」

「……鈴乃が？」

　出てくるのは予想外の言葉で、

「一人だけ仲間外れというのは、きっとさみしいですから」

　……なるほど。確かに、日程の都合上、仕事があって来られない鈴乃は明らかにかなしそうだった。『しけたい』のみんなが行ってるのに、という想いはあるのかもしれない。ただそれでも、

「鈴乃は、そういうの気にしないと思うけど。アイドルの仕事を優先すべき、ってことは、わかってることだろうし」

　何を優先すべきか。鈴乃にとって、それは明らかなことだ。

「それはそうかもしれませんが──」

　里子は、かすかに目を伏ふせて、「自分ならさみしいなって。それだけです。私が、いろいろ考えすぎなのかもしれません。気にしないでください」

「いや、別にその、里子のやってることが悪いって訳じゃなくて」

　なんだろう。いつもの雰ふん囲い気きと違ちがうと、それはそれでやりにくい。「えーと、その、ああ、そうそう、オルガちゃんが気にしてたけど、優花、勝つかな、今日。いや、たぶんというか絶対勝つだろうなとは思うけど……」

　なんだか何を言っているのかわからなくなってくる。いやあれだ。こっちは悪くない。柄がらにもなくしおらしくなる里子が悪い。そのはずだ。

　くす、と里子は小さく笑みをこぼして、

「大だい丈じよう夫ぶですよ陸くん。ちょっとした演技ですから」

「……え、ああ、そう」

　演技には──見えなかったけれど。もちろん根こん拠きよも確信も無い。ただ、これまでとは何か違う気がした。本当に、なんとなく。言葉にするのは難しいけれど。

「さて、優花さんが今日勝てそうか、ということですが──」

　里子は、いつもの凜りんとした声に戻もどって、「わかりませんね。正直なところ」

　……まあ、別に答えを期待した問いじゃない。勝負事はやってみないとわからない。そういう意味だろうか。

「同じ地域に有力な選手が複数いる、というのはよくあることです。切せつ磋さ琢たく磨ますることによって能力が開花する、ということもあるのかもしれません」

「……つまりは、どういう」

「今日の記録会には、優花さんの他にも、速い選手がいます。昨年の高校総体３位入賞。ただし、その選手は当時２年生だったので、今は高校ナンバーワンかもしれません」

「……情報量すごいな」

　事前に調べたんだろうか。里子なら、やりそうな気もするけど。

「単純に、優花さんから直接、ですよ。ただそれでも、陸くんとオルガさんが見にくるから、絶対に勝つんだって言ってました。絶対に、一番になるんだって」

「……タイム的には？」

「その選手のほうが速いですね」

「……そっか」

　優花は負けるかもしれない。でもそれは、仕方の無いことだ。オルガちゃんはがっかりするかもしれないけれど──強い選手が勝つのは仕方ない。そういうものだ。

「いまから、陸くんが声をかけてきたら、勝つかもしれませんよ？」

　里子が言うが──本気でそう思っている訳でも無いだろう。誰かが見てるから勝てるとか、応おう援えんしたから勝てるとか、そんな甘いもんじゃない。それはきっと里子もわかっている。あとは本番で実力が出せるか。そこに尽つきる。

「まあ、邪じや魔ましないようにしとく」

「そうですか？」

「きっと、いま、優花は集中してるだろうし」

「例えば、陸くんが声をかけて、不安が消えた優花さんが勝利。そして二人は恋こいに落ちるという展開が──」

「無いな」

「無いですか」

「無い」

「わかりませんよ？」

「無いと思う」

「無いんじゃないかな」

「ん？」

「ま、覚かく悟ごはしておけ」

「何を言っている」

　そろそろ、もういいだろう。なぜ里子がここに居るのかという、ひとまずの疑問はとけた。あまり長くなると、オルガちゃんに怒おこられるかもしれない。なにしろ今日はオルガちゃんが彼女だ。

「それじゃ、戻るから」

　歩き出そうとしたところで、不意に服の裾すそをつかまれる。

「え？　あ、」

　見れば、里子はどこか思いつめたような表情で、

「陸くん、あの──」

　やっぱり、今日の里子はどこかおかしい。何か、言いたいことがあるんだろうか。

「優花さんのルートが分ぶん岐きする重要な選せん択たく肢しかもしれませんよ？」

「……ルートとか言うなよ」

　ひとまず戻ろう。オルガちゃんのところへ。里子が、何かこっちに伝えたいことがあるとしても、それは後でもいいだろう。







　一いつ般ぱん的に、勝負ごとというものは人の目を惹ひきつける魅み力りよくがある。応援している誰だれかが居るならそれはなおさらのことで、レースが開始してすぐに、オルガちゃんと二人、できるだけトラックの近く、最前列の手すりまで出てきている。

　鐘かねが鳴らされる。ラスト１周。

　優花の姿はよくわかった。ギャル界最速トリプルユカ。その名のとおり、観客席からもよくわかるほど、他の選手とは異質で、目立っていた。もちろん、見た目だけでは無く、その実力もたいしたもので、圧あつ倒とう的だった。まるで重力を感じさせないような、軽かろやかなフォーム。時計のように正確なリズム。既すでに周回遅おくれの選手も出てきている。並走しているあの選手がいなければ、安心して見ていられたのだろう。はじめにオルガちゃんが見つけた、大きな選手。里子が言っていた、あの選手。

「ユカさん、がんばれー!!」

　声は届くだろうか。聞こえることがあるだろうか。ほんの数メートル先なのに、向こうはまるで別の世界のように思える。才能の爆ばく発はつと、努力の結けつ晶しよう。それはとてもキラキラしていて、何か、自分からはとても遠いもののように思える。

「ユカさん、がんばれー!!」

　なかなか差はつかない。二人の実力は拮きつ抗こうしている。ただそれでも、誰かが一番になれば、他の誰かが一番になることはない。最後に勝負をわけるのはなんだろうか。背が小さいぶん、優花のほうが体力を使うかもしれない。

「ユカさん、がんばれー!!」

　最後の直線に向かうカーブ。一いつ瞬しゆん、大きな選手が前に出る。肩かたがあたって、優花がぐらつく。オルガちゃんが悲鳴に似た声をもらす。なんだあれは。反則じゃないのか。負けるな。もうすぐ。あと少し。がんばれ。あと少しだ。

「優花、あと少し！」

　自然に声が出ていた。「あと少し！　負けんな！」周りの目は、気にならなかった。吐はき出した想いは、止まらなかった。

　最後の直線。観客席から、一番近くなる。もう、その差はほとんど無くなっている。あと少し。ほんの少しだ。
















「ユカさーん!!」

「負けるな！　ぜったい勝てる！」

　どうしてこんなに応援してるのか。声を張り上げているのか。よくわからなかった。応援なんて届かない。意味がない。才能のある人間が勝つだけ。ただそれだけ。自分には関係のない遠い世界。そんなことはわかっているが──それでも。

「「がんばれ────────────────────────！！！」」

　最後の最後に、優花の体が前に出て。

　そしてそのまま──

「勝ちました！」

　オルガちゃんが喜びを爆発させる。きゅ、と服をつかんできて、「リクさん、ユカさんが勝ちました！　ユカさんすごいデす！」それから、両手をあげてバンザイをする。「やりました！　勝ちました！」

　最後の一歩。優花が抜ぬけ出した一瞬。

　応援が背中を押した──なんてことは無いだろう。応援してもしなくても、優花はきっと勝っていた。それだけの才能があって、それだけの努力もしている。それに見合った結果が出ただけのことだ。応援なんて、何も関係ない。

　ただそれでも──気分は、悪くなかった。気持ちよかった。ひさびさに大きな声を出したからだろうか。胸の高鳴りは、なかなかおさまらなかった。







　オルガちゃんとは、デートらしく、喫きつ茶さ店てんに寄ってから別れた。会話はほとんど、今日の記録会のことだった。競技場が綺き麗れいだったこと。優花がすごかったこと。はじめて見た陸上競技は、とても面白かったこと。高こう揚ようした雰ふん囲い気きで話すオルガちゃんは、やはりかわいかった。良い休日だった、と心から思った。

　喫茶店を出たところで、後ろから声をかけられる。

「私です」

　店の中に居たことは知っていた。茶ちや髪ぱつにサングラス。隠かくれて来ていた飯いい塚づか里子。オルガちゃんに知らせても良かったが、なんとなく止めておいた。

「コーラ　おいしい　です」

「何を言っている」

（……きこえますか……きこえますか……陸くん……）

「何か言ってくれ」

「……注文が多いですね」

　普ふ通つうにしてくれたら、それでいいんだけど……。

「じゃあ、どこに行きましょうか？」

　里子は、サングラスを眼鏡めがねに替える。それから、茶髪のカツラもカバンに押し込んで、準備万ばん端たん、といった雰囲気。

「……何かあるのか？」

　はい、と里子は大きく頷うなずいて、

「陸くんと、私のデートが」

「無い」

「無いですか」

「帰るのが遅おそくなる」

「大だい丈じよう夫ぶですよ」

　里子は、にこ、と微笑ほほえんで、「今日は家に、誰もいませんから」

「そういうの違ちがう」

「終電、無くなっちゃったね……」

「そういうのも違う」

「がまん、しなくて、いいんだよ……？」

「違うから」

「……注文が多いですね」

「里子」

「どうしました？」

　これはもう、こっちから切り出したほうがいいだろう。

「……何か、言いたいことがあるんじゃないのか」

　いや、別に無ければいいけど、と念のため付け加える。

　やはり、里子の様子がいつもと違う気がする。こんなやり取りはいつもどおりではあるけれど──何か伝えたいことがある。そんなふうに見える。

　里子は、静かに一歩離はなれる。傾かたむいた太陽が里子の後ろにあって、少しまぶしい。里子の表情が、よく見えなくなる。

「──りっくん」

　いつもの、落ち着いた、よく通る声で。

　部室に居るときと同じ、凜りんとした声で。

「……何その呼び方」

「昔みたいに呼んでみただけです」

　かすかに、里子が儚はかなげに微笑むのがわかる。その様子は、日暮れの近い、さみしげな周りの雰囲気によく合っている。

「呼び方、鈴乃さんに取られてしまいましたね」

　りっくん。

　ちー姉。

　そんなふうに呼んでいた幼おさな馴な染じみの女の子と、目の前の里子が重な──

　──らない。

　重ならない。

「そんな事実は無い」

「ありませんか」

「ありません」

「実はここまで、幼馴染イコール鈴乃さんという記述は無く……」

「事実を曲げない」

　そうですか、と里子は言って、芝しば居いがかった調子で溜ため息いきを吐いてから、

「叙じよ述じゆつトリック的でいいかと思ったのですが……」

「なぜトリックの必要性が」

「トリックはいらないとでも言うのですか」

「まあ、それはそうだろう」

「殺人事件はＮＧだとでも──」

「ちょっと待って。待った。待って」

　なんだか訳がわからない。ともかく本題に戻もどそう。ひとまず。

「さっきも言ったけど──何か、用があるんだろ？」

「別にありませんが」

　里子はさらりと答える。

　……そう、なのか？　本人がそう言うのなら、それでもいいけど。

「ただ、陸くんと、おしゃべりがしたかっただけです」

　ただおしゃべりがしたかった。そういえば、鈴乃もそんなことを言うことがある。女の子っていうのは、そういうものなんだろうか。

「そうですね。それだけです」

　何か噓うそを言っているようには見えない。「今日は、とてもいい休日になりました」声もいつもの落ち着いたもので、何も変化は無い。もちろん、噓が見み抜ぬけるかといえば、特に自信は無いけれど。

「じゃあ、もういいか？」

「そうですね」

「送らなくても？」

「バスで来ましたから。陸くんは自転車でしょう？」

「……なぜ知っている」

「私、陸くんのこと、ずっと見てたから……」

「ちょっと怖こわい」

「ずっと見てた。ぜんぶ知ってる。なのに、なんで、あんな女に……！」

「怖いから」

「じゃあ、このへんで」

「そうだな」

「また明日あしたですね」

「明日は日曜」

「ずっと見てるから、つい……」

「やめて」

「冗じよう談だんですよ。では、また明後日あさつて」

「また明後日、部室で」

　そう言って、歩き出そうとしたとき。

「あ、陸くん、そういえば」

　不意に里子が呼び止める。このパターンは、前にもあった気がする。

「陸くんを『しけたい』にって頼たのんだの、私です」

　さらりと。まるで、簡単な英語の訳を読み上げるように。

　黄昏たそがれに、里子の声はよく似合う。まるで現実のものでは無いように、ぼんやりとその言葉を聞いている。

「陸くんじゃなきゃ、ダメだって。ちひろ先生にお願いして、無理を言いました。陸くんに、会いたかったから。陸くんと、話がしたかったから。陸くんが忘れていても──私は、一度だって、忘れたことなんて、無かったから」

　どこまでが本当で、どこまでが噓なのか。まったく何もわからない。

　一いつ瞬しゆん、沈ちん黙もくがあって。

　それから、里子の唇くちびるがゆっくりと開いて、

「だから、私は、ずっと──」

「りっくん～～～～～～～～～～～～～!!」

　声が聞こえて、振ふり返かえる。

　鈴乃が走ってくる。両手に紙かみ袋ぶくろを提さげて走る様子はいかにも危なっかしい。

「ごめん、里子、ちょっと──」

「はい。大丈夫ですよ」

　鈴乃はいまにも転んでしまいそうで、見ていられない。こっちが動いたほうが絶対に安全だ。すぐに駆かけ寄より、立ち止まると、鈴乃も足を止め──ない。止めない。見えていないのかそのまま通り過ぎる。

「ちょっと待て！　鈴乃！　ここ！　ここだから！」

「ふぇっ？　あ、」

　りっくん～、と不安定な走り再び。まあこの距きよ離りなら大丈夫だろう。

「あのっ、あのね、お仕事、がんばって、終わらせて～」

　明らかに鈴乃の息は上がっていて、「ユカちゃんのこと、応おう援えんしたかったから、がんばって、いっぱい、走って、でも、わたし、遅いから、間に合わないって、思ったけど、でも、ひょっとしたらって、もしかしたらって、思って～」

　鈴乃が顔を上げると、汗あせがその頰ほおをつたって落ちる。一いつ生しよう懸けん命めいなのがよくわかる。鈴乃は昔からそうだった。だからこそ、アイドルで成功しているのかもしれない。
















「いっしょに応援、したかったんだけど、やっぱり、間に合わなかった～」

　鈴乃が小さな笑みを浮うかべる。どこか困ったような、泣き出しそうな、そんな笑顔。仲間はずれは、きっとさみしいから。そんな、里子の言葉を思い出す。

「勝ったよ、優花。最後の最後で一番になった」

　言いながら、ぽんぽん、と鈴乃の頭を撫なでる。「きっと、鈴乃が応援してたから。声が、優花に届いたんだと思う。最後に、優花の背中を押したんだと思う」

　我ながら、勝手なことを言っているとは思うが──がんばった鈴乃に、これくらい言ってもいいだろう。そういうことにしても、きっと優花は許してくれる。

「……ユカちゃん、勝ったの？」

　大きく頷うなずくと、それに応えるように、鈴乃の表情が、ぱあっと明るくなって、

「やった～！　ユカちゃんが勝った～！」

　両手を勢いよくあげて、バンザイをする。リアクションがまるでオルガちゃんと同じなのは、まあ良しとしても──持っていた紙袋が宙を舞まっていて、

「……鈴乃、荷物が」

「え!?　あ！」

　慌あわてて、鈴乃は落ちた紙袋を取りに行く。意外と重くは無いらしい。だとすれば、あの不安定な走り方が自然なんだろうか。鈴乃の毎日が不安だ。

「中身、大だい丈じよう夫ぶだったか？」

　ふと見れば、里子はもう居なくなっている。鈴乃に気を遣つかったのかもしれない。そういうことなら、ここに来ていたことも、言わないほうがいいだろう。

「えっと、箱入りだから、きっと大丈夫～」

「箱入り？」

「うん。いいバナナなんだよ～」

　いいバナナ。１８７７年、西南戦争。あのときの睡すい眠みん学習に効果があった、なんてことは──きっと無いだろうけど。

「運動してるときとか、勉強してるときとか、バナナがいいんだって～」

　鈴乃は、いつものやわらかい笑みを浮かべて、「月曜日に持っていくから、みんなで、いっしょに食べようね～」その雰ふん囲い気きに、安心する。

　明後日、部室で、みんなと一いつ緒しよに。いつまでかはわからないが──しばらくは、そんな放課後が続くのだろう。







　あとがき







　はじめまして。壱いち乗じよう寺じかるたです。

　さて、ＮＨＫに『歴史にドキリ』という番組があります。中なか村むら獅し童どうさんが歌い踊おどり、楽しく日本史が学べるという番組です。獅童すげえなって思うはずです。オススメです。歌か舞ぶ伎き界すごい。あまり関係ないですが、ＮＨＫはなかなかチャレンジ心あふれる番組を作っていて、ぼんやり眺ながめていると「えっ」「ちょっと待って」「そんな」ってなります。ほんま油断ならないやつやでＮＨＫさんよ……！

　というわけで、この『しけたい』も、楽しく学べればいいなあ、と思いながら作成いたしました。読み終わった後、ひとつでも歴史の年号が残っていれば、それが成果ととらえたいところであります。あ、これ『しけたい』でやったところだ！　的な展開で、勉強も部活も恋れん愛あいもバッチリ！　となった方は、ご一報ください。

　自分が受験生だったころを振り返ると、宿しゆく泊はく先のホテル（県外の大学を受験しました）において、いわゆるそういうカードを買うか買わないかでものすごく葛かつ藤とうしたことを思い出します。（なんとなく伝わりますか……？）なので、そういうのが無いよう対応してるプランで宿泊することをオススメします。結果ですか？　合格しました！　あ、カードのほうですか？　買いました！（いい笑顔で）




　最後に謝辞を。

　なつめえり様。このたびはとてもとても素す敵てきなイラストありがとうございました！　日々の戦いに疲つかれた受験生さんも、この優やさしいイラストを見れば、心がやすらぐことでありましょう！

　企き画かく段階からお世話になりました、前担当のＫさま。見てますかー！　こうして再び晴れの舞台に立てるのは、Ｋさまのおかげでございます……！　また新担当のＳさま。いろいろとありがとうございました！　ちょう心強く思っております！　ホントすごいよ！

　また、本作出版にあたり、さまざまな方にお世話になりました。本当にありがとうございました！

　そして、本作がはじめましてでない方──ご、ご無ぶ沙さ汰たしておりました……！　壱乗寺かるた、この世界へ戻ってまいりました。覚えていた貴方あなたがいたからこそ、帰ってこられました……！（本当にそういう部分があるのです。）ありがとうございました！



















しけたい




～日に本ほん史しで試し験けん対たい策さく委い員いん会かい～








壱いち乗じよう寺じかるた
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